
セットアップ編 

このマニュアルは、以下の製品に対応しています。 

水平インサータプリンタ 

MICROLINE 6300 FB2 


〇このマニュアルには、プリンタを安全に使用していただくための 
注意事項が書かれています。プリンタをご使用になる前に、必ず 
本マニュア;!レをお読みください。 

〇本マニュアルをプリンタのそばに置いて、ご使用ください。 













はじめに 



マニュアルの構成 


このたびは、沖データの MICR 〇 LINE 63〇 0 FB 2 をお買い求めいただきまして、誠 
にありがとラございます。 

このユーザーズマニュアルは 、 MICROLINE 6300 FB 2 の操作方法について述べた 
ちのです。 

ご使用の前にこの説明書をよくお読みになり、正しい使用方法をご理解いただきま 
すようお願いいたします。 

この ユーザー ズマニュアルは、必ず保管してください。万一、ご使用中にわからな 
いことが起きたとき、きっとお役に立ちます。 


安全上の注意表示 

A 苗乞と t この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また 
1=1 は重傷を負う可能性があることを示しています。 

A : t 胃この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負 
う可能性があることを示しています。 


A △記号は警告、注意を促す事項があることを告げるものです。 

/ t \ △の中に具体的な警告内容が描かれています。 

(左図の場合は、「感電注意」を表します。） 


本製品には、次の説明書（セットアップ編、応用編）が付属しています。 

ユーザー ズ マニュアル（セットアップ 編） …本書 

必ずお読みください。 

プリンタの設置からプリンタドライバのイン 
ス I ルまでの手順、操作パネルの表示、基 
本的な印刷、消耗品の交換などが記載され 
ています。 



ユーザーズマニュアル(応用編）•••プリンタソフトウェア CD - R 〇 M 内 



オプシヨン品を用いた使用方法や便利な印 
刷方法を説明しています。 

プリンタソフトウェア CD - ROM の内容をご 
覧ください。 



Q 記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
Q の中に具体的な禁止内容が描かれています。 

(左図の場合は、「分解禁止」を表します。） 


® •記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。 
籲の中に具体的な指示内容が描かれています。 

(左図の場合は、「アースを接続してください。」を表します。) 
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諸注意 



電波障害防止について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づくク 
ラス B 情報技術装置です。この装置は家庭環境で使用することを目的としていま 
すが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると受信障害 
を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 
なお、オプションのネットワークカードを使用した場合、この装置はクラス A 情 
報技術装置になり、この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすこと 
があります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよラ要求されることがあ 
ります。 


晶調波規制について 

この装置は、「高調波電流規格 JISC 61000 -3-2 適合品」です。 


エネルギースターについて 


当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本 
製品が国際エネルギースタープログラムの基準に適合していると 
判断します。 


ENERGY STAR 


本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意 

本製品(ソフトウェアを含む)は日本国内仕様のため、修理 • 保守サービスおよび 
技術サボートなどの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。 
また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないこと 
があります。このような国では、本製品を運用した結果罰せられることがありま 
すが、当社といたしましては一切の責任を負いがねますのでご了承ください。 


本書について 

1 . 本書の内容の一部または全部を無断で転載することは固くお断りします。 

2. 本書の内容は将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容につきましては万全を期しておりますが、万一記載もれなどお気付き 
の点がございましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

4. 本書の内容に関して、運用上の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負 
いかねますのでご了承ください。 

商標について 

各会社名，製品名は各社の登録商標または商品名です。 

ESC/P は、セイコーエプソン（株）の登録商標です。 

Microsoft、Windows、MS-DOS は、米国 Microsoft Corporation の米国およびそ 
の他の国における登録商標です。 

MICROLINE は株式会社沖データの商標です。 


マニュアルの版権について 

すべての権利は、株式会社沖データに属しています。無断で複製、転記、翻訳等を行っ 
てはいけません。必ず、株式会社沖データの文書による承諾を得てください。 

© 2007 Oki Data Corporation 



本製品を廃棄する場合の注意 

本製品を廃棄する場合は、関係国内法、および各地方の廃棄物処理基準に従っ 
て廃棄してください。 
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使用許諾契約 


プリンタに付属のソフトウェアおよびドキュメンテーションは、株式会社沖データ 
が提供するものです。本ソフトウェアを使用することにより、お客樹ま、株式会社 
沖データ（以下、沖データという）との間で契約が成立し、本契約条項の拘束を受 
けることに同意したものと見なされます。 

1. お客様は、本ソフトウェアに対応する沖データプリンタを所有している場合の 
み、ソフトウェアを使用することが出来ます。 

2. 本ソフトウェアおよびドキュメンテーション、そしてそれらのコピーの著作権、 
版権、所有権は、沖データまたは沖データに使用許諾を与えたライセンサーに 
あります。本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションの一部または全部を 
複製したり、他人に複製を作らせたり、複製を許可したり、商行為をすること 
はできません。お客様は本ソフトウェアを、修正、改変、翻訳、リバースエン 
ジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブルしないことに同意します。また、 
本契約で認められた項目を除き、本ソフトウェアとドキュメンテーションに関 
するいかなる知的所有権の権利も付与しません。 

3. お客様は以下の条件すべてを満足することにより本ソフトウェアを第三者に譲 
渡できます。 

(1) 本ソフトウェアに対応する沖データプリンタと一緒に譲渡する。 

(2) 本ソフトウェアおよびドキュメンテーションのコピー全てを当該第三者に 
譲渡し、または譲渡しなかったコピーを全て破棄する。 

(3) 当該第三者が事前に本契約の拘束に同意する。 

また、本ソフトウェアを賃貸、貸与、リース、配布、転載、移転することはで 
きません。 

お客様は、本ソフトウェアを日本国外に出荷、移転、輸出、再輸出できないこと、 
違法な方法で使用しないことに同意します。 

4. お客様が本契約の条件に違反した場合には、沖データは、お客様の本ソフトウェ 
アおよびドキュメンテーションの使用中止およびライセンス契約の解除を行う 
ことがあります。この様な解除が行われた場合には、お客様は本ソフトウェア 
およびドキュメンテーシヨンのオリジナルおよび全てのコピーを破棄し、商標 
の使用を中止するものとします。 


5. 沖データ及び沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメンテー 
ションに関して、以下のことを含む一切の保証をしません。 

(1) 本ソフトウェアを使用する事によってお客様の要望する性能または結果が 
得られること。 

(2) 本ソフトウェアあるいはドキュメンテーションに瑕疵がないこと。 

(3) 第三者の権利を侵害していないこと。 

(4) 特定の目的に適合していること。 

またソフトウェアまたはドキュメンテーションは、予告なく改良、変更す 
ることがあります。 

6. 沖データおよび沖データのライセンサーは、本ソフトウェアまたはドキュメン 
テーションによって生じる、いかなる直接的、間接的、派生的な損害、損失に 
対しても、一切責任を負わないものとします。 
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本書の見方 


表言己 

本書では、次のように表記している場合があります。 

• MICROLINE 63 〇〇 FB 2 — ML 6300 FB 2 

• Microsoft®Windows Vista ® operating system 日本語版 — Windows Vista 

• Microsoft®Windows Server ® 2003 x 64 Edition operating system 日本語 
版 — Windows Server 2003( x 64 版产 

• Microsoft ® Windows ® XP x 64 Edition operating system 日本語版 
- WindowsXP ( x 64 版产 

• Microsoft ® Windows Server ® 2003 operating system 日本語版— 
Windows Server 2003^ 

• Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版 — WindowsXP ※ 

• Microsoft ® Windows ® Millennium Edition operating system El $ 言吾 ft 反 

WindowsMe 

• Microsoft ® Windows ® 98 operating system 日本語版— Windows 98 

• Microsoft ® Windows ® 95 operating system 日本語版— Windows 95 

• Microsoft ® Windows ® 2000 operating system 日本語版— Windows 2000 

• Microsoft ® Windows NT ® operating system Version 4.0 日本語版— Win - 
dowsNT 4.0 

• Windows Vista , Windows Server 2003, WindowsXP 、 WindowsMe 、 
Windows 98、 Windows 95、 Windows 2000, WindowsNT 4.0 の総称 — 
Windows 


※特に記載がない場合は 、 Windows Vista、Windows Server 200 3 と 
WindowsXP には 64 bit 版も含みます。 


マ _ ク 


㉝ 


プリンタを正しく動作させるための注意や制限です。 
誤った操作をしないため、必ずお読みください。 


— ! プリンタを使用するときに知っておくと便利なことや参考になる 
メモ I ことです。 

お読みになることをお勧めします。 


本書の見方 

本書の内容は、大きく分けて次の5つの構成になっています。 

第1章〜第4章ご使用上の注意、プリンタの設置からテスト印刷、ホストコン 
ピュータとの接続について説明しています。プリンタの基本的 
な使い方がわかります。 

第5章 使用可能な用紙と用紙のセット方法について説明します。 

第6章 プリンタの設定項目について説明します。 

第7章〜第8章メンテナンス方法、困ったときの処置方法について説明します。 
付録 ユーザ サボートサービスとプリンタ仕様について説明します。 


図の表記のしかた 



「印字可」スイッチを押します。 


印字可 




「機能切替」スイッチを押しながら「印 
字可」スイッチを押します。 


機能切替 印字可 
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1 プリンタを設置します 


製品の確認 . 10 
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i プリンタを設置します A □口、 (- B -5 _ ) 

W ^ 

製品の確認 

プリンタの梱包を開いて、以下の付属品が揃っていることを確認してください。 
もし、足りない場合は、プリンタをお買い求めの販売店にご連絡ください。 


□プリンタ 



□ リボン カー トリッジ 



□ テーブル 
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□ 電源コード 
□ 電源用プラグ 
□ ユーザーズマニュアル 
□ 保証書 • ご愛用者登録カード 
□プリンタソフトウェア CD-ROM 


⑩. 


保証書に必要事項が記入されているか確認してくださしヽ。 

正しく記入されていなしヽ保証書は無効になり、無償保証を受けら 
れない場合があります。もし、記入内容が不十分でしたら、販売 
店にお問い合わせください。 

保証書は大切に保管してください。 

梱包箱，梱包材は保管しておき、再輸送の際に必ず使用してくだ 


さい。 

インタフエースケーブルは添付されておりません。お使いのコン 
ピュータに合わせて別途購入してください。 















◎プリンタの通風□をふさいだり、風通しの悪い場所は避けてください。 
◎プリンタを設置する台，机は、プリンタの振動で動く場合がありますので、キヤ 
スター付きのものは避けてください。 

◎ CRT の近くは避けてください。電磁界の影響により、画面に歪みが発生すること 
があります。 


動作環境 

• 次の温度、湿度を満足する場所に設置してください。 

周囲温度： 5〜40 ° C 

周囲湿度： 3〇〜 85 %RH (相対湿度） 

(ただし、印刷精度保証条件は、1 5° C 〜 30° C ，4096〜7096 RH ) 
• 結露しないように注意してください。 

設置に関する注意 


条件 

◎直射日光のあたる場所やヒータなどの熱器具の近くは避けてください。 

◎衝撃を与えたり、衝撃や振動の加わる場所は避けてください。 

◎急激な温度変化のある場所は避けてください。 

◎じゅうたんを敷いた場所は避けてください。静電気障害の原因になります。 
◎湿気やほこりの多い場所は避けてください。 

◎フ□ッピーディスクを乗せると、フ□ッピーディスクの内容が壊れることがあり 
ます。 

◎強い電磁界，腐食性ガスの発生する場所は避けてください。 

◎近くでラジオを圄く場合、周波数によつては雑音が入ることがあります。 

プリンタは、水平で安定した台の上に設置してください。また、操作，日常の点検 
および消耗品の交換など、プリンタの性能を維持する作業を行うために下記の設置 
スペースを 確保してください 0 設置 スペース 



設置の条件 


A 言 口 

• 高温になる場所や火気の近くには設置しないでください。 

• 化学反応を起こすような場所（実験室など）には設置しないでください。 

• アルコール、シンナー などの引火性溶液の近くには設置しないでください。 

• 小さなお子さまの手の届く所には設置しないでください。 

• 不安定な場所（ぐらついた台や傾いた所など）には設置しないでください。 

• 湿気やほこりの多い場所、直射日光の当たる場所には設置しないでください。 
• 潮風、腐食性ガスの環境には設置しないでください。 

• 振動が多しヽ場所には設置しないでください。 


△注思 

• プリンタの通気口をふさぐような場所には設置しないでください。 

• 毛足の長いジュータンや力一ぺットの上には直接設置しないでください。 

• 密室などの通気性、換気性の悪い場所には設置しないでください。 

• 強い磁界やノイズの発生源から離して設置してください。 

• モニタやテレビの画面ゆれにつながりますので、モニタやテレビから離して設 
置してください。 

• プリンタを移動するときは、プリンタの両側を持ってください。 



EO0 寸一 41 
壁 



|設置の条件 
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1 プリンタを設置します 



M プリンタ各部の名前 



|プリンタ各部の名前 
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付属品を取り付けます 


1 固定具を取り除きます。 

輸送時の振動などによる破損を防ぐため、印字へッドをストッパで固定してあります。 
ご使用になる前に、このストッパを外してください。 


⑩ 


輸送時には印字へッドを左側に寄せてストッパで固定してください。 
取り外したストッパは、再輸送の際、必要となりますので、別に保 
管してくださし、。取り付けは、取り外しと逆の手順で行ってくださし、0 


アクセスカバー 


il アクセスカバーの左右の手掛け部を持つ 




2 


テーブルを 取り付けます c 



付属品を取り付けます 
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1 プリンタを設置します 


^ ® S 





テーブルの左右の爪に無理な力を与えないでください。テーブル破 
損の原因となります。 


I 付属品を取り付けます 
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3 リボンカートリッジを取り付けます。 

最初にリボンカートリツジを取り付けます。 


⑩ 


リボンカートリッジは必ず指定品を使用してください。（応用編) 
指定外のものを使用した場合、故障の原因になります。 



〇電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


A ケガをする恐 

れがあります。 




電源を入れたままでカバーを開けて、 
リボンカートリツジの交換をしないで 
くださし、。プリンタが突然動き出し、 
ケガをする恐れがあります。 


アクセスカバー 




用紙厚設定レバーを「リボン交換」 （1 〇レ 
ンジ)にした後、アクセスカバーの右の手 
掛け部を持ってトップカバーを開きます。 



「リボン交換」 （10 レンジ）にし 
ないと、印字へッドとリボンプ 
ロテクタの隙間にインクリボ 
ンを通した際、リボンのよじれ 
や折れの原因となります。 


〶 ® ㊣ 



❸キヤリツジをリボン交換位置のカバー切 
り欠き部へ移動させます。 


△注意 


やけどの恐れ 
があります。 


A 


印字直後は印字へッドが高温になっ 
ていますので、印字ヘッドやその周 
辺にさわらないでください。 

リボンカートリッジの取り付けは、 
印字へッドの温度が下がってから 
行ってください。 

❹リボンカートリツジの包装紙を取り除き 
ます。 


©プリンタの u 溝部にリボンカートリツジ 
両端のピン部を合わせて止まるまで押し 
u 溝部 込みます。 

リボンカートリッジ 


リボン カー トリツジをリボン アーム ガイ 
ドの上方に突き当てて押し込むと容易に 
セツトできます。また、インクリボンは 
巻き取らず、ややたるませた状態にして 
おくと容易にセットできます。 


U 溝にピン部を 
押し込む 



U 溝にピン部を 
押し込む 


付属品を取り付けます 
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1 プリンタを設置します 


© /^uu\ run \ 



© リボンカセツトについているリボンガイ 
ドを指でつまみ、キヤリッジのヘッド構 
に設けられた U 溝にリボンガイドのボス 
卜を合わせるよラに斜め上方よりガイド 
に沿って奥まで押し込みます。 



ラノブ 


❼□ーラノブを時計方向（矢印方向）に回 
してインクリボンのたるみを取ります。 


㊃- 


口ーラノブを矢印の反対方向 
に回さないでください。 

リボンジャムの原因になりま 
す0 

印字ヘッドとリボンプロテク 
夕のすき間にインクリボンを 
通した際、よじれや折れがな 
いことを確認してください。 


アクセスカバー 



I 付属品を取り付けます 
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電源を入れます 


動作環境 

• 以下の条件を守ってください。 

交流 ( AC ) :100 V 土 10% 

電源周波数： 50 Hz または6〇 Hz ± 1 Hz 
• 電源が不安定な場合は、電圧調整器などを使用してください。 

• 本プリンタの最大消費電力は約 220 W です。電源容量に十分余裕があるこ 
とを確認してください。 

電源に関する注意 

AW 口: 

• 電源コード、アース線の取り付け、取り外しは必ず電源スイッチを〇 FF にし 
てから行ってください。 

• アース線は必ず専用のアース端子に接続してください。水道管、ガス管、電話 
線のアース、避雷針などには絶対に接続しないでください。 

• 電源コードの抜き差しは必ず電源プラグを持って行ってください。 

• 電源プラグは確実にコンセントの奥まで差し込んでください。 

•濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでください。 

• 電源コードは踏まれない場所に設置し、電源コードの上には物を置かないでく 
ださい。 

• 電源コードをたばねたり、結んだりして使用しないでください。 

• 破損した電源コードを使用しないでください。 

• たこ足配線はしないでください。 

• 本プリンタと他の電気製品を同じコンセントに接続しないでください。特に、 
空調機、複写機、シュレッダなどと同時に接続すると、電気的ノイズによって 
プリンタが誤動作することがあります。やむを得ず同じコンセントに接続する 
ときは、市販のノイズフィルタかノイズカットトランスを使用してください。 

• 本プリンタに添付の電源コードを使用してください。他の製品用の電源コード 
は使用しないでください。 


A 言口 

• 本プリンタに添付の電源コードは、本プリンタ専用です。他の製品には使用し 
ないでください。 

• 延長コードは使用しないでください。やむを得ず使用する場合は、定格 12 A 
以上のものを使用してください。 

• 延長コードを使用すると、 AC 電圧降下により、プリンタが正常に動作しない 
場合があります。 

• 印刷中に電源を切ったり電源プラグを抜かないでください。 

• プリンタの電源スイッチを〇 FF にしてから再び〇 N するときには、5秒以上 
待ってから〇 N してくださし、。 

• 連休や旅行で長時間使用しない場合は、電源コードを抜いてください。 


◎電源は必ず AC 100 V (50 Hz または 60 Hz ) を使用してください。 

◎ オプションを取り付けるときは、電源を rOFFJ してください。 

◎電源コードの抜き差しは、必ず電源を 「 OFF 」 し、電源プラグを持って行ってく 
ださい。 

絶対に電源コードを引っ張らないでください。 

◎ 雷が鳴っているときは電源を 「 OFF 」 し、電源プラグを抜いてください。 

◎ プリンタとホストコンピュータを接続するときは、両方の電源を 「 OFF 」 してく 
ださい。 

◎長時間プリンタを使用しないときは、電源を 「 OFF 」 してください。 


A 言口 

電源プラグは定期的にコンセントから抜いて、刃の根元、および刃と 
刃の間を清掃してください。 

電源プラグを長時間コンセントに差したままにしておくと、電源ブラ 
グの刃の根元にホコリが付着し、シヨートして火災の原因となるおそ 
れがあります。 



電源を入れます 
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ご使用時の注意 


雜 


△注意 


ケガをする恐れがあります C 


A 


電源をいれたままでカバーを開けて、リボンカートリッジの交換な 
どをしないでくださし、。 

プリンタが突然動き出し、ケガをする恐れがあります。 


注意 


装置が壊れる恐れがあります C 




プリンタ内部にクリップなどの異物を落とさないでください。 

もし、落ちてしまったときは、すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、 
電源プラグをコンセントから抜いて、お客様相談センターにご連絡 
ください。 

ご自分で分解しないでください。故障の原因になります。 


用紙やリボンカートリッジが無い状態では、絶対に印字させない 
でくださしヽ。また、用紙幅以上の領域にも印字させないでください。 
印字へ ッ ドの寿命低下や、破損の原因になります。 

インクリボンとリボンカートリッジは、商品本来の性能を発揮さ 
せるために、沖データ純正の消耗品をご使用くださしヽ。 

純正品以外の消耗品をご使用になると、印刷品質の低下をはじめ 
本来の性能を発揮できない場合があります。 

純正品以外の消耗品をご使用になって生じた不具合の対応は、無 
償保障期間中あるいは保守契約期間中であっても有償となります。 
(純正品以外の消耗品の使用が全て不具合を起こすわけではありま 
せんが、ご使用にあたっては+分にご留意ください。） 

印字が薄くなったり、インクリボンがほつれたりした場合には交 
換してください。包装を解いたリボンカートリッジは長時間放置 
すると寿命が短くなります。 

リボンカートリッジ交換後は、インクリボンがたるんでいないこ 
とを確認してください。たるんでいる場合は、つまみを矢印方向 
に回してたるみをとってから動作させてください。 

詳細は、 「リボンカートリッジを取り付けます」 （15 ぺージ） を参 
照してください。 

用紙は、仕様に合ったものを使用してください。用紙詰まりや印 
字精度低下等の原因となります。詳細は、 「用紙規格および印字範 
囲」 （104 ぺージ） を参照してください。 


△注意 


やけどの恐れがあります。 


A 


故障や異常のときは 


印字直後は印字へツドやその周辺が高温になっていますので、印字 
へッ ドにはさわらないで ください。 


△警告 


故障や感電の原因になります。 




故障や異常（においがしたり、煙が出たり、熱くなった）に気付い 
たときは、すぐに電源スイッチを 「 OFF 」 にし、電源プラグをコン 
セントから抜いて、お客様相談センターにご連絡ください。 

ご自分で分解したり、修理したりしないでください。故障や感電の 
原因になります。 




電源を入れます 
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電源コードを取り付けます 

電源 コー ドと アース 線を接続します。 



〇電源スイッチが 「 OFF 」 （〇側）になつ 
ていることを確認します。 


△注意 

ケガをする恐 
れがあります。 


n プリンタが突然動作するこ 



とがあります。 

必ず、電源スイッチを 「 OFF 」 
にして くださし、。 



❷電源コードをプリンタの AC コネクタに 
接続します。 


〶⑩㊣ 



❸電源コードに電源用プラグを差し込みま 
す。 

コンセントが3極の場合は、電源用ブラ 
グは不要です。 

©アース線をアース端子に接続し、電源プ 
ラク'をコンセントに差し込みます。 


A 警告 


感電の恐れが 
あります。 


A 


⑩: 


) 万一の危険防止のため、 アース は必ず 

接続してください。ガス管には絶対に 
接続しないでください。 

電源プラグの アース が接続できない場 
合は、電気工事店へご相談ください。 
電源プラグを外す時は逆の手順で行っ 
てください。 

アース 線を コン セントに一緒に差し込まないでください。 

電源は必ず AC100V (50Hz または 60Hz) を使用してください。 
電源を入れたとき、_瞬大きな電流が流れます。 

電圧低下を避けるため、空調機や電動機器など、大電流を使う系 
統との電源共用は避けてくださし、。 

このプリンタは、ドット密度の高い印字(黒ベタ印字など）を行うと、 
最大 4A の電流が流れます。 パソコン などのサービス コンセン トに 
は接続しないでください。タコ足配線は、絶対しないでください。 
電源コードは、添付されているものを使用してください。 

電源コードの抜き差しは、必ず電源スイッチを 「OFF」 してから、 
電源プラグを持って行ってください。絶対に電源コードを引っ張 
らないでください。 

UPS (無停電電源）およびインバータを使用した場合の動作は保 
障していません。故障のおそれがあります。無停電電源およびイ 
ンバータは使用しないでください。 


電源コ I ドを取り付けます 
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プリンタが正常に動くことを確かめるために、テスト印字を行います。テスト印字 
には、 A 4 サイズ以上の単票の縦置、または10インチ幅の連続紙を使用します。 
ここでは、 A 4 サイズの単票を使う場合を例にとって、テスト印字の手順を説明し 
ます。 

〇電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 

©用紙切り替えレバーを単票「□」にします。 

©用紙厚設定レバーを用紙厚に合ったレンジ位置に合わせます。 （ 「用紙の厚 
さに応じた調整方法」 を参照） 

©「改行」十 「 T 0 F セット」スイッチを押しながら、電源スイッチを「〇 N 」 し 
ます。 


©「印字可」スイッチを押して印字を中断して「改頁」スイッチを押すと単票 
を排出します。またはテスト印字が終了すると単票を排出します。 

©電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


テスト印字を行ってみて、動作が異常な場合には、「こんなときには」 
(応用編）を参照してください。 


改行 

微少逆送り 


TOF セット（一時） 
TOF セット（恒久） 


議 


©単票をセットします。 

単票の左端をシートガイドに合わせて、そのまま奥に突き当たるまでまつ 
すぐ差し込みます。 

単票のセット方法は、 「単票をセットします」 （122 ページ) を参照してくだ 
さい。 

単票が自動的に吸入されます。 

©プリンタが印字を開始します。 

「印字可」スイッチを押して、印字を中断します。 

もう一度「印字可」スイッチを押すと、印字を再開します。 




テスト印字をします 
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オフシヨン品について 


RS 232 C ボード 

RS 232 C ボードを取り付けることにより、シリアルインタ フェー スでデータを受信 
することができます。 

シリアルインタフェースの機能は、メニューにより設定することができます。 
シリアルインタフェースのメニューについては、 「シリアルインタフェースメニュー 
項目一覧」 を参照してください。 


敎 


シリアルインタ フエー スケーブルは、ホストコンピユータによつ 
て異なります。それぞれのホストコンビュータとプリンタのコネ 
クタに合ったものを販売店でお求めください。 

RS232C ボードは、静電気に非常に弱いため、注意して取り扱っ 
てください。 


外観と各部の名称 


RS 232 C ボード 



〶 ® ㊣ 


RS 232 C ボードの取り付け，取り外しをします 

RS232C ボードの取り付け，取り外しは、必ずプリンタの電源を 
「OFF」 にしてから行ってください。 

RS232C ボードを使用する際は、パラレルインタフエースケーブ 
ルおよび USB インタフエースケーブルを外してください。 




❸ RS 232 C ボードのコネクタ部を持ち、上 
部と下部のガイドに合わせて静かにしつ 
かり押し込みます。 


❹奥まで突きあたると、 ロック ピースで固 
定されます。 


|オプション品について 
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1 プリンタを設置します 



© /^uu\ run \ 


©インタフェースケープルを接続し、ねじ 
で固定します。 


RS 232 C ボードの取り外しは、取り付けと逆の手順で行います。 

インタフエ—スケ—ブルを無理に引っ張らないでください。ボ—ド 
y y が外れたり、コネクタが破損する恐れがあります。 


オプション品について 
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ネットワークカード 

ネットワークカードを取り付けることにより、ネットワーク ( TCP / IP ， IPX / SPX ， Net - 
BEUI ) でデータを受信することができます。 

ネットワークカードの機能については、ネットワークカードのユーザーズマニュア 
ルを参照してください。 


㉝ 


イーサネットケーブルは必要に応じてネットワーク商品取扱店で 
お買い求めください。 

ネットワークカードは、静電気に非常に弱いため、注意して取り 
扱ってください。 

EtherTalk ネットワークを使用して印刷することはできません。 
SMNP の沖データプライべ一卜 M 旧に対応しています。 

ネットワークカードのディープスイッチの操作にはネットワーク 
力ードの取り付け、取り外しが必要です。 


外観と各部の名称 



ネットワークカードの取り付け，取り外しをします 

ネットワークカードの取り付け，取り外しは、必ずプリンタの電 
源を 「 OFF 」 にしてから行ってください。 

ネットワークカードを使用する際は、パラレルインタフエースケー 
ブルおよび USB インタフエースケーブルを外してください。 




© ネットワークカードのコネクタ部を持ち、 
上部と下部のガイドに合わせて静かに 
しっかり押し込みます。 


❹奥まで突きあたると、ロックピースで固 
定されます。 


|オプション品について 
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1 プリンタを設置します 



ネットワークカードの取り外しは、取り付けと逆の手順で行います。 

イーサネットケーブルを無理に引っ張らないでください。ネットワー 
クカードが外れたり、コネクタが破損する恐れがあります。 



オプション品について 
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2 操作パネルについて 


26 


操作パネルの使い方. 












2 操作パネルについて 


^ ® S 



操 

作 

n 

ネ 

ノレ 

の 

使 

い 

方 



操作パネルの使い方 


❼_❽ © ❿ 


❿ 

——印字可-用紙 » r •高速 高複写電源 

_〇3 ㈤ ㈤ jl) 


通常印字 高速印字 高複写印字 



ランプの表示機能 


番号 

❼ 

❽ 

❾ 

❿ 

❿ 

名称 

(ランプ色） 

印字可（緑） 

用紙（赤） 

高速（緑） 

高複写（緑） 

電源（緑） 

機能 

点灯：オンライン(印字可） 

消灯：オフライン(印字不可） 

点滅：•復旧不可能アラーム 
状態 （ 「用紙」ラン 
プと共に点滅） 

• 単 票給紙待ち状態 

点灯：ペーパエンド状態 

消灯：給紙済み状態 

点滅：•用紙ジャムアラーム状態 
• 復旧不可能アラーム状態 
(「印字可」ランプと共に 
点滅） 

•用紙切り替えレバーア 
ラーム状態 

• サーマルアラーム状態 

点灯：高速印字モード 

消灯：通常印字モード 

点滅：カットアップ状態 

点灯：•高複写印字モード 

•用紙カット位置補正中 
• 用紙頭出し位置補正中 

消灯：通常印字モード 

点滅： • 用紙カット位置の補正 
の限界状態時 
• 用紙頭出し位置の補正 
の限界状態時 

点灯：電源が入っている 

消灯：電源が切れている 

点滅：低消費電カモード 
中（他のランプは 
消灯） 
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機能切替 

+ 


TOF セツト （= 時) 
TOF セット（恒久) 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• TOF セツトを恒久的に行います。 


❸ 


改行 

微少逆送り 


♦オンラインのとき 

• 通常印字に設定します。 

プリンタドライバで高速印字を 
t 注 •’） 指定して印刷を行うと、高速印 
字が設定されます。 
♦オフラインのとき 

• 1行改行します。押し続けると連続 
で改行します。 


❻ 


TOF セット（一時) 
TOF セツト（恒久) 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• TOF セットを一時的に行います。電源を〇 FF したり、 
l - P 「 ime を受信すると、デフォルト値に戻ります。 




「スイッチ設定ユーティリティ」を使用してスイッチ機能に制限を行うと、スイッチを押下しても機能しません。 

スイッチを押下しても正常に機能しない場合は「スイッチ設定ユーティリティ」で機能制限を行っていないかご確認ください。 
「スイッチ設定ユーティリティ」のご使用方法につきましては、「1章 Windows ソフトウェア」（応用編）を参照してください。 


〇 


印字可 


♦オンラインのとき 

• オフラインにします。 
♦オフラインのとき 

• オンラインにします。 

• アラームを 解除し ます。 


❹ 


改頁 
微少送り 


♦オンラインのとき 

• 高速印字に設定します。 

-高速印字では、文字バターンのドットを間引き、高 
速で印字を行うため、通常印字に比べ、文字が薄 
く見えます。 

• プリンタドライバで高密度印字を指定して印刷を 
行うと、通常印字が設定されます。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

次のページの1行目まで連続紙を送ります。 

•単票モードのとき 
単票を排出します。 


❷ 

+ 

❸ 


機能切替 

+ 


改行 

微少逆送り 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセツトされているときに、 
逆方向に微少送りを行います。 
0 用紙の逆送り量は累計で 
• ノ 1/3ィンチ以内にしてくだ 
さぃ。 

微少逆送りのピッチは、 
1/180インチです。 

また、スイッチを押し続け 
ると、連続的に送ります。 


❷ 


♦オンラインのとき 
• 連続紙モードのとき 
連続紙を用紙カット位置まで送りま 
す。 再 押下または データを 受信する 
と元の位置に戻ります。 

♦オフラインのとき 

• このスイッチを押しながら 「 TOF セッ 
卜」， r 改頁」，「改行」，「□-ド/退 
避」の各スイッチを押すことにより、 
スイツチの機能を変えることができま 
す。 


❺ 


♦オンラインのとき 

• 高複写印字に設定します。 

♦オフラインのとき 
• 連続紙モードのとき 

ピントラクタに連続紙をセットしてがら押すと、1行目 
印字位置まで連続紙が自動的に送られます。 

連続紙がセットされているときは、ピントラクタの位置 
まで連続紙を後退させます。 

連続紙の後退量は、最大22インチです。22インチ 
後退しても用紙先端を検出しない場合は、その時点 
で後退動作を終了します。 

連続紙の後退動作は、絶対に2回以上連続で行わな 
いでください。 

•単票モードのとき 

単票が給紙されているときに押すと、用紙を排出します。 


❷ 

+ 

❹ 


機能切替 

+ 


改頁 
微少送り 


♦オンラインのとき 
• 無効です。 

♦オフラインのとき 

• 用紙がセットされているときに、 
順方向に微少送りを行います。 

しエ )微少送りのピッチは、1/180 
1 /モ I インチです。 

また、スイッチを押し続け 
ると、連続的に送ります。 



スイッチの機能 

番号1名称了 機能 1番号 f 名称"! 機能 1番号 f 名称1 m m 


❷+❻ 


操作パネルの使い方 
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2 操作パネルについて 


© /^uu\ run \ 


〈高複写印字に ついて〉 


⑩ 


1枚目が厚く 2枚目に複写できないような場合に高複写印字に設 
定してください。 

高複写印字では2度打ちを行います。 

高複写印字はギャップレンジ2以上にセットした場合に有効とな 
ります。 

用紙の厚さは、 「用紙規格および印字範囲」 （104 ページ） を参照 
してくださし、。 

リボン寿命は、約半分になります。 

薄紙で横昇線印字をすると用紙が破れる場合がありますので、高 
複写印字にしないでください。 

インクリボンが新しいときに印字密度の高い文字やグラフィック 
を印字すると、汚れが発生する場合があります。 


〈低消費電カモー ド 中に ついて〉 


㉞ 


低消費電カモード中にいづれかのスイッチを押した場合には、低消 
費電カモードを解除します。このとき押したスイッチは、低消費電 
カモードの解除のみを行い、押したスイッチ本来の機能は慟きませ 
ん〇 


操作パネルの使い方 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 


USB 接続でホストコンピュータに接続します . 30 

動作環境 . 31 

Windows Vista 環境で使用します . 32 

WindowsServer2003 環境で使用します . 39 

WindowsXP 環境で使用します . 43 

Windows 2000環境で使用します . 47 

WindowsMe 環境で使用します . 51 

Windows98 環境で使用します . 55 


















USB インタフエースケープルは、長さ 5m 以下の USB2.0 仕様の規格適合ケープル 
をお使いください。 

USB インタ フエー スのケープル詳細および信号線ピン配列は、 rUSB インタ フエー 
ス仕様」（応用編）をご覧ください。 

パラレルインタフエースケーブルやイーサネットケーブルが同時接続 
されていないことをご確認ください。 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電源 
’ スイッチも 「 OFF 」 にします。 



〇 USB インタフエースケーブルを接続します。 



^3コンピュータに USB インタフエースケーブルを接続します。 

じ詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 



3 USB 接続で Windows にセットアップします 


© 戀 © 環 ® ㈣ 

USB 接続でホストコンピュータに接続します 


USB 接続でホストコンビユ—夕に接続します 
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動作環境 


プリンタの設定 

印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化します」 （148 ページ） を参照してください。 


プリンタドライバの動作環境 
Windows Vista の場合 

Windows Vista 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェースを 
搭載している機種 

WindowsServer 2003の場合 

WindowsServer2003/2 〇〇 3(x64 版)日本語版の動作するコンビュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェースを 

搭載している機種 

WindowsXP の場合 

WindowsXP/XP(x64 版）日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェースを 

搭載している機種 

Windows 2000の場合 

Windows2000 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェースを 
搭載している機種 

WindowsMe の場合 

WindowsMe 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフェースを 
搭載している機種 


Windows 98 の場合 

Windows98 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC/AT 互換機、 PC98-NX (PC-9821 を除く）で USB インタフエースを 
搭載している機種 

※特に記載がない場合は 、 Windows Vista と WindowsServer 2〇〇3と 
WindowsXP には 64bit 版も含みます。 


㉝ 


日本語版以外の OS には対応していません。 


プリンタドライバのセットアップ 

Windows Vista/Server 2003 /XP/ 2000の場合は、 Administrator の権 
限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

• Windows95/NT4.0 では、 USB インターフェースをサボートしてお 
りませんので USB インターフェースケーブルでのご使用はできま 
せん。パラレルインターフェースケーブルにてご使用ください。 
インストール方法につきましては、4章 「パラレル接続で 
Windows にセットアップします」 をご参照くださし、0 

セットアップには次のものを用意してください。 

プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 


動作環境 
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[インストーラを使用してセットアップを行います] 

X . 、•セッ トアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB 2 プリンタドラ 
イバがセツトアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になつていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

❹しばらくすると、『自動再生』の画面が表示されますので、 『 Autorm . exe の実 
行』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - R 〇 M ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD-ROM ドライプが Q ; 
の場合） 



©『ユーザー アカウント制御』の画面が表示されますので、『続行』をクリックし 
ます。 


ユーザー アカウント制御 


回 


) プログラムを镜行するにはあなたの許可が 必要です 


あなたが関始したプログラムである場合は、模行してください • 


DemoShield Multi-CD Launch 
Oki Data Corporation 


® _D) 


I 綾行 ( c ) 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます。 


©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 


OKI 


す出中デ 4 (以下、?行'-处いう〉が檯併サ热 © です。ブ的ラ從よびドキュメンテ'-ショ^! 
ブログラムをインストールした B 寺点で、お客様は、沖デ— 5 t ( D 間で•本契約が成立し、本契約条項の拘束を受けることに同意したものと見なされます0 
ブリンタドテ ^〈Windows 95用、 Windows 98用、 Windows Me 用、 Windows NT 4 J 0 用、 Windows 2000用、 Windows XP 吊 、 Windows Server 
200 拥 、 Windows Vista 用)、 OKI DIPUS , Windows Me /98 用 USB ド W パ fc よび閎迷す Si 兑明資料は、沖デ'■鄉檯扭するもので•す。 

亥ブリンタに直格まネク 


: U'y トワークを通じて格続され碰数©コンピュータI 


Slf 成、コ' ■ 


拎客様は、本ソフトウIアに対応 t る沖データブリンタを所有 t る場合に限り、 

⑸お客梯には本契約で認められた梅利を除き、本リフトウIアに閎するいかなる梅利も付与されません。 

離蓮叢 f 麗戀職靈綠■鱺譜 — す。一一* j 

III 满韉離纖德 r - 腿棚韻せん。_ 

^ ^ »随す5 j 


3 USB 接続で Windows にセットアップします 


© 戀 © ② ® ㈣ 

Windows Vista 環境で使用します 


windows Vista 環境で使用します 
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©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


Q OKI Printing Solutions 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 



©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示したら、『口ーカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


□一カル/ネットつーク 


6^1 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリンタの接続方法を以下から逞択してくださ U 


f&USB ポ'■卜に接続する予定で•あ2>。 


^ネットワカンタ 

ブリンタは、初トワケづルか他の]ンピュ4に格続されている。 


. 戻る 1 ：1 | ) Wn )> j キャンセル」 ■ヘルプ」 


❾『ポートの選択』の画面が表示したら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリンタがつながってい5ポートを逞折してください。 


LPT1 ： 

LPT2： 

(㊣ 


□ ルボート- 

□ーカルポート 
□一カルポート 
Universal Serial 日 i 
ローカルボート 


寶、薇、 u 習織レて族 t aPT 1 ㈣ 賊射。 6 し' USB トブ纖つ 


)t 次へ⑻ > ]】 


キャンセルヘルブ I 


©『ケープルの接続』の画面が表示したら、ステップ1、ステップ2の指示に従し、 
ます。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインターフエースケーブルが同時接続さ 
れていないことをご確認ください。） 




回 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


次©説明に従って、棟作してください。 

ステップ1:ブリンタの電源が OFF になってい5ことを確認して、コンビュータと接続しま 
ステップ2ブリンタの電源を ON にしま言。 


昆芯|」卜山|丨 キゃンセル」|:ヘルプ」 


windows Vista 環境で使用します 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 




® 『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



ブリンタドライパのインストーノ成了 





windows Vista 環境で使用します 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

$ •セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
、ノ の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

❶プリンタとコンピュータの電源が OFF になつていることを確認します。 

❷ USB インターフェースケープルを接続します。 

※パラレルインターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸プリンタの電源を〇 N にします。 

❹コンピュータ電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『新しいハードウェアが見つかりました』の画面が表示されますので、『ドライ 
バソフトウェアを検索してインストールします（推奨)』を選択します。 



©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』ボタンをクリック 
します。 


ユーザー アカウント制御 


] 提行するにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である場合は、接行してください • 


デパイスドライパソフトウェアのインストール 
Microsoft Windows 


(^) mn(D) 


榜行 ( c ) 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます • 


❼ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 のドライバソフトウェアをオン 
ラインで検索しますが』の画面が表示された場合は、『オンラインで検索しませ 
ん』を選択します。 


(s〆) 姐新しいハードウェアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300FB2 

OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB2 のドライ パ ソフトウェアをオンラインで麟しますか？ I 

♦ はい、常にオンラインで検索します（推奨)(色） 

この八ードウエア用の最新のドライ パと アプリケーシヨンが自動的に検索され、コンピュータ 
にタウン□ー ドされます镶 


♦ はい、今回のみオンラインで検索します a) 

このデノ C イス用の最新のドライノてとアプリケーシヨンが検索され、コンピュータにダウンロー 
ドされます • 


♦ オンラインで検索しません (D) 

最新のソフトウェアが取得されるまでは、デパイスが正しく機能しないことがあります。 


tu 勤ンセ^ || 


windows Vista 環境で使用します 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 



❽ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 に付属のディスクを挿入してく 
ださい』の画面が表示されますので、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - 
ROM ドライブにセツトします。 


© I 


新しい八ードウエアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300FB2 


Q DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB2 に付属のディスクを捶入してください 


デパイスに付属していたディスクがある場合は、今すぐ捶入してください • そのディスク上で 
ドライパソフトウェアが自動的に検索されます. 




► ディスクはありません。他の方法を試します⑴ 


❾『下の一覧がらハードウェアに最適なソフトウェアを選んでください』の画面が 
表示されますので 、 『OKI MICROLINE 6300 FB 2 1 .0.0.0 OKI d :¥ drivers ¥ vista ¥ 
…』を選択して『次へ』をクリックします。 ( CD - ROM ドライプが Q ; の場合） 

※ 64 bit 版をご使用の場合は 、 『OKI MICROLINE 6300 FB 2 1 .0.0.0 OKI 
d :¥ drivers ¥ vista 64¥-■ • J を選択します。 


d 此新しし、八ードウェアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 

下の一覔から 八 ー ドウェアに最適なソフトウェアを暹んでください • 

し / OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300FB2 


パージヨン製造元場所 


發 OKI MICROUNE 6300 FB 1.0.0.0 
OKI MICROUNE 6300FB 不明 
OKI MICROUNE 6300 FB 不明 


d: 故 lrivers¥win 2003 ¥oemprii 
d:5ftlrivers¥winme¥o€msetu 
d:^rivers¥win98¥oemsetup = 




このドライパはデジタノレ署名されています。 
ドライノ c の罢名が車 要 な理由 


次へ ^ bJ 鼴.キャンセルI 


©『このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が 
表示され、インストールが終了します。『閉じる』ボタンをクリックします。 



windows Vista 環境で使用します 
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『新しいハードウエアが見つかりました』の画面が表示されない場合 

® 『スタート』-『コントロールパネル』-『システムとメンテナンス』-『システム』 

-『デバイスマネージヤ』をクリックします。 



©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』ボタンをクリック 
します。 


ユーザー アカウント制御 


綾行するにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である場合は、綾行してください • 
Microsoft 管理コンソール 


® 讀 D ) 


綾行 ( C ) 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎま 


© 『ほかのデバイス』の 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 J をマウ 
スの右ボタンでクリックして、『ドライバソフトウェアの更新』を選択します。 


盔デバイスマネージ r 


r 门 II 叫 


ファイル (F ) 操作 ( A ) 表示( V) ~レブ (H) 


► I m \ m \ H 祉ぬ I 躂 、 《 


_蜀ディスプレィアガタ 
申靈ネットワークアダプタ 
由®パッテリ 

甶 flg ヒューマンインターフェイスデパイス 
由周！プロセッサ 

申』フロッピーディスクドライブ 
申^!フロッピードライブコントローラ 
由…零ポート （COM と LPT) 

$ •1)ほ力デパィス 

1 . & HBBBCTBjagwaw 

a-fl マウスとそのほかのポインティングデノ 1 
♦遇抒ム 
モニタ 

申…爆 コニ n- サルシリアルノ cx コントローラ 
田公記恒域コントローラ 


C 


ドライパソフトウェアの更新 (P)." 


削除 (U) 

A- ドウヱ:^更のスキヤン (A) 

プロノげィ⑻ 


©『どのような方法でドライバソフトウェアを更新しますが』の画面で、『コン 
ピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します』をクリックします。 


kr ノ 1ドライパソフトウェアの更新- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 

どのような方法でドライパソフトウェアを検索しますか？ 


► 自動的に更新されたドライパソフトウェアを検索します (S) 

コンビユータとインターネツトでデノてイス用の最新のドライノてソフトウェアを 
検索しま T* 


画 


► コンピュータを参陧してドライノてソフ ト ウェアを M します (S) 
ドライパソフトウェアを手動で検索してインストーノレしま 


ivy&k I 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 



® 『コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します』の画面が表示されま 
すので、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットします。 
その後、テキストボックスに次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥Vista 


※ CD - ROM をセットした後、『自動再生』画面が表示されたら『 X 』をクリックして閉じ 
てください。 

※已他比版をご使用の場合は、 [ D :¥ Drivers ¥ Vista 64 J と入力します。 



©『ドライバソフトウェアが正常に更新されました』の画面が表示され、インス 
卜ールが終了します。『閉じる』ボタンをクリックします。 


しく） Iドライパソフトウェアの更新- OKI MICROLINE 6300 FB2 

ドライノてソフトウェアが正常に更新されました • 

このデパイスのドライパソフ ト ウェアのインストールを終了しました： 


名 


a MICROLINE 6300 FB2 
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WindowsServer 2003環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 

X * セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
V^V の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンビュータの電源を ON にし、 WindowsServer 2003 を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD - ROM ドライブが Q ; 
の場合） 



©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OKI 



©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示したら、『ローカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


ゴリン知掊続方法を以下か6逛折してください。 


^ 12 M 

ブリンタは、ノ《ラレルボートか USB ボートに接続する予定である。 


' ネットワークプリ:^ 

ゴリンタは、ネットワークケーブルか他のコンビュータIこ接続され 
ている0 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


Vr 次へ妙〉 i \ 


キゃンセ^ j ヘルプ 
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©『ポートの選択』の画面が表示したら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 



©『ケープルの接続』の画面が表示したら、ステップ1、ステップ2の指示に従い 
ます。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインターフェースケープルが同時接続さ 
れていないことをご確認ください。） 



❾『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 


㉞ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出 
ウィザード』から行います。『プリンタと FAX』 フォルダ内の『プ 
リンタのインストール』からはセットアップできません。 
セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） をもったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


❶プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ WindowsServer 2003 を起動します。 

すでに WindowsServer 2003が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示され、『ソフトウェ 
ア検索のため 、 Windows Update に接続しますか？』と表示されますので、『い 
いえ、今回は接続しません』をチェックし、『次へ』をクリックします。 

※この画面は WindowsServer 2003の Service Pack 適用状況により、表示されない場合 
があります。 




©次に下画面が表示されるので、『一覧または特定の場所からインス I ルする 
(詳細)』をチェックして、『次へ』をクリックします。 

※下画面が表示されない場合は、 USB インタフェースケープルを接続し直してください。 
接続し直しても画面が表示されない場合は、❽へ進みます。 



©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、『次の場所を 
含める』のみをチェックして次のように入力し、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 2003 

※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください。 

※ WindowsServer 2003 x 64 Editions をご使用の場合は、 「 D :¥ D 「 ive 「 s ¥ Win 2003¥ 
W 2003 x 64」 と入力します。 



ファイルのコピーが開始されます。 


Windowsserver2oo3 環境で使用します 


41 



















































❻『新しいハードウ: L アの検索ウイザードの完了』画面で『完了』をクリックします。 


新しい A -ドウエアの検索ウイザードの完了 


' Am - ドウ： e アのリフトウ:[ア①インストルが完了しました： 
OKI MICROLINE 6300 FB2 





キャンセル | 


©『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 


ファイル (0 編集® 表示⑻お、気(: A0 ⑻ツづ KD ヘルブ妙 J 


- 戊 レ 技索 D フォルダ| 4， X *9 | 0， 


\ OKI MICROUN 
準備完了 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの開始』画面が表示 
されない場合 

© 『スタート』一『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プ□パ 
ティ』を選択します。 

❾『ハードウエア』タブの『デバイスマネージャ』をクリックします。 

?ijcj 

全般Iコンピュータ名ハ-ドウエァI詳細設定I自觔更新IリモートI 
「デパイスマネー:^- 


||； テパイスマネーン VP 


ドライノ如署名を使うと、インストルされているドう 
換性を確!忍できます。ドライノ W 得のために Wind： 

方法を Windows Update を使って設定で•きます0 

Windows Update (W) 


方法を Windows Update 
ドライパの署名@ 


「ハードウェアブロファィルー 


ハードウ： C アブ□ファイル® J 


OK | キゃンセル」 適用⑻ 


❿『その他のデバイス』の『〇 Kl DATA CORPOKI MICROLINE 63〇 0 FB 2』 をマウス 
の右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 


-!□! x| 


ファイル©棟作⑻表示秘ヘルブ ( U ) 


10 ! nf 1 # if 運 | 々： 5¢ 娌 


日屬 ODS-ONJP9FMAF53 

E- vji DVD/CD-ROM ドライブ 
El Q IDE ATA/ATAPI コン トローラ 
卜等 SCSI と RAID コント□ぅ 
^ USB (Universal Serial Bus) コント ローラ 
由如キーポード 
囪… .4 コンピュータ 

囪爲サウンド、 e; デオ、およ u ゲームコント□ーラ 
S-J システムデパイス 
日-* その他のデパイス 

级 剛桃 W 黑 . Tf 城•料•胃 

El^ ディスクドライブ ドライパの更新 (EX.. 

由 J ディスブレィァタブタ ^鼴帥啪 

mm ネットワークアダプタ 
.破パッ刊 
® 癱ブ□セッサ 

m © フロッピ-ディスクコントロ-ラ ブロパティ ( b > 

由 ji フ□ッビ-ディスクドライブ - 

0 ^ ポート （COM と LPT) 

0 -0 マウスとそのほかのポインティングデパイス 


八ードり1ァ发里のスキヤン⑻ 


折したデパイスのドライパを則除し S | 


® 『その他のデバイス』が表示されない場合は、『表示』メニューの『非表示のデ 
バイスの表示』を選択し、『プリンタ』の 『OKI DATA CORPOKI MICROLINE 
6300 FB 2』 をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 



©『デバイスの削除の確認』画面で rOKJ をクリックし、『デバイスマネージャ』を 
閉じます。 

® 『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 

© Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウィザード』開始画面から 
再セットアップします。 
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WindowsXP 環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 




セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンビユータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows XP を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD - ROM ドライプが Q ; 
の場合） 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 

I^B 


? ショソ j 蹄:会社沖デ-夕似下、沖デ-处ぃぅ观供するものです。 


プ□クラムおよ U ドキュメンテーション 


※使用 i キ i 若契約 

ブリンタに付届の CD-ROM に含まれ T 
Reader は除くものとする)およ 1) ‘ドキコ 
ブ□クラムをインストールした B 寺点で、 

ブリンタドライパ (Windows 95版 Windows 98用、 Windows Me 用、 Windows NT4.0 用、 Windows 2000用、 Windows XP 麻 Windows Serv 
2003用、 Windows Vista 用〉、 OKI DIPUS、Windows Me/98 用 USB ドライバお、よ U 閎速す 5 説明資料は、沖データが搓併す5ものです。 

客様は、本リフトウ: t アに対応拇沖データブリンタを所有す5埸合に限り、当該ブリン切 Z 直獻 tt ネットワーク妇1じて招筏され5技数®ェ/ピュー树:; 


お客様は、； 


i 5•本リフ K?i アおよ U 挪复製物の基作榧、版梅、所有梅は沖デー雉た (J 沖デ'-如ライセンサ'-にあります。本'ノフトウ: t アの播 je 


驟严、コ' 


⑴お客様への本 y フトウIアの使用I午諾は、本契約膠除されるまで•有効で.す。 

離驪羅键 Mrwig 翻 


ンス契約の隨を行ぅ S： がぁ *3 雀す 。 ZA 


.卒;刀【ゥIァを|驟事(卜ぉ客様①要望す■また(扼果が得&れ5こと。一 


切 (Df*l 正を狗ものではありません。 


^ 職する 


©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 




OK 夏 



©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示したら、『□一カルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


m 


Iゴリンタの接続方法を以下から逗択してください。 


マ SE 通 U 

ブリンタは J 、♦ラレルボートか USB ボートIこ格続する予定で®る。 


，ネットワークプリ 

プリンタは、ネットワークケーブルか他のコンビュータIこ接続され 
ている。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


[ 次へ⑽〉 ]| キャンセル J ヘルプ 」 
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©『ポートの選択』の画面が表示したら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 



©『ケープルの接続』の画面が表示した6、ステップ1、ステップ2の指示に従い 
ます。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインターフエースケープルが同時接続さ 
れていないことをご確認ください。） 



❾『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

XI プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの検出 
ウィザード』から行います。『プリンタと FAX』 フォルダ内の『プ 
リンタのインストール』からはセットアップできません。 

• セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） をもったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示され、『ソフトウェ 
ア検索のため 、 Windows Update に接続しますか？』と表示されますので、『い 
いえ、今回は接続しません』をチェックし、『次へ』をクリックします。 

※この画面は WindowsXP の Service Pack 適用状況により、表示されない場合があります。 



〶 ® ㊣ 


©次に下画面が表示されるので、『一覧または特定の場所からインス I ルする 
(詳細)』をチェックして、『次へ』をクリックします。 

※下画面が表示されない場合は、 USB インタフェースケープルを接続し直してください。 
接続し直しても画面が表示されない場合は、©へ進みます。 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、『次の場所を 
含める』のみをチェックして次のように入力し、『次へ』をクリックします。 


※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください。 

※ WindowsXP Professional x 64 Edition をご使用の場合は、 「 D :¥ D 「 ive 「 s ¥ WinXPx 64」 と 
入力します。 


技索とインストル®オプションを S んでく £さい。 


H 


® 次の塌所で•最適のドライノ传検索サる@ 

ポックスを|っ.て、リムーパブルメディアや□一カルパスから検索できま言。検索された最適のドラ 



□ツビへ CD-ROM など〉を検索 〈M〉 

I 

1 [D：¥Drivers¥WinXPj 

1 ~ _ 


〇 検索しないで、インスト'-ルオ5ドライノ传逞択吉る必 

ら卜&パを通折するには、このオブシヨンを還 0 ‘ます。通折されたドライパは、ハ'-ドウ J アに最適のもの 


rt [ 


|[ キャンセル | 


ファイルのコピーが開始されます。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinXP 



このウィザードで•は、 ' Am - ドウ::アに必要な v フトウIア奄インストルしまず 
OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB2 


CD またはフ [19 ビーデイ 


这奴偽 職屈歡縱 


インストル方法を逞んでください。 


I 置または特定の堞所からインストル*#る餓 IB 嘲] 

続行するには、 D 欠ぺ]をクリックしてください。 


) 欠へ¢0〉 ]( キャンセル ) 


ードウ: t アの枝出ウイザー 


新しい八ードウIア©検出ウィザード 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 



次のハードウ： E ア①'刀トウIア①インストールが完了しま Ufe 
OKI MICROLINE 6300 FB 2 


る 


院了]をクリックするとウイザードを閉はす。 


「く戻純〉 


Jpwd) 


❼『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セツトアップは完了 
となります。 


® 『その他のデバイス』が表示されない場合は、『表示』メニューの『非表示のデ 
バイスの表示』を選択し、『プリンタ』の『〇 Kl DATA CORPOKI MICROLINE 
63〇 0 FB 2』 をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 


鸟デバイスマネー: rTIfnl ® 


^ ® s 


©『新しいハードウ I アの検索ウイザードの完了』画面で『完了』をクリックします。 



新し (AA - ドウェア®検索ウイザードの完了 


❿『その他のデバイス』の 『OKI DATA CORPOKI MICROLINE 6300 FB 2 J をマ 
ウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 


『新しいハードウエアの検索ウィザードの開始』画面が表示 
されない場合 

© 『スタート』一『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパ 
ティ』を選択します。 

❾『ハードウエア』タブの『デバイスマネージヤ』をクリックします。 


©『デバイスの削除の確認』画面で roKj をクリックし、『デバイスマネージャ』を 
閉じます。 

® 『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 

® Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウィザード』開始画面から 
再セツトアップします。 



全股コンピュ巧名 p トドウ I ア1 


E システム伽复元自助更新リモート 


p デバイスマネ'-ジゃ 一 ~ 

T；W スマネージゃは、コンビュータにインストルされている寸べてのハード 
ウ：[アデノ W スを表示します。デバイスマネージゃを使って、各デノ W スのブ 
□パティを変更できま寸。 


([...... デ mu ® 11 

「ドライパ—— 

K7V ドラ心;の基名を使うと、インスト'*ルされているドライパの Windows との互 
換性を確恧できます。ドライバ取得のた «) に Windows Update へ接続する 
方;去を Windows Update を使って設定で•きます0 


Windows Update QA/) 


「ハ'- ドウ I アブ□ファイル—— 

_結織:イル嫩、別のハ，洲梅成を設定し、格納 


匚 ハードウ I アブ〇フ w ル ] 


II キャンセル | 適用 1 : △:) J 


ファイルの棟作込）_ へルプ (H) 


m m j _デパイス熥類刖 )(£> 
— 1 — 11 デパイス（接梡 


申... 这 DVD/CD-W リリース 通類 g 卿 
B Q IDE ATA/A] リリース (招銪 gij) ふ） 

USB _ 

由■.技キ-ポ-ド | ぁ偏似 餌 ►難 

y コンビュ-却一 

サウンド、味 


i 9 システムデバイス 
由分ディスクドライブ 
& § ディスブレィァタブ$ 

由|彎ネットワークアタブタ 
由4ブラヴアンドブレイではないドライパ 

一 ‘ 七、上_ 


J OKI DATA CORPOKI MICROLINE 6300FB^ 

由. Q フ□ツビ-ディスクコント□-ラ 
囪41フ□ツビーディスクドライブ 
m 3 ポート (COM と LPT) 

由'^マウスとそのほか(〇ポインティ:^デバイス 
由… s モニク 
由^記悄域ボリ; L- ム 


レガシデパイスと則除されたデパ- 
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Windows 2000環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 

f 、 X • セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし、 Windows 2000 を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun.exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD-ROM ドライプが Q ; 
の場合） 


OKI 


PRINTING SOLUTIONS 


Reade 咖叙ものとする〉およびドキュメガうョソ J 株式会社沖デ4似下、衝 i 处〇う〉が提併す5もので•す。ブ的ラ Afe よびドキュメ/-ショレ 
ブ□グラムをインストルした時点で、お客様は、沖デ'-夕との間で•本契約が成立し、本契約条項の拘束を受け5ことに同意したものと見なされます0 
ブリンタドライバ (Windows 95用、 Windows 98用、 Windows Me 用、 Windows NT4J0%.Windows 2000M, Windows XF^L Windo.'： : 

2003用、 Windows Vista 用〉、 OKI DPUS, Windows Me/98 用 USB ドライバ fc よ O’ 聞速する説明資料は、沖デー知'共するも①です。 

本リフ K?i アに対応す5沖デブリン妓所有す挪合に限り、当該ブリン切こ直播软はネットワー炖通じて格続される推数のコンビュー匆 

_ fef 鲫零■戀■儘 .，、 H 

盛驩；》鱗,叛彘溫碰雜臓ません。 

⑵ぉ客様 (i? 本'刀トゥその複製、物を全て破菜ぉょ d 消るこ§こょり、本契約を解除サ5ことができます。 

⑶お客様が本契約の粂件に遣反した垠合には、沖デ-夕は、お客様に?礼てライセンス契約の解除を行うことがあります。この様な' a? 除が行われた椒 

憑 iW -觀息?郝フす卜■湖法!^^^ ■ 

氏 同 S す： 


©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OKI 


P ライパのインストール1 



み 

52 プリンタの登篇 

辦す雜ァ擺 P 


©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示したら、『ローカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


プリンタの接続方法を以下か6逞択してください。 


マ BEM 2! 221 

ブリンタは、ノ、•ラレルボートか USB ボートに接続する予定で®る。 


" ネットワークプリンタ 

ゴリン5は、ネットワークケーブルか他のコンビュータIこ接続され 
ている。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


■ | 


ヘルプ J 


Windows2000 環境で使用します 


47 















































OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


者微 iSV 趨啟族 t ( 


兮卜 (LPTOt 0 ft あています。もし、 USB ケ-ブル奄使っ 


く戻る®【「次へ⑽> ]j キャンセル| ヘルプ 1 


©『ケープルの接続』の画面が表示したら、ステップ1、ステップ2の指示に従い 
ます。 

(ケープルを接続する際には、パラレルインターフェースケープルが同時接続さ 
れていないことをご確認ください。） 




次の_:従って、棟作してく技 U 

ステ9ブ1:カン知電源 fliOFFU： なってい5ことを確認して、コンビ: I-St 招続しま 
. ステ》力：カン$の電源を ON にします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


プリン⑽つながっているポートを逞折してください。 



3 USB 接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 


©『ポートの選択』の画面が表示したら、 rusBj を選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 


❾『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



Windows2000 環境で使用します 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 



プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの検出 
ウイザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕の管理者の権限） をもったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


❶プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 


© Windows 2000 を起動します。 

すでに Windows 2000が起動している場合は、再起動してください。 


©『新しいハードウェアの検索ウイザードの開始』画面が表示されるので、『次 
へ』をクリックします。 

※『新しいハードウェアの検索ウイザードの開始』画面が表示されない場合は、 USB イン 
タフェースケープルを接続し直してください。接続し直しても画面が表示されない場合 
は、©へ進みます。 



©『デバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』をクリック 
します。 


©『場所を指定』のみをチェックして、『次へ』をクリックします。 


©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプへセツトし、「製造元の 
ファイルのコピー元:」に次のように入力して、『〇 K 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 2 k 


※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください。 



©『ドライバファイルの検索』画面で『次へ』をクリックします。 

ファイルのコピーが開始されます。 

© 『新しいハードウ I アの検索ウイザードの完了』画面で、『完了』をクリックします。 



❾『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セツトアップは完了とな 
ります。 




J ファイル (£> 編集 <£) 表示祕匯3 

1 黎 

ブリンタの 追加 丨 • ••••••• m 一” ) 

IMICROLINE! 
j 6300FB2 ! 


2 個の オプジ I クト 



I 


〇 
0 
環 
i 竟 
で 
使 
用 
し 
ま 
す 
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®『 その他のデバイス』の『不明なデバイス』をマウスの右ボタンでクリックして、 
『削除』を選択します。 


©『デバイスの削除の確認』画面で roKj をクリックし、『デバイスマネージャ』を 
閉じます。 

©『システムのプロパティ』画面で 『 OK 』 をクリックします。 

® Windows を再起動し、『新しいハードウエアの検出ウイザード』画面から再セツ 
トアップします。 



『新しいハードウエアの検索ウィザードの開始』画面が表示 
されない場合 

❿『マイコンピユータ』をマウスの右ボタンでクリツクし、『プロパティ』を選択し 
ます。 

©『ハードウェア』タブの『デバイスマネージヤ』をクリックします。 


® 『その他のデバイス』に『不明なデバイス』が表示されない場合は、『表示』メ 
ニューの『非表示のデバイスの表示』を選択し、『プリンタ』の『不明なデバイス』 
をマウスの右ボタンでクリックして、『削除』を選択します。 





f 荣作 (△) 表示 ( y ) ]J 4- 寸丨 _ 13 


^\im 


■ -inlxl 


C •デパイス mmm 
Sxr デバイス（接続別) M 

由..邊产 

Ifp 




? ネットワ hj アダプタ 
> ブラアンドブレイではな 0 ドライバ 


不明なデバィス J 

9フロッピーディスクドライブ 
7 ポート (COM と LPT) 

^マウスとそ®ほかのポインティンクデパイス 
穿モニタ 

3記悄域ボリューム 


3 


シデパイスと則除されたデ r 


ユ j 上 j 


全股丨ネットワ-ク ID 八-ドウIア|ュ-ザーブ□ファイル|詳細| 


「ハードウ:[アウィザードー 




ハイウ I アウイザ-ド ( ax . 


星 驗»飄奮遞 


□パティを変更できま寸。 
ドライパの罢名迄)... 


^[： . .. .デバイス IJ 


「ハードウェアブ□ファイルー 


• 織嫩ィル嫩、醜，越成を設定し、格納 
ハードウIアブロファイル(£〉...」 


| キゃンセル 


システムのプ□パテイ 


-邪表示のデパイスの表示幽 




SI 


ssti lr ilsll 

■• El --.: 田：•田.••田•.•田：•田：.田.由：白 •！， 


::•••田...田•.•田•由•由.：田•由：.田 
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WindowsMe 環境で使用します 


[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

n プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
スト-ルできません。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してください。 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの追加 
ウィザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB 2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの追加ウィザード』が表示されたら、『ドライバの場所を 

指定する（詳しい知識のある方向け)』を選択して、『次へ』をクリックします。 

※『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されない場合は、 USB インタフェー 
スケーブルを接続し直してください。接続し直しても画面が表示されない場合は、 ® へ 
進みます。 



次の新しい八'-ドウ:[アが見つかりました： 
OKI MICRLINE 6300FB2 


)\- ドウ： E アをサポートしているVフトウ: E アを自勒的に検索して、インス 
トールで•きます。八ードウIア(こ付届のインストルメディアがある埸合 
は、そのメディアを挿入して、 DJA] をクリックしてください。 

ォブションを逞択してく妓い。 

r 適切なドライパを自動)的に検索する（推奨)⑧ 

^朽イ7如堞附指定朽辭 U 内威•跡る方向⑴⑤| 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 






更新されたドライパをドライパデ— S ベース te よ U 以下で指定された垠 
所で検索します。 

• 現>在使用してい5ドライパよ >3通したドライ他検索する mm 


iw 検索塌所の指定(ひ 

v 

1 |D：¥Usb Driver 

4 


1ドライ心賊示し、イ 


く戻が旦 ）II :*へ> |1 キャンセル」 


© USB ドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 


墨 

%孝 


デパイス用のドライバファイルの検索： 

Oki USB Driver 

■ス記■源鐵®諮 1 

ドライパのぁる塌所 • 

I 〇1 D：¥USBDRT7¥OPUSBCLO.INF 


JH ''私、 丨) 


キャンセル J 


©『インストールが完了しました』で、『完了』をクリックします。 
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USB 接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 


❼再度『新しいハードウエアの追加ウィザード』が表示されるので、『ドライバの場 
所を指定する(詳しい知識のある方向け)』を選択して、『次へ』をクリックします。 



ン欠の新しい八-ドウ：[アが見つかりました： 

OKI MICROLINE 630 OF 日2 

ドウ: E アをサポートしている V フトウ:[アを自勒的に検索して、インス 
卜ールで•きます。八ードウ I ア(こ付届のインストルメディアがある埸合 
は、そ©メディアを挿入して、 MA ] をクリックしてく粒い。 

ォブション奄逞折してく妓い 0 

r 適切なドライパを自勒的に検索する（推奨〉 ( a ) 

ドラ心別即拘陡冇■ノ利。卽拉方问 ( WS 、 


く戻る(旦 ）(£ 次へ〉 


©プリンタソフトウェア CD-ROM が CD-ROM ドライプへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチIックし、次のように入力して、『次へ』をク 
リックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥WinMe 



( f 使用中のデパイスに最通なドライパを検索する（推奨） 

□ツビへ CD - ROM など)(¢4〉 

Z ] _ 参照® _ 


| L 次へ > コ|二 


❾『デバイス用のドライバファイルの検索』と表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 


デパイス用のドライパファイルの検索： 
OKI MICRO LINE 6300 FB 2 



このデ/ S イス(こ最適なドラ W S をインストルする準備がで’きました 。 SII 
のドライパを逞折対には、展る]をグ)'>礼てください。続け5には、 [ 
法へ]初リ妁してく技ぃ。 

ドライパのあ2> 獅： 

上。う D ：¥ DRIVERS ¥ WINME !|! OEMSETUP.INF 


一く戻る® £]； :欠へ> キやンセル」 


❿『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 

S 鱗歡職纖し纖严ださ 



f ブリン$名®: 1 

1 

1 | W ：< ISIM ； WHglJr ^ IiIi ] J=MI 1 

1 


<戻 5 ( 旦> ;欠へ〉 


©テストぺージを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


印字テストを行いま t か？ 

| P EDI 翻 1 

I r ぃぃぇ⑽ 



<戻 S ® t 完了 ]1 キャンセル」 


©『完了』をクリックします。 



OKI MICROLINE 6300 FB 2 


新 U V トドウ I アのインストルが完了しました。 


<戻る⑥|〇 . wr . 


windowsMe 環境で使用します 


52 




















































































® @ © © ® @ 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


-Ini x | 

ファイル© 集©表示祕 

»im 

和戻る ▼ 4 S 敛検索 

» 

アドレス ( fi ) Tm 二]汐移勒 

1 _ 


ブリンタの追加！ OKI 

IMICROLINE! 

! 6300 FB 2 i 


個のォブジ1外~ 

ふ 


『新しいハードウ I アの追加ウィザード』画面が表示されな 
い場合 

©『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパティ』を選択 
します。 

® 『デバイスマネージャ』タブを開きます。 

©『その他のデバイス』で [OKI MICROLINE 6300FB2J を選択し、『プロパティ』 
をクリックします。 

全股 デ パイスマネージ V | トドウ I アブ□ファイル I パフォ-マンス I 
{T 種類 別に表示0? r 接続則に表示 


5 コンピュータ 
i CD-ROM 
SCSI コント□う 
キーボード 

a ®, サウンド、 if デオ、杉よ〇ゲームのコントローラ 
?その他®デバイス | 

由 唇 ディスブレィ 7物 
田®ネ外ワ-クアタカ 
甶 S ハードディスクコント□-ラ 
由‘巷フ□ッビ'*ディスクコント□'■•ラ 
m 3 ボート (COM と LPT ) 

田… h マウス 


ブ□パティ®」| _更新 ( E ) 」 


則除 (£) 


_ BI 

印刷 (. N )... 」 


©『ドライバの再インストール』をクリックします。 

全股丨ドライバ| 


^JxJ 


OKI MICRLINE 6300 FB2 

デパイスの種類： その他のデパイス 

製适元： 指定なし 

八ードウ： t ア©パージョン：報なし 


「デバイスの状態 

このデ/ W ス用®ドライ/似インスト 
再度インストルオるには' [ドライパ< 
さい。 

をぬ 2 し 8 わ 

t :ド テ17:の再イバト-ル$| 

「この/トドウ： t アブ□ファイルで使用不可にする必 

W すべて©八ードウ I アブ□ファイルで•使用する(£〉 


OK | キャンセル 


❿『デバイスドライバの更新ウィザード』画面が表示されたら、『ドライバの場所を 
指定する(詳しい知識のある方向け)』を選択し、『次へ』をクリックします。 


次のデパイス用の更新されたドライパを検索します： 

OKI MICRLINE 6300 FB 2 

更新されたドライパを自勅的に検索して、現在使用されているドライ 
パと匿き換えることがで•きます。また、ほかのドライバを指定することもで 
きま，。 

ォブションを逞折して傲い0 
r 適切;^ライパを_的に検索す!》 (f|^)(A) 

兩.腦服指萣勝丽彌丽芳.尚.(爾1 



戻る®:*へ〉キャンセル」 
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©プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。' 
D:¥UsbDriver 


現在使用しているドライパより適したドライパを検索寸る（推奨〉 



If 検索場所の指定。： 

1 


1 |D：¥Usb Driver 


:| 


' 1 ドラ 偏 一齡表示し、心ストル 


I キャンセル ■ 


©USB ドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



デバイス用©ドライバファイル ( D 検索： 
Oki USB Driver 


展 S ] 的リ的してくださ U 続ける(こは、 [ 

ドライバ 0 D 


ドライパのある埸所： 

D:¥USBDRT7¥OPUSBCLO.INF 


<戻る ( B > ) 欠へ> | I キャンセル 


® 『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されたら、『ドライバの場 
所を指定する(詳しい知識のある方向け)』を選択し、『次へ』をクリックします。 



ン欠の新 UV トドウ: E アが見つかりました： 

OKI MICROLINE 6300 FB2 

ォブション碰折して游い。 
r 通切なドライバを自助6勺(こ検索する(推奨)(が 

朽イパ (D 駆姑指定朽制..1メ娜 T. 拉.方向 H: ■⑤> 


mm I] 


% プリンタソフトウェア CD-ROM が CD-ROM ドライブへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をク 
リックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥WinMe 



■■棚画 ■ 


► 使用中のデパイス(こ最適なドライパを検索する（推奨〉 



丨ビー、 CD-R( 

! 

|D ： ¥Drivers¥WinMe 1 



参照 ( B > | 


織 1 


ドライパの一覧を表示し、インストール 


次へ> |j 


® 『デバイス用のドライバファイルの検索』と表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 

©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 

©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 

% 『完了』をクリックします。 

® ドライバがインストールされたことを確認し、『完了』をクリックします。 

©『〇 ki USB Driver のプロパティ』画面で『閉じる』をクリックします。 
©『システムのプロパティ』画面で 『OK』 をクリックします。 

これでセットアップは終了です。 
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Windows98 環境で使用します 


[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

f 、 X- プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 

Vc *>/ ストールできません。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してください。 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの追加 
ウィザード』から行います。初めてプリンタドライバをセットアッ 
プするときは、『プリンタ』フォルダ内の『プリンタの追加』から 
はセットアップできません。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

❶プリンタの電源を roNj にします。 

※パラレルインタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ Windows98 を起動します。 

すでに Windows 98 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの追加ウィザード』が表示されたら、『次へ』をクリック 

します。 

※『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されない場合は、 USB インタフェー 
スケーブルを接続し直してください。接続し直しても画面が表示されない場合は、©へ 
進みます。 



〶 ® ㊣ 


©『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 




©プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライブへセットし、『検索場所の 
指定』のみにチェックして、次のように入力し、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD-ROM ドライプが Q; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 























































©USB ドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



次のデバイス用のドライバファイルを検索します 。: 


驗»灘麵灘 


i 〇 j D：¥USBDI 


iRn¥OPUSBCLO.INF 


< 戻る ® ) 欠へ > 」 1 キャンセル 


©『必要なソフトウェアがインストールされました』で、『完了』をクリックします。 



m \- ド Oi アデノ w スに必要なリフト Oi ア tf インストールされまし 


< 戻る®〉11]" 


©再度『新しいハードウエアの追加ウイザード』が表示されるので、『次へ』をクリツ 
クします。 


細 fiU 、 ドライパを検索しています： 
OKI MICRO LINE 6300FB2 


溫严、 


ハードウ I アデ ; W ス勵作するために必要な、ン 


<M2>(B) Ijj »\ > I キゃンセル 


3 USB 接続で Windows にセットアップします 


© 广、 (_uu 

vS 



) 〶 ® ㊣ 


©『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨)』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 



検索方法 5 逞折して傲い。 


使用中デ) 1 ;イス t 最適ナょドライ做検索狗(推奨〉. 


P 鱗翻 ? ISI ラ•脚しィンス 


中次へ〉コ I 


キ V 池レ」 


❿プリンタソフトウェア CD-ROM が CD-ROM ドライブへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』のみにチェックして、次のように入力し、『次へ』 
をクリックします。 



新しいドライパは、八ードドライブのドライパデ4ベースと、ン欠の逞択 
した埸所から検索されます。検索を閉始するには、 D 欠べ]をクリックし 

じフ□ッビ-ディ; W ドライブ® 

r CD-ROM ドライブ ◎ 

厂 Microsoft Windows Update(M) 


『 [7 検索場所の指定 ( ひ ] 

1 

1 |D ： ¥Drivers¥Win98 1 

1 

I 1 


lIl 次へ > jl 


キャンセル」 


©『次へ』をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D：¥Drivers¥Win98 
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© @ © © ® @ 


® 『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



(©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 





で•きます。 
印字テストを行いますか？ 


I ^ S1WS5II 
lroox(N) 


II - 

7 ||キャンセル| 

1 

J 


⑩ 


途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、 「OK」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、「〇 K」 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「OK」 をクリックします。） 


©『完了』をクリックします。 





OKI MICROLINE 6300FB2 


V トドウエアデノ S イスに必要なリフトウ I アがインスト'-ルされまし 


芫丁 1| 




©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります0 

1- IdTxI 

] >> 1 ^51 
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3 USB 接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 



『新しいハードウ I ァの追加ウィザード』画面が表示されな 
い場合 

©『マイコンピュータ』をマウスの右ボタンでクリックし、『プロパティ』を選択し 
ます。 

@『デバイスマネージャ』タブを開きます。 

©『その他のデバイス』で 『OKI MICROLINE 63◦〇 FB 2』 を選択し、『プロパティ』 
をクリックします。 



©『ドライバの再インストール』をクリックします。 


OKI MICROLINE 6300 FB のブロパティ 


全般丨ドラィパ| 

^ OKI MICROLINE 6300 FB 2 

デパイスの種類：その他©デバイス 
製适元： 指定なし 

ドウ： r ア 0 W トジョン：情報なし 
「デバイスの状態 




このデバイス用のドライパはインストールされていません （Code 28)。 


-デパイスの 使用 

r こ©ハ-ドウ I アブ□ファイルで 使用 不可にする ( q ) 
[7 t ベて ©ハードウ I ア プロ ファイルで •使用 t る (£> 


^やンセル 


©『デバイスドライバの更新ウイザード』画面が表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 


mm 



次®デパイスの更新されたドライパを検索します： 
OKI MICROLINE 6300 FB2 


觸严ハ咖備_麵，詹 
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© @ © © ® @ 


® 『現在使用しているドライバよりさらに適したドライバを検索する（推奨)』を選 
択し、『次へ』をクリックします。 



検索方法を逞択してください。 


租 crt 珞 F 5 T パ; k ざら通 debt パ吞梭索司 


、 ra 觀? isr •脚し、心ス 


<戻る®次へ 〉II キやンセル 


©プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D:¥UsbDriver 


WiSfcMifeSMf 編 iWiiaiJ 


■ 



纖纖■ィ薦 SI 

「フロ 9ピ-ディスクドライブ© 
r CD-ROM ドライブ (e> 


fF 検索場所の指定 (u: 1 


1 |D：¥Usb Driver 



<戻5(旦）I_次へ〉 I! キゃンセル」 


©USB ドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



次のデパイス用のドライバファイルを検索します。： 
Oki USB Driver 


このテフ S イスに最適なドライバをインストールする準備がで•きました。別 
のドライパを逞択するには、涙る]を5リックしてく?:さい。じ欠へ]を W 
ッ娜と続行します。 

ドライパの 

邊 1 


ドライパのある塌所： 

| D：¥USBDRT7¥OPUSBCLO.INF 


' コ ♦ 


©『インストールが完了しました』で、『完了』をクリックします。 

@ 『Oki USB Driver プロパティ』画面で『閉じる』をクリックします。 





分 


新しい A ー ドウIアデ j *:ィス(;;必要なリフトウ；:アがインストルされまし 


< m(B) iTr; 茺了 )1 キゃンセル」 


@『新しいハードウェアの追加ウィザード』画面が表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 



次の新しいドライパを検索しています： 
OKI MICRLINE 6300FB2 




ハードウェアデバイスが勒作寸るために必要なV 


匚：欠へ> II— キャンセル」 


©『使用中のデバイスに最適なプリンタドライバを検索する(推奨)』を選択し、『次 
へ』をクリックします。 



検索方法を逞折してく«さ〇。 


1(?使用中デ) 1 ;イスに最適紗ライ做検索狗(推奨> ♦ 

r ra 翻?パの一獅し、インス 


_<戻る@ |_[;欠へ〉」キゃンセル| 
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USB 接続で Windows にセットアップします 


© ，□口、 / \ 


m プリンタソフトウェア CD-R 〇 M が CD-ROM ドライプへセットされていること 
を確認し、『検索場所の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』を 
クリックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D：¥Drivers¥Win98 



K 論?れ t す?編編微獅 

て游い。 


「ディスクドライブ© 
r CD - ROM ドライブ (Q) 

「 Microsoft Windows UpdateM 


検索場所の指定 (L): | 


1 |D：¥Drivers¥Win98 1 

~3 


©『次のデバイス用のドライバファイルを検索します』と表示されたら、『次へ』を 
クリックします。 

颂『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 

©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、「〇 K」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブが以の場合）と入 
力し、 「OK」 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、「〇 K」 をクリックします。） 

m 『完了』をクリックします。 

©『システムのプロパティ』画面で 『OK』 をクリックします。 

これでセットアップは終了です。 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 


パラレル接続でホストコンピュータに接続します . 62 

動作環境 . 63 

Windows Vista 環境で使用します . 64 

WindowsServer 2003 環境で使用します . 73 

WindowsXP 環境で使用します . 77 

Windows 2000環境で使用します . 81 

WindowsMe 環境で使用します . 86 

Windows 98 環境で使用します . 90 

Windows 95 環境で使用します . 95 

WindowsNT 4.0 環境で使用します . 101 




















4 パラレル接続で Windows にセットアップします 



パラレル接続でホストコンピュータに接続します 



パ 

レ 

ノレ 

接 

続 

で 

ホ 

ス 


I 

夕 

に 

接 

続 


f 


パラレルインタフェースケーブルは、ホストコンピュータによって異なります。そ 
れぞれのホストコンピュータに合わせて EEE std 1284-1994準拠の双方向パラレ 
ルケープルをお使いください。 

パラレルインタ フェー スの信号線ピン配列は、「パラレルインタ フェー ス仕様」（応 
用編）をご覧ください。 




USB インタフエースケーブルやイーサネットケーブルが同時接続さ 
れていないことを ご 確認く ださい。 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。コンピュータ側の電源 
’ スイッチも 「 OFF 」 にします。 



〇パラレルインタフエースケーブルを接続します。 

し ケーブルが外れないようにプリンタ側の止め金具で固定します。 



コンピュータにパラレルインタフエースケーブルを接続し 

口ます。 

詳しくは、コンピュータのマニュアルをご覧ください。 
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動作環境 


プリンタの設定 


印刷する場合、プリンタのメニュー設定内容は、工場出荷時の値に戻してください。 
他の値を使用していると、思いどおりの印字結果を得られません。 

「設定を初期化します」 （148 ページ） を参照してください。 

プリンタドライバの動作環境 
Windows Vista の場合 

Windows Vista 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

WindowsServer 2003の場合 

WindowsServer 2003/2〇〇 3( x 64 版）日本語版の動作するコンピュータ 
IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

WindowsXP の場合 

WindowsXP / XP ( x 64 版）日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98 -NX ( PC -9821 を除く）で双方向パラレルインタ 

フェースを搭載している機種 

Windows 2000の場合 

Windows 2000 日本語版の動作するコンビュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

WindowsMe の場合 

WindowsMe 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

Windows98 の場合 

Windows 98 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタ 
フエースを搭載している機種 


Windows95 の場合 

Windows 95 日本語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

WindowsNT4.0 の場合 

Windows NT Server 4.0 日本語版もしくは WindowsNT Workstation 4.0 日本 
語版の動作するコンピュータ 

IBM PC / AT 互換機、 PC 98- NX 、 PC 9821 シリーズで双方向パラレルインタ 
フェースを搭載している機種 

※特に記載がない場合は 、 Windows Vista と WindowsServer 2003と 
WindowsXP には 64 bit 版も含みます。 


© 


日本語版以外の〇 S には対応していません。 


プリンタドライバのセットアップ 

Windows Vista/Server 2003 /XP/ 2000 /NT4.0 では、 Administrator の 
権限（コンピュータの管理者の権限）が必要です。 

• Windows95 のパージョンによってセットアップ手順、画面表示な 
どが異なります。 Windows95 のバージョンは「マイコンピュータ」 
アイコンを右ボタンでクリックし、「プロパティ」を選択すると表示 
されます。バージョンを確認の上、セットアップを行ってください。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M の Readme.txt には、プリンタド 
ライバに関する補足情報および最新情報が記載されていますので、 
必ずお読みください。 

セットアップには次のものを用意してください。 

• プリンタソフトウェア CD-ROM (プリンタに添付されていたもの） 

• Windows 95 日本語版オペレーションシステム ( CD - R 〇 M もしくはフロッピー 
ディスク） ( Windows 95 をご使用の方のみ） 

• WindowsNT Server 4.0 日本語版もしくは Windows NT Workstation 4.0 日本語 
版オペレーティングシステム ( CD - ROM ) ( WindowsNT 4.0 をご使用の方のみ） 
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[インストーラを使用してセットアップを行います] 

• セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンビュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージョンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷コンピュータの電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

❸パラレルインターフェースケーブルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 
©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©しばらくすると、『自動再生』の画面が表示されますので、 『 Autorun . exe の実 
行』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-R 〇 M ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD:¥Autorun.exeJ をタブルクリックしてください。 (CD-ROM ドライブが Q; 
の場合） 



©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されますので、『続行』をクリックし 
ます。 


ユーザーアカウント制御 @ 



©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 



4パラレル接続で Windows にセットアップします 


® ® S 
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©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 




❾『□一カル/ネットワーク』の画面が表示したら、『口ーカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


□一カノレ/ネツトフーク 


m 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリンタの接続方法を以下から逞択してください。 


p* n-M 

I ブリン占 


wim I 

'夕は、パラレルポートか USB ポートに接続する予定で•ある 。I 


^ネットワ〜クカンタ 

ブリンタは、ネタトワケづ^卩か他の]ンピュ4に掊続されている。 


乾, 1 :旦看 ■ 次へ⑻〉」キゃンセル」ヘルブ 


©『ポートの選択』の画面が表示したら、 『 LPT 1 J 選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 


回 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


ブリン⑽つながっているポートを逞択してください。 




□一カルポート 
Universal Serial Bi 
ローカルポート 


魷 W 織党縷^ 隱娜遽 す。 6 し、 卿 ㈣ 棚つ 


<戻る(拜 [ 


一へルブ| 


® 『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリン 
夕名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』ボタンをクリックし、『プリンタ 
の設定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 


プリンタ名の入力 ^ 

I 「名リン键ル釣で表示され5ブリン$名を変更，5埭合は、「ブリン姑®変更」棚 
. 「通常使うブリン $ J ( C 設定す5埸合は、チ I 妁ポ鑛こチ》5柳サて微い。 


OKF 

PRINTING SOLUTIONS 


プリン ii 名の変更_ I ] 


<戻5(ィ [ 次へ ( ij )> ] J キ心セル | ヘルブ 1 


プリンタの設定 


BI 


「プリン5フォルダ」で表示される名前を設定できます。 


foia 


MICROLINE 6300FB2 


和ンセル | 
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® 『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



© プリンタの電源を〇 N にします。 


[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

•セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

® プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインターフェースケープルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

©プリンタの電源を〇 N にします。 

❹コンピュータ電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『新しいハードウェアが見つかりました』の画面が表示されますので、『ドライ 
バソフトウェアを検索してインストールします（推奨)』を選択します。 
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©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』ボタンをクリック 
します。 


ユーザー アカウント制御 


I 綾行 T るにはあなたの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である場合は、擦斤してください • 

デパイスドライパソフトウェアのインストール 


(X)翻 ( D ) 


槪 ( C ) 


キヤンセル 


ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます。 


❼ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 63 〇〇 FB 2 のドライバソフトウェアをオン 
ラインで検索しますが』の画面が表示された場合は、『オンラインで検索しませ 
ん』を選択します。 



❽ 『OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 に付属のディスクを挿入してく 
ださい』の画面が表示されますので、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - 
ROM ドライプにセツトします。 


Q j 


新しい八ードウエアの検出 


3 DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 


a MICROLINE 6300FB2 に付居のディスクを插入してください 


^ ディスクはありません。他の方法を試します⑴ 


❾『下の一覧からハードウェアに最適なソフトウェアを選んでください』の画面が 
表示されますので 、 『OKI MICROLINE 6300 FB 2 1 .0.0.0 OKI d :¥ drivers ¥ vista ¥ 
…』を選択して『次へ』をクリックします。 ( CD - ROM ドライプが Q ; の場合） 

※ 64 bit 版をご使用の場合は 、 『OKI MICROLINE 6300 FB 2 1 .0.0.0 OKI 
d :¥ d 「 ive 「 s ¥ vista 64¥ …』を選択します。 


C3 1新しいハードウェアの検出- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 

下の一頁から 八 ードウェアに最適なソフトウェアを運んでください • 

OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 




_ ノ（ージヨン I 
S^OKI MICROUNE 6300FB2 1.0.0.0 < 
S^OKI MICROUNE 6300FB2 1.0.0.0 < 


d: ¥drivers¥winxp¥oemprinl 
d:¥drivers¥win2k¥oemprin1 M 


<1 MICROLINE 6300 FB2 不明 


d:5ftirivers¥winme5toemset I 


-このドライパはデジタノレ署名されています。 


』[ 次， 〕 卜 
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©『 このデバイス用のソフトウェアは正常にインストールされました』の画面が 
表示され、インストールが終了します。『閉じる』ボタンをクリックします。 


(S〆) fl 新しし、ハードウェアの検出 -OKI MICROUNE 6300 FB2 

このデパイス用のソフトウェアは正常にインストールされました • 

このデパイスのドライパソフトウェアのインストー終了しました： 


回 




OKI MICROUNE 6300FB2 


『新しいハードウエアが見つかりました』の画面が表示されない場合 

©『スタート』-『コントロールパネル』-『システムとメンテナンス』-『システム』 

-『デバイスマネージャ』をクリックします。 


コント□ールパネル ► システム 



▼ T — n 検乘 


コンピュータの基本的な情報の表示 
Windows Edition 


Windows Vista™ Ultimate 

Copyright © 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved. 




©『ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』ボタンをクリック 
します。 


ユーザー アカウント制御 


1 続行するにはあなだの許可が必要です 


あなたが閎始した提作である場合は、耪行してください • 


曝 


Microsoft 管理コンソール 
Microsoft Windows 


⑨雜⑼ 


榜行 ( C ) 




ユーザーアカウント制御は、あなたの許可なくコンピュータに変更が適用 
されるのを防ぎます= 
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® 『ほがのデバイス』の [OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 J をマウ 
スの右ボタンでクリックして、『ドライバソフトウェアの更新』を選択します。 



©『どのような方法でドライバソフトウェアを更新しますが』の画面で、『コン 
ピュータを参照してドライバソフトウェアを検索します』をクリックします。 

' m 

血ドライパソフトウェアの更新- OKI DATA CORP OKI MICROUNE 6300 FB2 

どのような方法でドライ パ Vフトウェアを検索しますか？ 


4 目動的に更新されたドライパソフトウェアを検索します (a 

コンピュータとインターネツトでデパイス用の最新のドライパソフトウェアを 
検索します， 


♦ コンピュータを参展してドライパソフトウェアを検索します(区） 
ドライパソフトウェアを手動で検索してインストールします • 





® 『コンピュータ上のドライバソフトウェアを参照します』の画面が表示されま 
すので、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセットします。 
その後、テキストボックスに次のように入力し、『次へ』をクリックします。 

ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥Vista 

※ CD - ROM をセットした後、『自動再生』画面が表示されたら『 X 』をクリックして閉じ 
てください。 

※已イ阶版をご使用の場合は、 『 D :¥ D 「 ive 「 s ¥ Vista 64』 と入力します。 
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©『ドライバソフトウェアが正常に更新されました』の画面が表示され、インス 
卜ールが終了します。『閉じる』ボタンをクリックします。 



[「プリンタのインストール」からセットアップを行います] 

•セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインター フェースケー プルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータ電源を〇 N にし 、 Windows Vista を起動します。 

©『スタート』-『コント□—ルパネル』-『プリンタ』をクリックします。 
©『プリンタのインストール』をクリックします。 
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©『口ーカルプリンタまたはネットワークプリンタの選択』の画面で『□ーカルプ 
リンタを追加します』をクリックします。 


m 

© #プリンタの追加！ 


□一カルプリンタまたはネットワークプリンタの選択 



4 □一カルプリンタを追加します (L) 

USB プリンタがなし鴻合のみこのオプションを使用してください • (USB プリンタはプラグイ 
ンされたときに自動的にインストールされます •） 



令 ネツトワーク、ワイヤレスまたは Bluetooth プリンタを追加します(巡） 

コンピュータがネットワークに接接されているか、または Bluetooth プリンタかワイヤレスプ 
リンタがオンになつていることを確認してください。 


r 次 ，1 u ヤ ^ 


©プリンタポートの選択』の画面で 『 LPT 1: (プリンタポート）』を選択し、『次 
へ』ボタンをクリックします。 


m 

0 m プリンタの追加 

プリンタポートの暹択 

ブリンタポートによって:X/ビュー郷ブリンタと牾報を交換でき5ようになります。 


# 既存のポートを使用 ( y > 
©新しいポートの作成(〇): 

ポ'■卜の種類： 



( 次へ⑻ 


©『プリンタドライバのインス!ル』の画面が表示されますので、『ディスク使 
用』ボタンをクリックします。 



〶 ® ㊣ 


©『フロッピーディスクからインストール』の画面が表示されますので、プリンタソフト 
ウェア O > R 0 M を CQR 0 M ドライプにセットします。 

その後、テキストボックスに次のように入力し、 rcxj をクリックします。 


※ CD-ROM をセットした後、『自動再生』の画面が表示されたら「 X 」をクリックして閉 
じてください。 

※ 64 bit 版をご使用の場合は、 「 D :¥ D 「 ive 「 s ¥ Vista 64」 と入力します。 



ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥Vista 
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©『プリンタドライバ』の画面で 『OKI MICROLINE 6300 FB 2 J を選択し、『次 
へ』ボタンをクリックします。 


プリンタの追 SD 

プリンタドライパのインストール 

. 臟總■織離魏總彌蟲微 



® 『プリンタ名を入力してください』の画面ではプリンタ名を変更することができ 
ます。プリンタ名を変更したい場合は、新しいプリンタ名を入力してください。 
設定後は『次へ』をクリックします。 



©ユーザーアカウント制御』の画面が表示されたら、『続行』ボタンをクリックし 
ます。 



®『OKI MICROLINE 6300 FB 2 が正しく追加されました』の画面が表示されたら、 
『完了』ボタンをクリックします。 

テストべージを印刷したい場合は、『完了』ボタンをクリックする前に『テスト 
ページの印刷』ボタンをクリックします。 



©プリンタの電源を〇 N にします。 
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WindowsServer 2003環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 

X. X • セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインターフェースケープルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし、 WindowsServer 2003 を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライプにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun . exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD - ROM ドライプが Q ; 
の場合） 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 

IBB 


〈以下、沖デ-处〇う〉拥 S 併す热のです。ブ d ヴラ此よびドキュメンテーンョ:! 
が啦し本契約条項©拘束を受け set に同意 Ufe ⑽と見なされます。 

カン乞ドラ ^〈Windows 95版 Windows 98用 、 Windows Me 用 、 Windows NT 4.0 用 、 Windows 2000用 、 Windows XP 版 Windows Server 
2003用 、 Windows Vista 用 〉、 OKI DIPUS、Windows Me /98 用 USB ドテ f パおよび閎速言る説明資料は、沖データが揲稱するものです。 

ぉ客様は、本リフトウIアに?す応する沖データプリンタを所有する埸合に限り、当該ブリン切こ直格^はネットワー典通じて招続され玢复数のコンピュー匆 

本ゾフトゥ I ァ SI )? ①袪製物の箬作榷、版推、所有推は沖デ-夕また比中デ-如ラィセンサ H 加ます。宇リフトゥ洲構成綱、コ '-KiJ 
以逮血™除 m 太きません 。 "i 

防トゥ i ァに閎す_な綱牴付与されません。 

匪纖靈#1■纖■潑廳織す。こ薦嶋圖 

及び沖デ“夕©ライセンサ-は、本ソフトウIア(こ聞して、以下のことを含む一切の保!正を言るものではありません。 

; ： 'こ:..（二：- ■ 'とパ ' 二.'.-:I 生能また:ぺへと 

kx 同意しない 同意する 


©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 




プリンタの 登録 

淡链織營 


©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示したら、『口ーカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


ゴリンタの掊続方法を以下か 6 逞択してください。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


[> EEfficar2i I 

L ブリンタは、ノ行レルポートか USB ボートに接続する予定#る。 


" ネットワーガリンタ 

プリン 5 は、ネットワークケーブルか他のコンビュー匆こ接続され 
ている 0 


aacn ) > i \ キャンセル| ヘルプ| 
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©『ポートの選択』の画面が表示したら、 『 LPT 1:』 選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 



©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリン 
夕名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』ボタンをクリックし、『プリンタ 
の設定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 




©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



® プリンタの電源を〇 N にします。 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 


㉝ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウエアの 
検出ウィザード』から行います。パラレルインタフエースで 
WindowsServer 2003と接続する場合、『プリンタのインストール』 
では正しくセットアップできません。プリンタのインストールで 
セットアップすると、 WindowsServer 2003を起動するたびにプラ 
グアンドプレイでのセットアップ画面（新しいハードウエアの検 
出ウィザード）が表示されますので、必ずプラグアンドプレイで 
セットアップしてください。 

セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピユー 
夕の管理者の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB 2 プリンタドラ 
イバがセツトアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 
© パラレルインターフェースケープルを接続します。 

©プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❹ WindowsServer 2003 を起動します。 

すでに WindowsServer 2003が起動している場合は、再起動してください。 


©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示され、『ソフトウェ 
ア検索のため 、 Windows Update に接続しますか？』と表示されますので、『い 
いえ、今回は接続しません』をチェックし、『次へ』をクリックします。 

※この画面は WindowsServer 2003の Service Pack 適用状況により、表示されない場合 
があります。 


新しい八-ドウェアの検索ウィザ-ドの開始 

お、使いのコンビュータ、ハードウェアのインストル CD または Windows 
Update の Web サイトを検索して （2 —ザーの了解のもとに）現在のリフトウ 
: E アおよ U 更新されたゾ7トウエアを検索します。 



リフトウIア検索のため、 Windows Update に接続しますか？ 
r はい、今回のみ格続しま吉也 

時には毎回接続します (£) 

I いいえ、今回は接鐃しません 

:ください。 

If )WN)> ll 


続行す 5t(J、C 欠へ]蝴妁して傲い。 


©下画面が表示されるので、『一覧または特定の場所からインス!ルする』を 
チェックして、『次へ』をクリックします。 



このウィザードでは、 ' Am - ドウ: e アに必要なリフトウIアをインストルします： 
OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB2 


また tt フビーデイ 


^織縱齡说尸 


インストール方法を逞んでく技い。 


■ ^一覚または特定の場所からインストル寸る mm < s ) 1 


続行するには、 D 欠へ]初リックしてください。 


> で )WN)> || 


キャンセル^ 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 



©『次の場所で最適のドライバを検索する』を選択し、『リムーバブルメディア(フ 
□ッビー、 CD - R 〇 M など)を検索』のチェックを外します。 

『次の場所を含める』にチェックを付け、プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - 
ROM ドライプへセツトし、次のように入力して『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 2003 


※プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください。 

※ WindowsServer 2003 x 64 Editions をご使用の場合は、 「 D :¥ D 「 ivers ¥ Win 2003 x 64」 と入 
力します。 


技索とインスト'-ル©オプションを31んでくださ 


■ 


' 決®場所芒最適®防不/啓検繁 f S 銳 


次の塌所を含める(ぴノ 


泣□ッビへ 

3 L _ 

1031 


CD-ROM など〉を検索 (M〉 


™q #PS(R) | 


検索しないで•、インストルオるドライパを逞択ヽ 

5腿，_じ财ブション 


!tS(D) 

りヨンを逞びます。逞択されたドライパは、 A — ドウ:：アに最適のもの 


D »MN)> ij 


和ンセル」 


ファイルのコピーが開始されます。 

©『新しいハードウエアの検索ウイザードの完了』画面で、『完了』をクリックし 
ます。 



❾『プリンタと FAX 』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 
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WindowsXP 環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 

X * セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
V^V の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB 2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインターフェースケープルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を ON にし、 WindowsXP を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライプにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットしても何も表示されない 
場合は rD:¥Autorun.exeJ をタブルクリックしてください。 (CD-ROM ドライブが Q; 
の場合） 






OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


クラよびドキュメンテー;/ 


有在詫契約 

srb 余くも&：すキ;1メ：?# 一出巾デ4似下、沖デ^处〇う〉が提併す妹®です。ブ□クラ i 
プロクラムをインスト—ルした時点で、お客様は、沖データとの p 新:•本契約が成立 u 本契約条項の拘束を受けるひ(洞意した⑽と見なさ n* す。 

お客様は、本ソフトウIアに対応言る沖データブリンタ奄所有サる埸合に限り、当該ブリン切こ直格またはネットワークを通じて格続される棟数の]ンビ 1- 夕I 

i 魏顧 SSSI 1, 薦纖■謙離■す。こ娜嶋崎 

■，■鱗サ溫錯=通皿證；1切圈拠咖ません 


©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OK 夏 



©『口ーカル/ネットワーク』の画面が表示したら、『口ーカルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 




m 


I ゴリンタの接続方法を以下か6通折してください。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


♦ 口-力.:碰 I 

ゴリン5は、ノ、♦ラレルボートか USB ボートに接続する予定で • 


、ネットワーガリンタ 

プリンタは、ネットワークケープルか他のコンビュー匆こ接続され 
ている 0 


|| '/ 欠へ⑽ > "]1 キゃンセル | ヘルプ | 
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©『ポートの選択』の画面が表示したら、 『 LPT 1:』 選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 



©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリン 
夕名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』ボタンをクリックし、『プリンタ 
の設定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 



ブリンタの設定 



©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



® プリンタの電源を〇 N にします。 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 


❸ 


プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェアの検出 
ウィザード』から行います。パラレルインタフェースで WindowsXP 
と接続する場合、『プリンタのインストール』では正しくセットアッ 
プできません。プリンタのインストールでセットアップすると、 
WindowsXP を起動するたびにプラグアンドプレイでのセットアッ 
プ画面(新しいハードウェアの検出ウィザード）が表示されますの 
で、必ずプラグアンドプレイでセットアップしてください。 
セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンピユー 
夕の管理者の権限）をもったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセツトアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 
❷パラレルインターフェースケープルを接続します。 

©プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❹ WindowsXP を起動します。 

すでに WindowsXP が起動している場合は、再起動してください。 


©『新しいハードウェアの検索ウィザードの開始』画面が表示され、『ソフトウェ 
ア検索のため、 Windows Update に接続しますか？』と表示されますので、『い 
いえ、今回は接続しません』をチェックし、『次へ』をクリックします。 

※この画面は WindowsXP の Service Pack 適用状況により、表示されない場合があります。 



新しいバードウ I ァの検索ウィザードの開始 

fcfftVD コンビ： L 一夕、ハート〇1ァ0)インストール。 D trdt Windows 

、ソフトウエア検索のため、 Windows Update に掊続しますか？ 

〇 はい、今回のみ掊続します⑺ 

時には毎回招続します (£> 
v ©いいえ、今0は接•镜しません m | 

続行するには、 D 欠へ]初リックしてください。 


<戻 ■ 


ir > iV 


キゃンセル ] 


©下画面が起動するので、『一覧または特定の場所からインストールする』を選択 
し、『次へ』をクリックします。 


このウイザードでは、加トドウ: t アに必要なリフトウ: e ア奄インストルします 
OKI DATA CORP OKI MICROLINE 6300 FB 2 

这奴题狐温フロ，トディ 

インスト-ル方法奄遥んで游い。 

I - -K または持定の埃所ナ心.入-^ド：: i-i ■ ^ 

続行抑;:は、 D 欠へ]棚'：^してく斑、。 



匚 < 戻る®〉 


看 [ AMN)> ) 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 



©『次の場所で最適のドライバを検索する』を選択し、『リムーバブルメディア(フ 
□ッビー、 CD-R 〇 M など）を検索』のチェックを外します。 

『次の場所を含める』にチェックを付け、プリンタソフトウェア CD-ROM を 
CD-ROM ドライプへセツトし、次のように入力して『次へ』をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライプが Q; の場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥WinXP 


※プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください。 

※ WindowsXP Professional x64 Edition をご使用の場合は、 「D : ¥D「ive「s¥WinXPx64」 と 
入力します。 


枝索とインスト'-ルのオプションを S んでく技I、 


© 次の場所で最適®ドライパを検索寸る® 

T 凝 ry り 射^!て、リム'■パブルメディアや口ーカルパスから検索できます。検索された最適のドラ 
Das-tf-, CD-ROM IsiD 奄検索 (M> 


一^^ 

欠の塌所を含める 
[D：¥Drivers¥WinXP I 


匚 


□ 


〇 検索しないで、インスト-ルするドライ他通折する® 

1■、ら卜I他逞択狗には、こ®ォブションを通 0 ます。通掀耐ラ娜' ハ-ドゥIァに最通®も® 


匚 < 戻る®) 


か.汝へ.® r > ]|[ 


キゃンセル ] 


ファイルの コピーが 開始されます。 


❽『新しいハードウIアの検索ウイザードの完了』画面で、『完了』をクリックします。 


新しい八ードウエアの検索ウィザードの完了 


細、- ドウ:[アのリフトウIアのインストールが完了しました： 
OKI MICROLINE 6300FB2 



姿 


院了]をクリックするとヴ T ザ-ドを閉じま寸。 


❾『プリンタと FAX』 フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完 
了となります。 


ファイル® 編集® 表示秘お気に入り® ツール® ヘルブ41> 

Q 戻い Q 逢 梭索 杉:| 隨] ▼ 
アドレス® j 餐ブリン处 FAX 


q ブリンタのインストル 
な FAX のセツトア9ブ 


匿連項目 

g) 印刷のトラブルミ 
10 ) 印刷関連の AJ 


®| 


'シューティンク. 
i 連のへルブ 


v]E] 招 




OKI MICROLINE 6300FB2! 
0 

㈣. へ :：. 
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Windows 2000 環境で使用します 


[インストーラを使用してセットアップを行います] 

セットアップを行う際は、必ず Administrator 権限（コンピュータ 
の管理者の権限）を持ったアカウントでログオンしてください。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

❷パラレルインターフェースケーブルを接続します。 

※ USB インターフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❸コンピュータの電源を〇 N にし、 Windows2000 を起動します。 

©プリンタソフトウェア CD-ROM を CD-ROM ドライプにセットします。 

©『使用許諾契約』の画面が表示された場合は、契約内容をよくお読みになり、『同 
意する』をクリックします。 

※プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブにセットしても何も表示されない 
場合は rD :¥ Autorun.exeJ をタブルクリックしてください。 ( CD-ROM ドライプが Q ; 
の場合） 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


夕(以下、沖デ^■处〇う〉拥 s 併するものです。ブ⑽ラ從よびドキュメンテ'■シ; 
ブログラムをインストルした時点で、お客様は、沖デ'-级：《傾 r •本契約が成立 u 本契約粂項©拘束を受け set に同意 Ufe ⑽と見なされます。 

fe' 客様は、本リフトウIアに?す応する沖データプリンタを所有する埸合に限り、当該ブリン切こ直格^はネットワー典通じて招続され玢复数のコンピュー 
d •本リフトゥIァおょ u その袪製物の菩作梅、版榷、所有榷は沖データまたは沖デー知)ライセンサ h 加ます。本リ？トゥ洲構成> 編成、コード 


S' な綱牴付与されません。 


S 顯滅爆職，厭継■翻■屢德 m 。 こ娜嶋， 

及び沖データ©ライセンサーは、本ソフトウIア(こ聞して、以下のことを含む一切の保 e 村るものではありません。 L 

:絜辦 j ■穿，， す碰ま画，沪 5 

t 因意しな : u 1 » ■ 


©以下の画面が表示したら、『ドライバセットアップ』を選択し、『ドライバのイ 
ンストール』をクリックします。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 



©『□一カル/ネットワーク』の画面が表示したら、『□一カルプリンタ』選択し、 
『次へ』をクリックします。（ネットワークプリンタとしてご使用になるには、 
オプションのネットワークカードのマニュアルをご参照ください。） 


ゴリン5の接続方法を以下か6逞折してください。 


7 SEffllZai 21 

ブリンタは、 J 、♦ラレルボートか USB ボートに接続する予3 


る。 


，ネットワークプリンタ 

プリン5は、ネットワークケーブルか他のコンビュー匆こ接続され 
ている。 


OKI 

PRINTING SOLUTIONS 


([ 次へ妙〉 


キゃンセル」 ヘルプ | 
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©『ポートの選択』の画面が表示したら、 『 LPT 1:』 選択し、『次へ』をクリックし 
ます。 



©『プリンタ名の入力』の画面ではプリンタ名を変更することができます。プリン 
夕名を変更したい場合は『プリンタ名の変更』ボタンをクリックし、『プリンタ 
の設定』画面にて設定します。 

また、「通常使うプリンタ」に設定する場合は、チェックボックスにチェックを 
つけます。 

設定が終了したら、『次へ』をクリックします。 



「プリンタ 名の設定- 

「プリンタフォルダ」で表示される名前を設定できます。 

[OKI MICROLINE 6300 FB 2 _ OK _ _ キ以&レ _ 


©『プリンタドライバのインストール完了』の画面が表示され、インストールが終 
了します。 

『完了』ボタンをクリックします。 



® プリンタの電源を〇 N にします。 
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[「プリンタの追加」からセットアップを行います] 




プリンタドライバのセットアップは『プリンタの追カロ』から行います。 
セットアップを行う際には、必ず Administrator 権限（コンビユー 
夕 の管理者の権限）をもったアカウントでログオンしてくださし、。 
すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


〇プリンタとコンピュータの電源が OFF になっていることを確認します。 

© パラレルインターフェースケープルを接続します。 

❸ Windows2000 を起動します。 

©プリンタの電源を rONJ にします。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

『新しいハードウェアの検出ウィザード』画面が表示された場合は、『キャンセル』をク 
リックします。 

©『スタート』 — 『設定』—『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』を夕'ブルクリックします。 

©『プリンタの追加ウイザードの開始』画面で、『次へ』をクリックします。 


ブリン5の追加ウィザ-ドの開始 

このウィザードを使うと、ブリン知)インストールまたはブリンタの接続を行う 
ことができま吉。 

続行寸るには、 d 欠へ]妙 m してく m、。 





キゃン t ル」 


©『□一カルプリンタ』を選択し、『プラグアンドプレイプリンタを自動的に検出 
してインストールする』のチェックを外して、『次へ』をクリックします。 

必ず『プラグアンドプレイプリンタを自動的に検出してインストール 
、ノ する』のチェックを外してください。 




，夕に接続していますか？ 


ブリンタが直接この]ンピュータに接続されている塌合は[口-かレブリン切を、 su の]ンビュ'-夕または直 

f P □—かレブリンタ (u I 

I r r )59 ァ：^•ブレイラリ"ン摊自却的に按出してイ"ンストル拇姆 j 


；5<©| J A へ砂〉| 


キゃンセル」 


©『次のポートを使用』を選択して、 『LPT1: プリンタポート』を選択し、『次へ』を 
クリックします。 


図 


使用するブリンタポートを逞択してください。ポートカレ覧にない垠合、新しいポートを追加してください。 


次のポートを使用 (U): 


LPT3： ブリンタポ H 

C0M1： シリアルポ'-卜 

COM2： シリアルポート 

mm- _ '/in? II,卅一卜 


注意:ほとんどのコンビュ-夕は口-カルブリンタとの通信に LPT1： ポ-卜を使います0 


> ^ ； WN)> j| 


Windows 2000 環境で使用します 


83 
















































パラレル接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 


©『ディスク 使用』をクリックします。 


#歷戴鶴觀輝獅挪辟瓣雪總離= 


Asfa 

Alps 

Apollo 

つ 

Apple 

APS-PS 

APTi 

_ m 


ブリンタ吵 


AGFA-AccuSet v 52.3 

AGFA-AccuSetSF v52.3 
AGFA-AccuSet 800 
AGFA-AccuSet 800SF v52.3 
AGFA-AccuSet 800 SF v 2013.108 
-I AGFA-AccuSet 1000 
__J i nonce ..cr 


Windows Updated) f[ 


く戻る(旦〉 j 次へ# > J キゃンセル」 


©『インストール』画面が表示されたら、プリンタソフトウェア CD-ROM を CD- 
ROM ドライプへセツトして、「製造元のファイルのコピー元：」に次のように入 
力して 『OK』 をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D：¥Drivers¥Win2k 


※プリンタソフトウェア CD - ROM を CD - ROM ドライブ挿入後、インストーラが自動再生 
してしまった場合は、インストーラを閉じ、マニュアルの手順通りにインストールを継 
続してください 0 _ _ 

XJ 


^瓣を 1總ポ。ディス碰し謂に挿入 [ 


0K ] 


f 製适元のファィルのコビ^ fc ◎: 


1 |D：¥DriversMWin2k J 



一参照®...」 


©『プリンタ』でプリンタの機種名を選択し、『次へ』をクリックします。 

ブリンタの追加ウイザード 

製适元， 


适元とモデルで•どのブリンタを使うか決定します。 


# g ■鶴搬輝獅瓣盈課てし離織 t 


ブリンタ®: 

(•抑漏.(爾 


^ Windows Update <W) j _ディスク使用」 


く戻る (® 次へ (N) > |1キャンセル」 


©『既存のドライバを使う』画面が表示された場合は、『新しいドライバに置き換 
える』を選択し、『次へ』をクリックします。 



©『プリンタ名』を確認し、『通常使うプリンタ』で『はい』を選択し、『次へ』をクリッ 
クします。 




図 


をのプ 公恕薇 を指嘉してくだ IV 。一部のブロクラムで.は、32文字以上のサーバーとブリンタ名の 

I ブリンタ名 (& 1 

I |Maiaiwg>]iigig«iiii]a=w | 


：))WN)> |J 


偾『このプリンタを共有しない』を選択し、『次へ』をクリックします。 



Windows 2000 環境で使用します 
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©テストべージを印刷する場合は『はい』を、印刷しない場合は、『いいえ』を選択 
し、『次へ』をクリックします。 



©『プリンタの追加ウィザードを完了しています』画面で、『完了』をクリックします。 



ブリ>5の追加ウイザードを完了しています 


ブリン如)追加ウイザードを完了しました。 
ブリン如:は、加)設定が指定されました： 
名前： OKI MICROLINE 6300FB2 

共有： く非共有〉 

ポート： LPT1 ： 

モデル： OKI MICROLINE 6300 FB2 

通常使う： はい 

テストペ-ジ：はい 


ウィザードを閉しるには、院了]初リックしてください。 


3)^(7 W 7 ) 


キャンセル 


ファイルの コピーが 開始されます。 


❿ 


『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイルの編集©表示祕 




3 黎 


ブリン如)追加 


2 f 固のオブジェ外 


.......OKI. 

MICROLINE 

6300FB2 


A, 


Windows 2000 環境で使用します 
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[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 

プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

• プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してくださし、。 

• プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェア』から 
行います。『新しいハードウェア』を検出しない場合は『プリンタ 
の追加』からセットアップを行ってください。 

• すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 

『新しいハードウェアの追加ウィザード』からのセットアップ 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ WindowsMe を起動します。 

すでに WindowsMe が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウェアの追加ウィザード』が表示されたら、『ドライバの場所を 
指定する(詳しい知識のある方向け)』を選択して『次へ』をクリックします。 


ン欠の新 UV トドウ: E アが見つかりました： 
OKI MICROLINE 6300 FB2 



オブションを逞択してください。 
r 適切なドライパを自助6勺に検索する（推奨)⑻ 

朽イパ如确存指宝朽群 u 钿制粒.方问⑴⑤ j 


ill 次へ〉 ] 


❹プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブへセットして、『使用中 
のデバイスに最適なドライバを検索する(推奨)』を選択し、『検索場所の指定』に 
チェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD-ROM ドライブが Q; の場合を例にしています。 
D:¥Drivers¥WinMe 





新しいドライパは、ハードドライブのドライバデータベースと、 ） 欠の逞択 
した埸所から検索されます。検索補3始寸る(こは、 D 欠べ]をクリ的し 
てください。 

使用中のデパイスに最適なドライパを検索する（推奨） 


fw 検索塌所の指定 a ): 1 


|D：¥Drivers¥WinMe I 

d 


TOI 織 1 


I ドライパの一覧を表示し、インストール 


キヤンセル 


©プリンタドライバが見つがったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



デバイス用のドライバファイル ( D 検索： 

OKI MICRO LINE 6300 FB2 

このデノ S イスに最適なドライノ传インスト'-ルする準備ができました。別 
奴拟を逞折す腎涙る]をクリックしてく？:さい。続けるには、 [ 

ドライパ® 


ドライパのある埸所： 

D：¥DRIVERS¥WINME¥OEMSETUP.INF 




く 戻る迫）11： " 75:八 >• || 

キめセル| 

__ 1 


に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』を 



J 棚ックしてく g さ U 


I [SiaiaiwswigigacioiasH I 

r 微广編罐、こ_讎 の ブリ篇 


戻碰[次へ〉 


4パラレル接続で Windows にセットアップします 



© f □口、 

WindowsMe 環境で使用します 


〶 〶〶㊣ 


WindowsMe 環境で使用します 


86 


































































© /^uu\ run \ 


©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 





•きます。 

印字テスト奄行いますか？ 

ド it ぃ (推卿| 

r 〇いえ ( m ) 


< mm) I 完了 || キャンセル 


©『完了』をクリックします。 



也 OKI MICROLINE 6300 FB 2 

新し C V トドウ I アのインストルが完了しました。 


JJT ..芫7 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイルの編集⑥表示祕 


1 

ブリン⑽ 追加1 

m 

\ DKT 

iMICROLINEj 
i 6300FB2 j 


2 オ ブジ 1外 

A 



『プリンタの追加』からのセットアップ 

〇プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❷コンピュータの電源を〇 N にして 、 Windows Me を起動します。 
©『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』をダプルクリックします。 



❺『プリンタの追加ウイザード』画面が表示されますので、『次へ』をクリックします。 



©『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 





windowsMe 環境で使用します 
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パラレル接続で Windows にセットアップします 


^ ® S 


©製造元のプリンタリストが表示されたら、『ディスク使用』をクリックします。 


参照して互換性のあるブリン饨逞折して戊さい。 


貸にない埸合は、ブリンタのマニュアルを 


Apple 

APTi 

AST 

AT&T 

Brother 

Bull 


ブリンタ (£〉： 


AGFA-AccuSet 1000 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 1000 SF v52.3 
AGFA-AccuSet 1500 
AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 
jJ AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 


ほデマ； 0 使腳： 


次へ〉 I J 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプへセットし、『製造元ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 rOKJ をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers¥WinMe 


ディスクからインスト'-ル 


XJ 




[ 


デノレ r スの製适元が配布するインストー 
ルディスクを指定したドライブに入れ 
て、 [ ok ] をクリックしてください。 


キャンセル j 

参照⑻…| 


製适元ファイルのコ 

ゴー元： 

lD:¥Drivers inMe 

j 


©『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


職飄認娜驟^^^^ 

参照して互換性のあるブリン效逞択してく)£さ0。 


く戻る(旦 ）Jj :欠へ> || キャンセル I 


你『利用できるポート』から 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリックします。 



❿『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 

コ_ 為■環 i 繳し繼で使っ碰 




|WaigiMdWI<8IJaMMJ^ 

r 趨广ス_.ラムで.は、このブリン麵のブリ堇 


<戻る@ [ ;欠へ〉 


©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 



テストページを印刷で•きます 
印字テストを行いま寸か？ 


i(^ m 

I r tv 


3_ I 

，雌 I 


く mm ) Ij 完了 ||^ キゃンセル 


WindowsMe 環境で使用します 
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©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 



w^m 

二^ 

ファイル(£〉編集® 表示 M お気に入り⑻》>■ 

和 戻る ▼蟀 

，囪1资検索もフォルダ3 ” 

アドレス® |Sl tm 

z \ 神勖 

層 

ブリ ン5 の追加 

m 

0W 

MIOF ： 011 NE 
6300FB2 


|2個のォブジ!ゥト 
























[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 




プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してくださし、。 
プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェア』から 
行います。『新しいハードウェア』を検出しない場合は『プリンタ 
の追加』からセットアップを行ってください。 

すでに古いバージヨンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


『新しいハードウェアの追加ウィザード』からのセットアップ 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフェースケープルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ Windows 98 を起動します。 

すでに Windows98 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウエアの追加ウイザード』が表示されたら、『次へ』をクリック 
します。 


4パラレル接続で Windows にセットアップします 


© 广、 (_uu 
W Vi 



Windows 98 環境で使用します 


) 〶 ® ㊣ 


❹『使用中のデバイスに最適なドライバを検索する(推奨)』を選択して『次へ』をクリツ 
クします。 



検索方法を逞折してく？ :• さい。 


tt 用中 ® デバイ咒最適 SF 5 イ M 梭桊 fir ( 推奨)丨 


T 驟翻?!®1ラき獅しノ 


< 戻る ® 次へ > 


キャンセル」 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットして、『検索場所 
の指定』にチェックし、次のように入力して、『次へ』をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 98 



した埸所から検 * されます。検索を圊始す！ ( こ (I 、 


r フ □'? ビーディスウドライブ © 
r CD-ROM ドライブ (S) 

厂 Microsoft Windows Update(M) 


117検索埸所の指定 (L 〉1 


1 卜 Driver 側 n 98 J 

~3 


く戻る® ||[：次べ y …: 


©プリンタドライバが見つかったことを確認し、『次へ』をクリックします。 



〉欠のデバイス用のドライバファイルを検索します。： 

OKI MICROLINE 6300 FB 2 

微驢離纖 f 獻減 

ドライバのある埸所： 

i Oj ⑽ DRIVERS 酬 N 98 ¥OEMSETUP.INF 


次へ 〉 lj キ¥ンセル j 
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© /^uu\ run \ 

頭 w 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



二_ S 聽驟織繼严技 


f ブリン姑®: 1 


1 !:•】[，■關抑】，⑶财删 a=wj 

1 


■ Windows 

• 使いま言。 


ベースのブ□クラムで•は、このブリン拇通常のブリン处して 


_ 


Aa > 」J 


キ祝ル」 


©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


㉝ 


途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、 「OK」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、「〇 K」 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-R 〇 M の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「OK」 をクリックします。） 




©『完了』をクリックします。 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 



windows98 環境で使用します 
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『プリンタの追加』からのセットアップ 

〇プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 

※ USB インタフェースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 
❷コンピュータの電源を〇 N にして、 Windows 98 を起動します。 
©『スタート』一『設定』一『プリンタ』を選択します。 

©『プリンタの追加』を夕'ブルクリックします。 


©『プリンタの追加ウイザード』画面が表示されたら、『次へ』をクリックします。 


4パラレル接続で Windows にセットアップします 


© 广、 (_uu 
W Vi 


) 〶 ® ㊣ 


©『口ーカルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 


©製造元のプリンタリストが表示されたら、『ディスク使用』をクリックします。 

参照して互換性のあるブリン效逞折してください。 


Apple 

APTi 


AST 

AT&T 

Brother 

Bull 

zl 


ブリンタ (£) : 

r AGFA-AccuSet 1000 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 1000 SF v52.3 
AGFA-AccuSet 1500 
AGFA-AccuSet 1500 SF v 2013.108 
AGFA-AccuSet 800 
AGFA-AccuSet 800SF v 2013.108 




(むマス 9 使聊 


和ンセル」 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットし、『製造元ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 『 OK 』 をクリックします。 



デバイスの製适元が配布するインスト 


キャンセル I 

#02 (B). 


配布ファイルのコビ-元： 


| D ：¥ Drivers ¥ Win 98 





ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 98 




ディスクからインストール 


Windows98 環境で使用します 
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® @ © © ® @ 


©『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 

途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、「〇 K」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、「〇 K」 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-ROM の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、「〇 K」 をクリックします。） 


處 ブリン如)製造元とモデルを迸折してく?!さい。ブリンタにインスト“ルディスクが付いている埸合 

^ &驢 ffll ク微 ■て ■”誠合 


ブリン$ © : 

彳 giar 細■】右》邐 ~~ 


ディ; J 


く戻る®！£ 


©『利用できるポート』から 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリックします。 



ブリン$で使用サるポ“卜を還んで、 DJA] 約リ妁してください。 
利用で•きるポート(汾 


88 T 

FILE ： ディスクにファイルを作成 


41 


® 『プリンタ名:』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



s 織歡聯鎞し繼 s 


ブリン城!(£〉： 


[MaiBtwaai<gi«ciiMJ=M 

Windows ベースのブロクラムでは、このブリン拇通常のブリン处して 
使いま t。 


一く戻る®も ン欠へ> J 】— キヤン12ル」 


©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、 「OK」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows98 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win98」(CD-ROM ドライブがの場合）と入 
力し、「〇 K」 をクリックします。 （Windows98 がプリインストールさ 
れた環境においては、 CD-ROM の内容がハードディスクに保存されて 
いますので、「ファイルのコピー元」に、該当するハードディスクの場 
所を指定し、 「OK」 をクリックします。） 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 



©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


画 

プリンタ ® 追加 1 

m 

.... m .......i 

MICRO LIN Ei 
6300 FB2 ! 


2 悃のオブジ 1 外 



厂ファイル 0 編集 ( E ) 表示 f 


Windows98 環境で使用します 
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Windows 95 環境で使用します 


[プラグアンドプレイ機能を使ってセットアップを行います] 


㈣ 


プリンタソフトウェア CD-ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

プリンタソフトウェア CD-R 〇 M を CD-ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してくださし、。 
プリンタドライバのセットアップは『新しいハードウェア』から 
行います。『新しいハードウェア』を検出しない場合は『プリンタ 
の追加』からセットアップを行ってください。 

すでに古いバージョンの OKI MICROLINE 6300 FB2 プリンタドラ 


イバがセットアップされている場合は、削除してからセツトアツ 
プを行ってください。 


Windows 95 のバージョン4.00 .950 または4.00 .950 a の場合 


©プリンタの電源を roNj にします。 

※ USB インタフエースケーブルが同時接続されていないことをご確認ください。 

❷ Windows 95 を起動します。 

すでに Windows95 が起動している場合は、再起動してください。 

©『新しいハードウエア』画面が表示されたら、『ハードウエアの製造元が提供す 
るドライバ』を選択し、 『 OK 』 をクリックします。 


㊣ 


『デバイスドライバウイザード』が表示された場合は 「Windows95 の 
パージョン4.00 .950B または4.00 .950C の場合」 （96 ぺージ）の手順 
にしたがってくださし、。 



〶 ® ㊣ 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットして、「配布ファ 
イルのコピー元：」に次のように入力し、 『 OK 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 95 


フロッピ'-テ''ィスりか6インストル 


^ Ipqj 

n'V 又の製适元が配布する心ストル tUV ) 1 

を指定した卜''ライアに入れて、 [0 K ] を押 |。_ , 

してください。 参照电)... 


|配布フ WII * の:1ヒ、元: 


l | D :¥ DRIVER 3¥ WIN 95 



©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



”ン 5 に名前を付け 6 れます< 
ださぃ。名前を決めたら、[ン欠 

遷龄纖使って く 

| 

f ”ン 5 名 (& 1 

1 | w ：< BLTilM : WI ^ I ^ HIi ] a=H 1 


Windows ァフ，トシ，ンでは、このフン姥通常のフ”ン 5 として使ぃ 


<戻嫩| 


次へ >」| 


ヰめセル」 
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©テストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


⑩ 


_ 途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、「〇 K」 をクリックし、 
CD-ROM ドライブに Windows95 の CD-R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「D:¥Win95」(CD-ROM ドライブが以の場合）と入 
力し、「〇 K」 をクリックします。 

(オペレーティングシステムがフロッピーディスクの場合は、指定さ 
れたディスク （Disk XX)をフロッピーディスクドライブへセットし、 
「ファイルのコピー元」に 「A:¥」 と入力し、「〇 K」 をクリックします。） 



留卜爲觀體野常かど漏抓ために、 

テストへしシ令印刷します力 V ? 


- I 

I r ぃぃぇ吵 




和ンセル」 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


フ7イル (£) 編集( I )表示(父）ヘル: r ( il ) 


画 


フ W の追加 [ 一 …… OKI' 

IMICROUNE 
! 6300FB2 


2 個のオフ' y ' z 外 


Windows 95 のバージョン4.00 .950 B または4.00 .950 C の場合 

〇プリンタの電源を roNj にします。 

❷ Windows 95 を起動します。 

すでに Windows95 が起動している場合は、再起動してください。 

©『デバイスドライバウイザード』が表示されたら、『次へ』をクリックします。 



このゥィサ - HI 、 次のィンストルができます。 

OKI MICROLINE 6300 FB 2 

最新の卜''ライハ嗲卩4ルドライ乂ネットワ-クおよびイントネットか6検 

このテ''ハイスに付属のフロッヒ♦ー ディスクまたは CD - ROM が®る塌合 
は挿入してくだ执、〇 


JC ....... .私..〉 .... i | 


キ妒ン协 I 


❹『場所の指定』をクリックします。 



このテつ、'イス用のドライノ W 見つか 1 げせんでした。 

k 處■湯 1 


娜の指定 ( a ) 


一く戻る (g) J _完了 _| _ 4 心セル」 
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® @ © © ® @ 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットして、「場所」に 
次のように入力して、 『 OK 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 95 




ME \ 


使用する卜''ライハ办ぁるフォルケ'名を入力じ c ください。 [#P.?J をクリックするとフォルケ'の検索:できます。 


■ 埸所 (L) 


[D:¥Driver8¥Win95 


■参照 (E) …| 


[ ^ II ] 


©プリンタドライバが見つがったことを確認し、『完了』をクリックします。 



このテ W ス用の更新されたドラ娜見つかりました。 


OKI MICROLINE 6300FB2 


卜''ラ⑽検索したい埸合は、[塌所の指^]を押じ C くだ执、〇 


埸所の指定 (Q).. 


Jc 完了コ1キ ㈣ 」 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックします。 



f VM ^ py . ] 

| 

11 〔•】《■舰:て_111^獅丁挪 1 

1 


S アフ竹一:^ンで、この: H ン5を通常の:^ン5とじ C 使いま 


<5•はい 
C いいえ (N) 


<戻る (g)(^ 次へ〉1| キャンセル」 


©テキストページを印刷する場合は『はい(推奨)』を、印刷しない場合は、『いいえ』 
を選択し、『完了』をクリックします。 


C) 


_ 途中で「ディスクの挿入」ダイアログが表示された場合は 、 roKj 
をクリックし、プリンタソフトウェア CD - R 〇 M が CD - R 〇 M ドラ 
イブへセットされていることを確認し、「ファイルのコピー元」に 
「 D :¥ Drivers ¥ Win 95」( CD - ROM ドライブが达の場合）と入力し、 

「〇 K 」 をクリックします。 

更に「ディスクの挿入」が表示された場合は、「〇 K 」 をクリックし、 
CD - ROM ドライブに Windows 95 の CD - R 〇 M をセットし、「ファイル 
のコピー元」に、 「 D :¥ Win 95」( CD - ROM ドライブが B の場合）と 
入力し、「〇 K 」 をクリックします。（オペレーティングシステムがフ 
ロッピーディスクの場合は、指定されたディスク （Disk XX )をフロッ 
ピードライブへセットし、「ファイルのコピー元」に 「 A :¥」 と入力し、 
「〇 K 」 をクリックします。） 



辍卜綠しすく。設定されたかど漏时義こ、 
印字テストを行いますか？ 


:逛 I 

r いいえ妙 


<戻る⑧|「完了 


-キ t ■ンセル」 


❾『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイル0編集迫表示初 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 



『プリンタの追加』からのセットアップ 

〇プリンタとコンピュータを接続し、プリンタの電源を入れます。 
❷コンピュータの電源を ON にして、 Windows 95 を起動します。 
©『スタート』-『設定』-『プリンタ』を選択します。 
©『プリンタの追加』を夕'プルクリックします。 



©『次へ』をクリックします。 



Windows95 環境で使用します 
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3 〶〶㊣ 


©『□一カルプリンタ』を選択し、『次へ』をクリックします。 



©『ディスク 使用』をクリックします。 































































© @ © © ® @ 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライプにセツトして、『配布ファ 
イルのコピー元』に次のように入力し、 『 OK 』 をクリックします。 


ここでは CD - ROM ドライプが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ Win 95 


フロッピ—テ''ィス!?からインスト—ル 




溫絶總 Ml 微獻を指定 




配布フ7イルのコヒ♦-元 

| d ：¥DRIVERS¥WIN95 


^1 


©『プリンタ』リストボックスにプリンタ名が表示されますので、セットアップす 
るプリンタを選択し、『次へ』をクリックします。 


屢 ”ンタの製适元とモテ''ルを逞んでくださ u vm こインストルテ''ィスクが付いて!^ゐ埸合 

^嫩驟る1臟鱗，，こない 塌合は、 細マこ麟照 


【デ初便珊:… 


<戻る®) I; ;欠へ〉11キャンセル」 


❿『利用できるポート』がら 『 LPT 1 J を選択し、『次へ』をクリックします。 


C 


フリン5で使用するホ t 卜を遥んで、[次へ]を押じ C くだ 
さい。 

利用できるホ 


FILE: 


. Xルを作成 


ホ H の設定(②… 


く戻る(旦)次へ〉 iL キャンセル」 


©『プリンタ名』に表示されるプリンタの名前を確認し、『次へ』をクリックしま 
す。 



■OKI MICROLINE 6300FB2 

Windows アフ外一:^ンでは、このフ”ン姥通常のフ”ン处して使い 


_く戻る(旦次へ〉_」キャンセル 
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® テストべージを印刷する場合は、『はい（推奨）』を、印刷しない場合は、『い 
いえ』を選択し、『完了』をクリックします。 


㊃ 


途中で『ディスクの挿入』が表示された場合は、 『0 K 』 をクリックし、 
CD - ROM ドライブに Windows 95 の CD - R 〇 M をセットします。また、 
『ファイルのコピー元』に、 『 D :¥ Win 95』( CD - ROM ドライブがの 
場合）と入力し、『〇 K 』 をクリックします。（オペレーティングシス 
テムがフロッピーディスクの場合は、指定されたディスク ( Diskxx ) 
をフロッピーディスクドライブへセットし、『ファイルのコピー元』 
に 『 A :¥』 と入力し、『〇 K 』 をクリックします。） 



ィ j ストッ爆 g 鱗！要^設定されたかどうか確認するために' 


印宇テストを行います flv? 


- lJU« (Y )； 


<戻る迫)【「完了 I 1 和ンセル 


©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 


ファイル©褊集©表示⑻ V 17 XH } 


m 

フウメ!の追加 


OKI 

MICROLINE 
6300 FB 2 


1 2 il のオフへ/ェり卜 


A 
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ホ t 卜の追加 CD ... 
r 乃ン5产ルを有幼にする® 


ホ H の梅成位. 






このフツン5で使用した t 〗ホヾトの瞵のチ I ックホ''ックスをケ M してくださ 
い0ドキュメントは、チェックされて I るホ H のうち、最初に利用可能な 
もので印刷されます。 

利用可能なホ H ⑻： 


❻プリンタの機種名を選びます。 



なお、説明の中では、 DOS/V PC で WindowsNT Workstation 4 .〇日本語版を使用 
します。 


〇プリンタウィザードを起動させます。 

『マイコンピュータ』 — 『プリンタ』 — 『プリンタの追加』で起動します。 
©『このコンピュータ』をチェックし、『次へ』をクリックします。 
©接続ポートを選び、『次へ』をクリックします。 


く戻る®〉 I )^( N ) > J キャンセル 


©プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブへセットして、『配布ファ 
イルのコピー元』を次のように入力し、『〇 K 』 をクリックします。 


@ 還 © ② ® ㈣ 


WindowsNT4.0 環境で使用します 


㉝ 


プリンタソフトウェア CD - ROM に付属するインストーラではイン 
ストールできません。 

プリンタソフトウェア CD - R 〇 M を CD - ROM ドライブ挿入後、イ 
ンストーラが自動再生してしまった場合は、インストーラを閉じ、 
マニュアルの手順通りにインストールを継続してください。 

すでに古いバージョンの OKI MICROLINE 6300 FB 2 プリンタドラ 
イバがセットアップされている場合は、削除してからセットアッ 
プを行ってください。 


©『ディスク 使用』をクリックします。 




アツフ T レコンヒ只 

アルフプ電気 
カシオ電子エ葉 
キヤノン 

キュー I 厶 - I ス•シ Vi ， 

_ 




z \ 


Apple 

Apple 
Apple 

Apple LaserVfri 
Apple LaserWriter Pro 405 
Apple LaserWriter Select 610 


LaserWriter 12/600 J 

LaserWriter 16/600 PS-J 
LaserWriter D NTX-J 


( d ..... .デ技 5 使用. ©:::.......| j 



ここでは CD - ROM ドライブが Q ; の場合を例にしています。 
D :¥ Drivers ¥ WinNT 4 




i- d 


portlportportl 

mil 


™ = 一 
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4 パラレル接続で Windows にセットアップします 


© ，□口、 / \ 


©引き続き、画面に表示される指示にしたがって、適切な項目を選びます。 
ファイルのコピーが開始されます。 


<g) 



途中で「ディスクの挿入」が表示された場合は、「〇 K 」 をクリック 
し、 CD - ROM ドライブに WindowsNT 4.0 の CD - ROM をセットし、「コ 
ピー元」に、 「 D :¥ i 386」( CD - ROM ドライブが仏の場合）と入力し、 
「〇 K 」 をクリックします。 

©『プリンタ』フォルダにプリンタアイコンが作成され、セットアップは完了とな 
ります。 



windowsNT4o 環境で使用します 
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5 印届 1 〗します 


〶⑩㊣ 


用紙規格および印字範囲 . 104 

単票をセツトします . 122 

連続紙をセツトします . 124 

単票と連続紙の切り替え . 128 

用紙の厚さに応じた調整方法 . 129 

プリンタドライバの設定 . 130 

印刷します . 138 

DOS 環境で使用します . 140 



















用紙に関する注意 
使用禁止の用紙 


次のような用紙を使用すると、紙送りが不安定になり、紙づまりや紙折れ，印字ず 
れ、また、最悪の場合はワイヤドットのピン折れを起こす場合があるため、 使用し 
ないでください 。 

• 極端に薄い紙または厚い紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 小さすぎる紙または大きすぎる紙（用紙規格を満たさないもの） 

• 切り抜き部分や窓のある紙 

• ピン，クリップ，ホッチキスの針などの金属の付いている紙 
• のり付け面が露出しているもの，波打っているもの，はがれているもの 
• 浮き彫りのあるもの 

• 連続用紙の横ミシン目以外で折りたたんだもの 

• 複写紙においてオリジナルと複写紙で大きさの異なるもの、または部分的に複 
写枚数が異なるもの 

• 端または角が破れていたり折れている紙 
• 切手、シールなどを貼り付けたはがきや封筒 


を. 








破れ 


はがれ 


折れ 



プレブリント用紙 


塞線や表などが入った用紙に印刷すると、用紙送り精度や用紙セットのばらつきに 
より、塞線や表の枠からはみ出して印刷されることがあります。このようなプレブ 
リント用紙を設計する場合は次の点に注意してください。 

• 事前印刷する場合は、あらかじめ十分なテストを行い、印刷品質について問題 
のないことを確認してください。 

• 事前印刷用紙に印刷インクのベとつきがあったり、インクの乾燥が不完全で 
あったために、用紙どうしが付着しているようなことがあってはなりません。 

• 事前印刷する場合、最大印字可能範囲ぎりぎりに印字位置がくるような用紙設 
計は避けてください。 


横 I 3 卜線について 


HHHHHHHHHHH 


HHHHHHHHHHH 


4.23 mm 以上 
8.47 mm 以上 
4.23 mm 以上 


• 文字の行間隔は 8.47mm (1/3 インチ）以上とってください。 
• 文字中心がら塞線まで上下とも 423mm 以上とってください。 

縦爵線について 


3.8 mm 以上 3.8 mm 以上 


用紙端面 


用紙端面 

• 縦塞線は文字中心がら 3.8mm 以上とってください。 

爵線のプレ印刷は用紙の端面を基準とし平行度0.1°にしてくださし、。 

用紙の保管条件 （JISX 6195による） 
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用紙は温度10〜 30°C ，相対湿度30〜7096の環境条件で保管してください。 

また、保管場所と使用場所との間で環境条件に差がある場合は、使用場所の環境に 
なじませてから使用してください。 
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連続紙（スプロケット紙） 

連続紙はスプ□ケット孔付きの折りたたみ用紙です。 

用紙サイズおよび印字範囲 


6.35- 


6.35 


12.7 

12.7 


aa/ 


最大1 05 X 2.54=266.7(10 CPI } 


1文字目 G 0 CPI ) 


12.7 


印字範囲 


印字範囲 


\点のり付け 


■ 6.35 


12.7 


50.8 


単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

76.2 〜304.8 mm (3 〜12インチ） 

L 

用紙長さ 

76.2〜355.6 mm (3 〜14インチ） 

ただし、 25.4 mm (1 インチ）の整数倍で、279.4 mm (1 1インチ） 
を標準にします。 

A 

頭出し位置 

6 35 mm (1/4 インチ）以上 

メニュー設定によります 。珍 

B 

印字禁止範囲 

6 35 mm ( 1/4インチ） 


C 

印字禁止範囲 

6 35 mm ( 1/4インチ） 


D 

用紙終了検出位置 

6_35 mm (1/4 インチ）以上 

メニュー設定によります。 


記号 

名称 

規格値 

E 

1文字目印字位置 

12.7〜 22.2 mm (1/2 〜7/8インチ） 

用紙幅が11〜12インチのときは140〜 22.2 mm (0.55 〜7/8イ 
ンチ） 

F 

印字禁止範囲 

12.7 mm (1/2 インチ） 


淡 印字精度保証は 26.5 mm ( 1.04 インチ)以上です。（メニュー設定項目を参照してください) 
珍珍 印字精度保証は19.05 mm (3/4 インチ）以上です。 


㊃. 


印字範囲を超えて印字した場合、印字品質を損ねたり、装置に悪 
影響を及ぼすことがありますので、印字フォーマットを設定する 
際は注意してく ださし、。 

横ミシン目は必ずスプロケット孔間の中央に設けてください。横 
ミシン目をスプロケット孔の近くに設けると用紙がはがれやすく 
なり、キヤリッジ部が弓 I つ掛かることがあります。 

用紙残 100 mm 以下の場合は、用紙退避できません。 

最終べージの印字精度は保証しません。 

とじ孔，コーナカットのある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は、100秒 （ JISP 8119) 以下とします。 


用紙連量 

〇単紙 

• 用紙の種類は白色上質紙 （JIS P 4502) です。 

• 用紙連量45〜110 kg (52 〜 128g/m 2 ) の用紙が使用可能です。 

〇 複写紙 

• 用紙の種類は、感圧紙，裏力ーボン紙，インタリーブ紙です。 

• 用紙連量は、 34kg (40g/m 2 ) を標準とし、インタリーブ紙に使用する力一 
ボン紙の厚さは 0.03mm 以下です。 

• 複写枚数は、最大6枚(オリジナル十5枚)です。ただし、インタリーブ紙 
を使用する場合は、最大5枚(オリジナル十4枚)です。また、全体の用紙 
厚さは〇 .36mm を超えないようにしてください。 


メモ 


用紙連量は、単位面積 (788 X 1091 mm ) の大きさに換算して、1000 
枚分の重量を kg で表わしたものです。 


最大用紙厚さ 
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ミシン目アンクロス 
/ 

横ミシン目 


6.35 


網かけ部印字禁止 


• 横ミシン目用紙の両端1〜 2 mm には、カット部を入れないでください。 

上下 6.35mm (1/4 インチ）以内は、印字しないでください。 
横ミシン目は必ずスプ□ケット孔間の中央に設けてください。 

• 縦ミシン目印字範囲内に縦ミシン目が入る場合は、その左右 6.35mm (1/4 
インチ）以内は印字しないでください。 

横ミシン目との交差部は用紙のはがれを防ぐため、カツト部ど 
うしを交差させなし)でくださし"'。 


ミシン目 

• ミシン目の寸法は、最高速度の用紙送りに耐え、かつ容易に切断できるものを 
使用してください。 

• ミシン目のアンカット部は確実につながっていて、すべての箇所で破れていな 
いことが必要です。 

特に、用紙折り曲げ部は破れやすいので、注意してください。 

• ミシン目のカット寸法の比率は、紙質，用紙連量，複写枚数などによって適当 
な値が選ばれますが、下記の値を推奨します。 


アンカット部 
2〜3 


カット部 


ミシン目アンクロス 


1〜2 


アンカット部 




X 


I 

ミシン目クロス（不可） 




複写枚数 

カット部の長さ 

アンカット部の長さ 

横ミシン目 

1〜6枚 

2〜 3 mm 

1 mm 

縦ミシン目 

1〜6枚 

3 mm 

1 mm 




横ミシン目 


単位 ： mm 



網かけ部印字禁止 




—— 〇 


〇 


- 〇 
シン目クロス（可） 



5ぶ 

COI 〜 CJI 

5 、 'I-RIAIK 
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複写紙の重ね合わせの固定方法 

複写紙の重ね合わせの固定方法は、点のり付け、線のり付け、または紙ホッチキス 
とし、両端ともに同じとじ方とします。 

ただし、層間ずれ （1 枚目と最下層の印字ずれ）を防止したいときは、点のり付け、 
または線のり付けとします。（紙ホッチキスの場合、層間ずれが 3mm 程度発生する 
場合があります） 

金属ホッチキスの使用は厳禁です。 

〇点のり付け 

• 点のり付けは両端点のり付けとし、片端とじは不可とします。 

• 点のり付けは均一であり、その大きさは巾3〜巾 5mm とします。 

• 点のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。また、 
著しいしわのあるものは使用しないでください。用紙送り精度の乱れの原 
因になります。 

• 点のり付けの位置は、図のとおりにしてください。 

• 横ミシン目と1つ目の点のり位置は 25.4mm 以下とします。 

• 点のり付けは、用紙ごとに千鳥状にしてください。 


1 2 3 4 5 6 

枚 枚 枚 枚 枚 枚 

S S g g g g 



50.8mm 
(2 インチ） 



〇線のり付け 

• 線のり付け部は均一であり、幅は1〜 2mm とします。 

• 線のり付け部は必ずプレスを行い、浮き上がりを防いでください。また、 
著しいしわのあるものは使用しないでください。 

• のりは用紙端よりはみ出ないようにしてください。 

• のり付け部が固い場合、用紙送り精度の乱れなど発生しやすくなりますの 

で注意してください。 

1 2 3 4 5 6 

枚 枚 枚 枚 枚 枚 

g g g S S S 



1〜 2mm 
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〇紙ホッチキス 

• 紙ホッチキスは両端紙ホッチキスとし、片端とじは不可とします。 

• 紙ホッチキスは必ず用紙の表側から行い、表面には何も出ないようにして 
ください。 

• 紙ホッチキス部は確実にかみ合っていて、浮き上がりなどのないようにし 
てください。 

• 紙ホッチキス後プレスを行い、浮き上がりを防いでください。 

• 紙ホッチキスは、ダプルホッチキスを推奨します。シングルホッチキスは 
使用可能ですが、層間ズレが発生する場合があります。 



紙ホッチキスの形状および位置（シングルの場合） 


紙ホッチキス部拡大図 
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複写紙の組み合わせ 


複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

ペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いが、もしくは同等の厚さの 
用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外の用紙も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなるため、 
保証外とします。 


最大複写枚数 

2枚 

3枚 

4枚 

5枚 

6 枚 

1 枚目 

34〜 55 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

2枚目 

34〜 70 kg 

34〜 43 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

3枚目 


34〜 70 kg 

34 kg 

34 kg 

34 kg 

4枚目 



34〜 70 kg 

34 kg 

34 kg 

5枚目 




34 〜 70 kg 

34 kg 

6枚目 





34 〜 70 kg 


スプロケット孔 

スプ□ケット孔の形状は真円とし、孔の縁は歯状でも可とします。ただし、切□は 
だれていないことが必要です。 

複写紙重ね合わせ時のずれによるスプ□ケット孔の層間ずれは 0.4mm 以下のもの 



しわ，折り曲げ跡 

用紙には、しわや折り曲げ跡のないことが必要です。特に新しい用紙の場合、最初 
と最後の数ページは、しわや折り曲げ跡が発生しやすいので、使用しないようにし 
てください。用紙送り精度の乱れ，カールやジャム発生の原因になります。 



用紙先端，下端のしわ，力ール，折れ，めくれ 

用紙先端、下端にしわ、力ール、折れ、めくれがある場合は、印字品質の低下や紙 
づまりが発生しやすいので使用しないでください。特に新しい用紙の場合、最初の 
数ページ〜十数ページはカール等が発生している場合があるので使用しないように 
してください。 

カール，折れ，曲がりの規定は 115 ページを 参照ください。 

用紙折り曲げ部 

用紙は横ミシン目を用いて、交互に折りたたまれていることが必要です。 

用紙折り曲げ部が下の図のようにふくらんでいるものは、用紙送りに悪影響を与え 
るので使用しないでください。 


! |ふくらみ 
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横ミシン目部の盛り上がり 

複写紙において、横ミシン目部に盛り上がりがある場合は、印字品質が低下したり、 
紙づまりが発生しやすくなります。盛り上がり高さは 1mm 以下になるようにしてく 
ださい。 



とじ孔 

とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• とじ孔の周囲 5mm 以内は印字しないでください。 

• とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意してください。 
• とじ孔の縁は盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 


10以上 10以上 
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コーナーカット 

コ—ナ—カットのある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にコーナーカットのある用紙の使用時の注意点を示します。 

• コーナー カッ ト 部の下図網かけ部範囲内には印字しないでください。 

• コーナーカットのパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• コーナーカット部周囲には用紙のはがれを防ぐため、縦/横ミシン目のカット 
部を接続しないでください（アンカット)。用紙はがれの原因となり、印字へッ 
ドが引っ掛かることがあります。 

• コーナーカット部が用紙検出スイッチにがかると、用紙終了あるいは用紙ジャ 
ムと判断するため注意してください。 

• コーナー カットの位置は、下図によります。 
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単票 
単紙 


〇用紙サイズおよび印字範囲 

1文字目 


(10CPI) 


B 


印字範囲 


最大 105X2.54=266.7 
(10CPI) 


C 


用紙サイズは B 5, B 4, A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

90〜304.8 mm(3.5 〜12インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜 364mm(2.8 〜 14.3 インチ） 


A 

頭出し位置 

6.35mm(1/4 インチ）以上メニュー設定によります。 


B 

1文字目印字位置 

6_35mm(1/4 インチ）以上 

用紙幅11〜12インチのときは19.05〜 28.6mm(3/4 〜9/8イ 
ンチ） 

C 

印字禁止範囲 

6 35mm( 1/4インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6.35mm( 1/4インチ）ただし、 C 値範囲内で106文字目まで 
です。 


ぷ A 4 縦 (297 mm) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

印字精度保証は 6.35mm(1/4 インチ）以上です。 （メニュー設定項目を参照してくださ 
い） 


〇用紙連量 

• 用紙の種類は白色上質紙 （JIS P 4502) です。 

• 用紙連量45〜180 kg (52 〜 209 g / m 2 ) の用紙が使用できます。 


⑩' 


45 kg (52 g / m 2 ) の用紙は剛性が少ないため、スタツキングは保証 
しません。 

用紙の縦横比は、1:2/3〜2とします。 

折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は100秒 （JISP 811 9) とします。 
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複写紙 

〇用紙サイズおよび印字範囲 


強くのり付け (1mm) 


用紙挿入方向 


合 


基準線の垂直に対し 



用紙サイズは B 5, B 4, A 4 を標準とします。 


記号 

名称 

規格値 

W 

用紙幅 

90〜304.8 mm(3 54 〜12インチ） 

L 

用紙長さ 

70〜 364mm(2 8 〜 14.3 インチ） 珍 

A 

頭出し位置 

6.35mm(1/4 インチ）以上メニュー設定によります 。珍诊 

B 

1文字目印字位置 

6_35mm(1/4 インチ）以上 

用紙幅11〜12インチのときは19.05〜 28.6mm(3/4 〜9/8イ 
ンチ） 

C 

印字禁止範囲 

6 35mm( 1/4インチ） 

D 

印字禁止範囲 

6.35mm( 1/4インチ）ただし、 C 値範囲内で106文字目まで 
です。 


z# A4 縦 （297mm) より長い用紙は、用紙セット性が悪くなります。 

珍珍 印字精度保証は 6.35mm(1/4 インチ)以上です。 （メニュー設定項目を参照してくださ 
い） 


〶 ® ㊣ 


〇用紙連量 

• 用紙連量 34 kg (40 g / m 2 ) の裏力ーボン紙、または感圧紙を標準とします。 

• 複写枚数は、最大6枚(オリジナル十5枚)です。また、全体の用紙厚さは 
0.36 mm を超えないようにしてください。 




用紙の縦横比は、 1:2/3 〜 2 とします。 

用紙の種類、印字の内容により力ールしやすく、用紙の折れやジヤ 
厶になる可能性があります。 

折れたり、曲がったりしていない用紙を使用してください。 

挿入方向の上端にのり付けしてください。 

とじ孔のある用紙は使用しないでください。 

用紙の平滑度は 100 秒 ( JISP 8119) 以下とします。 
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5 印刷します 


^ ® S 


複写紙の組み合わせ 

複写紙における使用可能な用紙連量の組み合わせを下表に示します。 

1枚目とペース紙（いちばん下側の用紙）は、他の用紙より厚いが、もしくは同等 
の厚さの用紙を使用した組み合わせとします。 

表に示した連量の範囲以外の用紙も使用可能ですが、用紙送り精度が悪くなるため、 
保証外とします。 


最大複写枚数 

2 枚 

3 枚 

4 枚 

5 枚 

6 枚 

1枚目 

43〜 55kg 
(34kg) 

43〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

43 〜 55kg 
(34kg) 

2枚目 

43〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

34kg 

3枚目 

\ 

43〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

34kg 

4枚目 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

34kg 

5枚目 

\ 

\ 

\ 

43 〜 55kg 
(34kg) 

34kg 

6枚目 





43 〜 55kg 
(34kg) 


内の用紙も使用可能です 


複写紙の重ね合わせの固定方法 

• 複写紙の重ね合わせ固定方法は用紙挿入方向の先端側に幅 1 mm の線のり付け 
とします。（天のり） 

• のり付け部は強くのり付けし、必ずプレスを行い、浮き上がりを防止してくだ 
さい。 

• のりは、用紙端よりはみ出さないようにしてください。 

•のり付け部には著しし ) しわやばりがあつてはなりません。 


⑩. 



力ールは 2 mm 以下 

すき目方向とのり付け方向が垂直になった場合、のり付け部の波 
うちが多く発生します。 

のり付けバリおよび紙の切断バリは極力少なく押さえてくださし、。 
バリの方向は表面方向としてくださし、。 

力ールを防ぐため、保管方法に注意してくださし、。 

力ールは 2 mm 以下とします。 

のり付け幅は基本的に 1 mm としてください。 

印字領域内には、とじ孔は開けないでください。 
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とじ孔 

とじ孔のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にとじ孔のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• とじ孔の周囲 5 mm 以内は印字しないでください。 

• とじ孔のパンチ屑が用紙に残っていないことを確認してください。 

• とじ孔が用紙検出センサにかかると用紙終了と判断するため、注意してくださ 
い0 

• とじ孔の縁は表面側に盛り上がっていないことを確認してください。 

盛り上がっている場合は、印字へッドが引っ掛かることがあります。 

• とじ孔の位置は、下図によります。 

用紙挿入方向 



単位 ： mm 


ミシン目 

(注ノ） ミシン目のある用紙は保証外のため、使用しないでください。 

やむを得ず使用する場合は、事前に十分テストをして、問題のないことを確認して 
ください。 

以下にミシン目のある用紙の使用時の注意点を示します。 

• ミシン目の仕様は連続紙のミシン目の項目に準じます。 

• ミシン目の周囲5.08 mm 以内は印字しないでください。 


折れ（単票•連続紙） 

• 全幅に渡って折れたものは使用不可です。 

• 隅の折れについては 2 mm 以下に修正してください。 




2 mm 以下 
に修正 

15 mm 以上 

全幅に渡って折れたものは使用不可 隅の折れ 


力ール，曲がり（単票•連続紙） 

• 全面的な力ールは 5 mm 以下なら使用可です。[メニュー設定で頭出し位置が 
2.12 mm (1/12 インチ）に設定する場合、紙づまりが発生するため 2 mm 以下] 

• 用紙端から 15 mm 以内で 2 mm 以上の曲がりは使用不可です。 



5 mm 以下 



2 mm 以下 
に修正 


15 mm 以上 


曲がり 
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5 印刷します 


© 广 □□ A 

逆 


はがき 

用紙サイズおよび印字範囲 

〇通常はがき縦挿入 


はがき挿入方向 


合 


100 


1文字目 J ,6.35 
(10 CPI ) \ 


6.35 


6.35- 


148 


6.35- 


nnnnnnn 


±：- 


印字範囲 


-J 


単位 ： mm 


用紙規格および印字範囲 
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〇通常はがき横挿入 


1文字目 

(10 CPI ) 


100 


6.35. 


6.35 


はがき挿入方向 

合 

148 


6.35 


i：- 


印字範囲 




,6.35 


単位 ： mm 







































































〇往復はがき縦挿入 


はがき挿入方向 


合 



〶 ® ㊣ 


〇往復はがき横挿入 


はがき挿入方向 

介 



使用はがき 


郵便はがき 

坪量1 90 g / m 2 ( 連量1 63 kg 相当） 
厚さ〇 .23 mm 


❸: 


折れたり、曲がったりしていないものを使用してください。 
はがきの反りは 2 mm 以下とします。ただし、下向きの反りは使用 
できません。 


2 mm 以下 


2 mm 以下 


往復はがきは、折り目のないものを使用してください。 


用紙規格および印字範囲 
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5 印刷します 


© ，□口、 二 □口） 


封筒 


フラップ部基準端 封筒挿入方向 



フラップ部基準端 



用紙規格および印字範囲 
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\\寸法 
型 

A 

B 

C 

D 

E 

長形 4 号 

205 

90 

15 〜 20 

8 〜 2 〇 

220 〜 225 

長形 3 号 

235 

120 

15 〜 25 

8 〜 2 〇 

250 〜 260 

角形 3 号 

277 

216 

15 〜 35 

10 〜 20 

292 〜 312 


封筒は、 JIS S 5502 「封筒」に準拠した_重封筒とします。 

用紙厚設定レバーで最大紙厚（中央重ね合わせ部）に合ったレン 
ジを設定してください。（使用可能な封筒の最大紙厚は 0.36 mm で 
す） 

フラップ部基準端を有する形状のものを使用してください。 

上端または下端でのり付けされている場合は、その面および前後 
各 5 mm 以内での印字はさけてくださし、。 

破線部のくい込みが封筒肩より 12 mm 以上の場合は、破線部の右 
側で印字を行ってください。 

次のような封筒の使用は禁止します。 

-窓付きの封筒 

-フラップ部が折り返されている封筒 
-フラップ部にのり付け加工処理されている封筒 
-二重封筒 

封筒ののり付け部近くまで印字した場合、印字範囲であってもの 
り付け部の状態（特にエッジ部の折れ，ふくらみ）によっては印 
字汚れがつく場合があります。 
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ラベル紙 

ラベル紙を使用する場合は以下の基準に合ったものを使用してください。基準から 
外れたラペル紙は印字品位に悪影響をおよぼすだけでなく、粘着材の付着によって 
故障の原因になります。 

^ ラベル紙を使用する場合は、事前に十分テストをして問題のないこ 
•フと を確認してください。 


用紙サイズおよび印字範囲 

「連続紙」 (105 ページ） の規格に準じますが、下記にラベル紙固有の条件を示します。 

用紙挿入方向 

介 


C ； 

() 

() 

() 


C ； 

〇 


■: r 


研 


印字範囲 




rr 




1 =- 


印字範囲 




〇 


、 R 4 〜 R 5 


() 

〇 

〇 

〇 

〇 


印字範囲 


印字範囲 



印字範囲 



() 

() 

() 

〇 

〇 

() 

() 

() 

() 

〇 


〇 

() 

〇 


単位 ： mm 


記号 

名称 

規格値 

A 

ラベル幅 

50mm 以上 

B 

ラベル長さ 

25mm 以上 

C 

ラベル禁止範囲 

6.35mm(1/4 インチ）以上 12.7mm(1/2 インチ）以上を推奨 

D 

ラベル禁止範囲 

用紙幅 304.4 mm( 12 インチ）のとぎ、 14.0 〜 22.2mm(1 1/2 〇〜 
7/8 インチ） 

用紙幅 279.4 mm( 11 インチ）のとき、 12.7 〜 22.2mm(1/2 〜 

7/8 インチ） 

E 

印字禁止範囲 

2.54mm 以上 

F 

印字禁止範囲 

2mm 以上 

G 

印字禁止範囲 

8.46mm(1/3 インチ）以上 

印字精度保証は 25.4mm(1 インチ）以上 


用紙連量 

ラペルは上質紙で連量 55 kg 、 厚さ 0.1 mm 以下。台紙ははくり紙で厚さ0.06〜 
0.08 mm 以下です。 

最大用紙厚さ 

0.2 mm 

粘着剤 

• はくり強度 10 g / インチ以上。 

• 直径 27 mm の円筒に巻き付けたとき、ラベルが台紙からはがれないこと。 

• 印字中や用紙走行中にラベルがはがれない状態に保たれた用紙を使用してくだ 
さい。 

粘着剤が表面にはみ出さないようにしてください。 



中畐/インチ （25.4 mm ) 



用紙規格および印字範囲 
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5 印刷します 


顧 


カツ 


カットはラペル（表面基紙）のみに入れてください。 

台紙の横ミシン目に対応するラペルのカットは、横ミシン目と同一とし、両端 
1〜 2 mm にはアンカット部を設けてください。 

ラベル上方の左右コーナ付近に 0.5 〜 1 mm 程度のアンカツト部を設けてくだ 
さい。 



ラベルのカス取りについて 

ラベルのカス取りは行わないでください。 

〔ラベルをはがしたときに残るラベル以外の部分（カス）が取り除かれていないこと〕 
下図のようにカス取りのしてあるラベル紙は、段差ができるため、使用禁止です。 


ラベル 


用紙規格および印字範囲 
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v\* ラベル紙と台紙の厚さは、合計 0.2mm 以下とします。ただし、ラべ 
ル紙および台紙の厚さはどちらも 0.1mm 以下とします。 

• 直径 27 mm の円筒にラベル紙を表にして巻き付けたとき、ラベル紙 
が台紙からめくれたり、はがれたりしないものを使用してください。 


ラベルの貼付強度 

次の条件でめくれないラベルを使用してくださし、。 



巻付ドラム径 

(J)27mm 

巻付角度 

180° 

巻付時間 

24時間 

周 H 温度 

40°C 

周 Sb 显度 

30% 


かすとり（ラベル以外の粘着シールをはぎ取ること）をしていない 
ラベル紙を使用してください。 

かすとりをしていないラベル紙 



かすとりをしているラベル紙（使用しないでくださし、） 
ラベル 


台紙 


ラベル 


ラベル 


ラベル 


ラベル 


ラベル ラベル 
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再生紙 


再生紙は製造メーカや紙質により特性が異なりますので、ご使用に際しては以下の 
注意事項をご確認の上ご使用ください。 

• 再生紙は紙粉が発生しやすいため、清掃を短い周期で行ってください。 

• 再生紙は湿度の影響を受けやすいため、高湿度での使用は避けてください。 

• 再生紙は用紙の引張強度や剛性が弱いため、用紙ジャム率、用紙スキュー、重 
送率等が増加します。 

• 再生紙は紙厚が厚くなる傾向がありますので、ホッパやカットシートフィーダ 
へのセツト枚数が減少します。 


宅配伝票 

宅配伝票を使用する場合の注意点を示します。 

• 用紙サイズおよび印字範囲は、連続紙および単票の規格に準じます。 




複写能力，印字精度は保証外です。 

厚さが不均一な伝票は、印字汚れやスキューの原因になりますの 
で使用しないでください。 


印字規格 

用紙の頭出し位置 

自動給紙したときの用紙上端から1行目中心までの位置精度。 


• 印字行の傾きは除く 
• 用紙セットが正確であること 

印字行の傾き 


HHH- 

-HHH 


改行精度 


- HHH 
- HHH 


- HHH 


HH 

HH 


HH 


B は40行間 


縦 I 3 卜線のずれ 


I 


単位 ： mm 


用紙 

A 

連続紙 

単紙（連量 55kg) 

±1 

その他の用紙 

±2 

単票 

単紙（連量 55kg) 

±1 

その他の用紙 

±2 


単位 ： mm 


用紙 

印字幅 

A 

連続紙 

260 

1.0 以下 

単票 

100 

1.0 以下 

郵便はがき 

100 

1.5 以下 


単位 ： mm 


用紙 

A=4.23 

B=165.1 

連続紙 

単紙 

±0.5 

±1.0 

複写紙 

±0.8 

- 

単票 

単紙 

±0.5 

±2.0 

郵便はがき 

±0.5 

- 


単位 ： mm 


印刷方向 

A 

片方向 

0.15 以下 

両方向 

0.3 以下 


用紙規格および印字範囲 


連続複写紙の層間ずれ 

5枚複写紙の1枚目と5枚目の印字ずれは 2 mm 以下 
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5 印刷します 




単票をセットします 


単票のセット 


1 電源スイッチを「〇 N 」 にします。 

1 連続紙がセツトされている場合は、印字済みの用紙を切り取って退避させる 
か排出してください。 

詳綳ま、 「連続紙の排出方法」 （126 ページ） を参照してください。 


D 単票の左端位置にシートガイドをセットします。 

^ • 目盛上の「▼」の位置が1文字目の中心になります。 

• シートガイドをステージ「0」マーク位置にすると、用紙左端より約 6 mm の 
位置から印字を開始します。はがきサイズはこの位置で使用してください。 

• 封筒を使用する場合は、フラップ部を折り返さずに使用してください。また、 
フラップ部への印字を避けるため、フラップの大きさに合わせてシートガ 
イドを調整してください。 




はがきサイズを使用するとき、 ステー ジ 「>」マー クより左へ移動 
して使用すると、斜めに吸入される場合があります。 



A 使用する用紙に合わせて用紙厚設定レバーのレンジ位置を合 
f わせます。 （「用紙の厚さに応じた調整方法」 (1 29ページ参照)） 


122 
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用紙は印字する面を表にして、左端をシートガイドに合わせ 
て、そのまま奥に軽く突き当たるまでまっすぐ差し込みます。 

約2秒後に単票が自動的に吸入されます。 （ メニューに設定された待ち時間 
に従って吸入されます） 

用紙がセットしにくい場合は用紙の後端を持ってまっすぐ差し込んでください。 



㉝ 


用紙を斜めにセットするとそのまま斜めに吸入されますので、シー 
トガイドに沿わせてまっすぐ差し込んでください。 

複写紙など厚い紙の場合は、自動的に吸入されるまで奥に軽く突き 
当ててください。 

複写紙または薄い紙の場合は、印字パターン(特に印字 Duty が高い 
場合）によっては、用紙下端が力ールし、排出時、折れやジャムが発 
生する場合があります。 

封筒はフラップ部を折り返さずに使用してください。また、封筒の 
フラップ部をシートガイドに強く突き当てると、用紙が斜めに吸入 
される原因になります。 

ちぎり伝票は、先端ののり付け部をきれいに取ってからご使用くだ 
さい。スキユー給紙不良の原因となります。 

単票を使用する場合はピントラクタカバーを閉じてください。ピン 
トラクタカバーが開いた状態で使用すると用紙ジャムが発生します。 



単票の排出方法 

単票がプリンタ内部に残っている場合は、次の手順で単票を排出します。 

i 「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 


2 


「改頁」スイッチを押します。 

用紙がテープルに自動的に排出されます。 


改頁 

微少送り 


用紙の長さが 297 mm ( A 4 サイズ縦方向）を超える用紙の場合、テ_ 
ブルから用紙が落ちることがあります。 



























5 印刷します 

連続紙をセッ 



卜します 



続 

紙 

を 

セ 


ヅ 


ま 

す 


連続紙のセット 


1 電源スイッチを「〇 N 」 にします。 

1 • 単票がセツトされていた場合は、用紙を排出します。 


〇 用紙切り替えレバーを連続紙「■」にセットします。 


ぐフ左側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、横方向の 
^印字位置を合わせます。位置を合わせたら、ロックレバー 
を押し下げて固定します。 



「◊」の位置が横方向の1文字目の中心になります。 


A 右側のピントラクタのロックレバーを引き上げ、連続紙の 
1 幅に合わせて移動します。 

シートガイドは、左右のピントラクタと等間隔に移動します。 


ピントラクタ 



5 左右のピントラクタカバーを開いて連続紙をセットし、ピ 
ントラクタカバーを閉じます。 



左右のスプロケット孔とスプロケットピンとの位置がずれないよう 
にしてく/こ e し、0 スプロケットピン 
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z ? 右側のピントラクタを連続紙の幅に合わせ、ロックレバー 
^て固定します。 

その際に、連続紙の張り過ぎやたるみ過ぎがないように注 
意してください。 



ックレバー 


7 


「口ード/退避」スイッチを押します。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプが点灯します。 


□-ド/退避 


f A 連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続紙を取り除 
v y 再度セットし直してください。 


nr®®L®x 

plL® f 】 

^l~ x 


〶 ® ㊣ 


連続紙の置き方 

• プリンタを置く机の高さは、 75 cm を目安にしてください。（①） 

• 連続紙は、用紙走行経路に沿って、プリンタと平行に置いてくだ 
さしヽ。左右方向のずれは、 3 cm 以内にしてください。（②） 

• プリンタの後部と机の縁を合わせてください。（③） 

• プリンタの後部は、壁から 60 cm 以上離してください。（④） 

@ 60 cm 以上 



上記の置き方をしない場合には、給紙不良や用紙 JAM が発生する 
ことがあります。 


連続紙をセツトします 
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2 連続紙をミシン目から切り取ります。 

連続紙 


いきおいよくカットすると、ミシン目以外から破れる場合があります。 

〇もう一度「用紙カット」スイッチを押します。 

^連続紙が元の位置に戻ります。 




5印刷します 
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連続紙の排出方法 

印刷が終わった連続紙は、次の手順で排出します。 

印刷済の連続紙を切り取るとき 


「印字可」ランプが点灯している状態で、「用紙カット」スイッ 
チを押します。 

連続紙がテーブル側に繰り出されます。 


用紙カット 


連続紙をセツ トします 
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用紙カット 





























連続紙を外すとき 


1 印刷済みの連続紙を切り取ります。 

1 前ページを参照してください。 


〇 「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

し 連続紙が元の位置に戻ります。 


〇「ロード/退避」スイッチを押します。 

リ連続紙の先端がピントラクタまで後退します。 


㉔ 


連続紙の後退量は最高558.8 mm(22 インチ）です。 

558.8mm(22 インチ）後退しても連続紙先端を検出しない場合は、 
その時点で後退動作を終了します。 

連続紙の最終ページのスプロケット孔がピントラクタのスプロ 


ケットピンから外れた状態で後退動作を行わないでください。用 
紙ジャムが発生します。 


ピントラクタカバーを開き、連続紙を外します。 

ピントラクタカバー 



ピントラクタカバーを元に戻します。 

ピントラクタの手前で連続紙のミシン目を切り取った場合は、残り 

^- J の連続紙はオフライン状態で「改頁」スイッチを押して排出してく 

ださい。 


連続紙 


ピントラクタ カバー 






































「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

単票がセットされている場合は、「改頁」スイッチまたは「□ード/退避」ス 
イッチを押して、用紙を排出してください。 


P 用紙切り替えレバーを連続紙「■」にセットします C 

用紙切り替えレバー 



〇連続紙をピントラクタにセット後、「口ード/退避」スイッ 
^チを押します。 

1行目印字位置まで連続紙が自動的に送られ、「印字可」ランプが点灯します。 


□ー ド/退避 


^ A 連続紙が途中でつまってしまったときは、つまった連続紙を取り除 
V ノ き、再度セットし直してください。 


「印字可」スイッチを押し、オフラインにします。 

連続紙がセットされている場合は、印字済みの用紙を切り取り、「口ード/退 
避」スイッチを押して退避させるが、「改頁」スイッチを押して排出してくだ 
さし、。 


〇 用紙切り替えレバーを単票「□」にセットします。 



3 


単票をテーブルにセットします。 

1行目印字位置まで単票が自動的に送られ、「印字可」ランプが点灯します。 


⑩ 


用紙を斜めにセットするとそのまま斜めに吸入されますので、シー 
トガイドに沿わせてまつすぐに差し込んでください。 



単票と連続紙の切り替え 

単票から連続紙への切り替え 連続紙から単票への切り替え 


単票と連続紙の切り替え 
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用紙の厚さに応じた調整方法 

このプリンタは、用紙の厚さに応じて印字へッドとプラテンとの間隔の調整を必要 
とします。用紙の種類および枚数に応じて、用紙厚設定レバーのレンジ位置を変え 
てください。 


次の表から使用する用紙の「最も厚い部分」の「レンジ値」を選びます。 


用紙種類 

レンジ値 


注 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

単 

紙 

連量45〜 70kg (52 〜 80g/m 2 ) 

〇 









連量70〜11 0kg (8 1〜1 27g/m 2 ) 


0 








連量110〜 135kg(128 〜 156g/m 2 ) 


〇 








はがき 



〇 







封筒 




〇 






複 

写 

紙 

連量45〜 70kg (52 〜 80g/m 2 ) 

〇 









連量70〜11 0kg (8 1〜1 27g/m 2 ) 


〇 








連量 34kg(40g/m 2 ) の裏カーボ 
ン紙または感圧紙 

2枚 


〇 








3枚 


〇 








4枚 



〇 







5枚 



〇 







6枚 




〇 







レンジ値 

注 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 


0.06 

0.13 

0.22 

0.31 

0.40 

0.49 

0.58 

0.67 

0.76 

用紙全体の厚さ (mm) 

1 

0.12 

0.21 

ど 

0.30 

0.39 

1 

0.48 

? 

0.57 

1 

0.66 

0.75 

0.84 


〶 ® ㊣ 


<g) 


レンジ値5〜9の印字は保証されません。 

用紙の厚さと異なったレンジ値で使用した場合、用紙送りおよび 
印字へッドに不具合を生じるおそれがあります。 

通帳の印字はしないでください。へツドピン折れ/リボン引掛け 
等の不具合を生じる原因となります。 

レンジ4(用紙厚 0.36mm) 以下の設定で印字を行ってください。 
レンジ5〜9も設定できますが、複写紙の印字品位が低下し、文 
字が判読できない場合があります。 


メモー般的なコピー紙 (70g/m 2 ) の用紙厚さは約 0.08mm です。 



用紙の厚さに応じた調整方法 
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Windows Vista の場合 

印刷条件の設定 

デノ くイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



<D 


①給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で「自動選択」を指 
定したとき、同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てないでくだ 
さい。 

同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てた場合、思い通りの給紙 
方法で給紙できない場合があります。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 



3¢!)印刷雜 圈 

1レイアウト|用紙ん□口質| 


トレイの逞祈 


|測受定 


—@ 

1 0K | |キゃンセル| 


②給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し •プリンタ設定 

• トラクタフィーダ • 自動選択（使用できません） 

•「手差し」を指定するときは、用紙切り替えレバーを単票 r □ 」にし 
てください。 

•「トラクタフィーダ」を指定するときは、プリンタの用紙切り替えレ 
バーを連続紙「国」にしてください。 

•プリンタの給紙方法の設定は5章の 「単票をセツトします」 または 「連 
続紙をセツトします」 を参照してください。 

実際の給紙方法は、プリンタの用紙切り替えレバーの 
設定が優先されます。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの用紙を排出してください。 




|プリンタドライバの設定 
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詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 


OKI MICROLINE 6300FB2 謀袖オプシヨ 




3- ^ 用紙/出力 

用纸サィズ: M - 
ヨ. .0 クラフィックス 

印刷品黄：180 x 180 dots i>er ir 


ヨ...為ドキュメントのオプション 
謀細な印刷機能：直劲 

シートごとのページレイアウト ： p I■から右方向 
-ハーフトー': 自動逞枳 
印刷の最適化 ： SM 
白洗プリンタの機能 

印刷品負: 莒 g 度(面方向 E D 苯) - 


-€) 


I [ キャン伽 I 


③用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」画面での設定より、 
アプリケーションソフトの用紙設定での設定内容が優先されます。 


④印刷品位 

印刷の品位を選択します。 


高速（片方向印字） 
高速（両方向印字） 
高密度（片方向印字) 
高密度（両方向印字) 
高複写（片方向印字) 
高複写（両方向印字) 


片方向で高速に印刷します。 

両方向で高速に印刷します。 

片方向で高密度に印刷します。 

両方向で高密度に印刷します。 

片方向で高複写モードで印刷します。 
両方向で高複写モードで印刷します。 


I高速（片方向印字）、高速（両方向印字）を選んだ場合、 ANK フォン 
卜は全て高速度 ANK で印刷されます。 


㉝ 


高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印 
字を行うため、高密度印字(通常印字)に比べ、文字が薄く 
見えます。 


カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 


コント□ールパネル ► プリンタ ナ] 「検索 




綠に入りリンク 

名前 ドキユメント 状藤 コメント 場所 » 

¢1ドキュメント 
£ビクチ v 

, OKI MICROLINE 6300FB2 

: i 僱芫了 


H 1 ミュージック 

® 最近の変更 

_ ノ〇■リック 

転(V) ► 

並べ替え (0) ► 

グル-穴転 (P) ► 

敢て転 (K) ► 

最新の情報に更新 (E) 

貼り付け (P) 

ショートカッ NDK り付け⑸ 

元に戻す-名前の変更 (U) Ctrl+Z 



彎管理者として実行 (R) ► 

プリンタの追加(の… 

プリンタの追加(卩)… 

サ-パーのブロパティ (T)." 

フォ从 A 

サ-パ-のプロパティ C0 … 

|~ 


_ブリントサーパーのプロパティ 


回 


斤—卜「ドライバ|詳細設定| 


用紙 (£): S0FT3-PC 


11111 lil^B ▲ 

10.1 x5 心 チ 

|則除 ( D ) | 

10.1x5 インチ 

105x5 インチ - 

1用_保存® | 


用紙名⑽ 110x5 心チ 


[□新し0用紙を作成す 5(0) 


用紙の説明(単位） 

単位： @ メー トル法㈤©ヤードポンド法 (£) 

用紙サイズ： 余白：_ 

25.40cm 左〇): 000cm 上⑴: 

高さ (H): 12.70 cm 一 右® 0100 cm ^ T(B)： 


j 匸 ] I 


❶『スタート』-『プリンタと FAX』 
-『ファイル』-『サーバのプロパ 
ティ』を選択します。 


©『用紙』タブで『新しい用紙を作 
成する』をチェックし、寸法を 
入力します。入力後、『用紙の保 
存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使 
用してください。 

『用紙規格および印字範囲』の範 
囲外で用紙サイズを作成しても 
プリンタドライバで選択するこ 
とはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して 
ください。 


(B) 


〇 S 側の設定が1/6イン 
チ単位のため、1/6インチ 
単位以外に設定した場合 
には実際の用紙サイズと 
〇 S 内部で管理している用 
紙サイズに差が生じます。 
そのため、思い通りの印 
刷結果が得られない場合 
があります。 

©作成した用紙が『用紙』一覧に 
表示されます。 


|プリンタドライバの設定 
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Windows Server 2003 /XP/ 2000 の場ム 


口 


印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 


全胺 I 共有|ポ~卜 I 詳細設定 I セキュリティデパイスの設定| 
豸給紙方法と用紙娜当て- 


手差し M 
トラクタフイイ : M 
フ U ン徽宏 M 


| キャンセル一適用⑻ 


■<D 


①給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で「自動選択」を指 
定したとき、同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てないでくだ 
さい。 

同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てた場合、思い通りの給紙 
方法で給紙できない場合があります。 


用紙/品質タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 



②給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し •プリンタ設定 

• トラクタフィーダ • 自動選択（使用できません） 

•「手差し」を指定するときは、用紙切り替えレバーを単票 r □ 」にし 
てください。 

•「トラクタフィーダ」を指定するときは、プリンタの用紙切り替えレ 
バーを連続紙「圍」にしてください。 

•プリンタの給紙方法の設定は5章の 「単票をセットします」 または 「連 
続紙をセットします」 を参照してください。 

実際の給紙方法は、プリンタの用紙切り替えレバーの 
V •ノ 設定が優先されます。 

•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの用紙を排出してください。 



プリンタドライバの設定 
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詳細オプション画面での設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示される「用紙 
/品質」タブまたは「レイアウト」タブにおいて「詳細設定」ボタンを押すことに 
より表示されます。 


ユ J2SJ 


：I MICROLINE 6300FB2 詳細なドキュメントの設定 


ヨ必用紙/出力 

用紙サイズ : P 
部駚 LSI 
D y グラフィックス 


印刷品質: 180 x 180 dots D ( 

B ドキュメントのオブシヨン 

詳細な印 
八ーフトーン:I 
印刷の最適化:有幼 
日為ブリンタの機能 

印刷品質: 高密度(兩方向印字) 


な印刷繼有幼 
7K-V： 白射1设祈 


キゃンセル^ 


< 3 ) 


■€) 


③用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•アプリケーションによっては、「詳細オプション」画面での設定より、 
アプリケーションソフトの用紙設定での設定内容が優先されます。 


④印刷品位 

印刷の品位を選択します。 


高速（片方向印字） 
高速（両方向印字） 
高密度（片方向印字) 
高密度（両方向印字) 
高複写（片方向印字) 
高複写（両方向印字) 


片方向で高速に印刷します。 

両方向で高速に印刷します。 

片方向で高密度に印刷します。 

両方向で高密度に印刷します。 

片方向で高複写モードで印刷します。 
両方向で高複写モードで印刷します。 


I高速（片方向印字）、高速（両方向印字）を選んだ場合、 ANK フォン 
卜は全て高速度 ANK で印刷されます。 

高速印字では、文字パターンのドツトを間引き、高速で印 
1 字を行うため、高密度印字(通常印字)に比べ、文字が薄く 
見えます。 


カスタム用紙サイズの設定 

任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



❶『スタート』-『プリンタと FAX』 
-『ファイル』-『サーバのプロパ 
ティ』を選択します。 


©『用紙』タブで『新しい用紙を作 
成する』をチェックし、寸法を 
入力します。入力後、『用紙の保 
存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使 
用してください。 

『用紙規格および印字範囲』の範 
囲外で用紙サイズを作成しても 
プリンタドライバで選択するこ 
とはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して 
ください。 


(B) 


〇 S 側の設定が1/6イン 
チ単位のため、1/6インチ 
単位以外に設定した場合 
には実際の用紙サイズと 
〇 S 内部で管理している用 
紙サイズに差が生じます。 
そのため、思い通りの印 
刷結果が得られない場合 
があります。 


©作成した用紙が『用紙』一覧に 
表示されます。 


|プリンタドライバの設定 


133 



































































WindowsMe/98/95 の場ム 


口 


使用する用紙サイズなどの設定は、『プリンタ』ウィンドウからプリンタアイコンを 
クリックし、『プリンタ』メニューの『プロパティ』で設定します。 


用紙タブでの設定 


^JxJ 

全胺I詳細用紙•ラフィックスIデパイスオブ ション I 
用紙サイズ©: A4 (210 x 297 mm) 

H o e e n □ 01| 

A4 桷 A5 A5 桷 A6 A6 桷 B4 (JIS) 

Jj 


0 


fX ] rmio 


給紙方法©: 「手差し 


余白の編集 ( u ) . j 


-€) 


既定 m (こ戻す (£) | 


OK 


①用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

•特別な用紙サイズを使ラ場合、ユーザー定義サイズを選択し、用紙の 
幅と長さを設定します。「用紙規格および印字範囲」の範囲で使用し 
てください。 

•用紙の長さは1/6インチ単位で設定してください。 


⑩ 


〇 S 側の設定が1/6インチ単位 
のため、1/6インチ単位以外に 
設定した場合には実際の用紙サ 
イズと〇 S 内部で管理している 
用紙サイズに差が生じます。そ 
のため、思い通りの印刷結果が 
得られない場合があります。 


【ユーザー定義サイズダイアログ】 




|プリンタドライバの設定 
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複数のユーザ定義サイズの用紙を使いた 
い場合、プリンタドライバをユーザ定義 
サイズごとにインスIルしてください。 
ドライバの名前にサイズ名を指定すれば、 
ドライバの切り替えで使用できます。 


-!□! x| 

ファイル ( e ) 編集迄）表示秘 > y \ W ^ 

3[ブリンタの追加 i 

^6300 FB2 4X11 インチ 
含 6300 FB2 5XIIインチ 
诊6300 FB2 6X11 インチ 


F 個のオプジ I クト 


給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し 
• トラクタ 
• プリンタ設定 

•「手差し」を指定するときは、用紙切り替えレバーを単票 r □ 」にし 
てください。 

•「トラクタ」を指定するときは、プリンタの用紙切り替えレバーを連 
続紙「国」にしてください。 

•プリンタの給紙方法の設定は5章の「単票をセツトします」または「連 
続紙をセツトします」を参照してください。 


㊃ 


実際の給紙方法は、プリンタの用紙切り替えレバーの設 
定が優先されます。 


•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの用紙を排出してください。 
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デバイスオプションタブでの設定 



③印刷品質 

印刷の品位を選択します。 
• 高速（片方向印字） 

• 高速（両方向印字） 

• 高密度（片方向印字） 

• 高密度（両方向印字） 

• 高複写（片方向印字） 

• 高複写（両方向印字） 


片方向で高速に印刷します。 

両方向で高速に印刷します。 

片方向で高密度に印刷します。 

両方向で高密度に印刷します。 

片方向で高複写モードで印刷します。 
両方向で高複写モードで印刷します。 


I高速（片方向印字）、高速（両方向印字）を選んだ場合、 ANK フォン 
卜は全て高速度 ANK で印刷されます。 


㉞ 


高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印 
字を行うため、高密度印字(通常印字）に比べ、文字が薄く 
見えます。 


WindowsNT4.0 の場ム 


口 


印刷条件の設定 

デバイスの設定タブでの設定 

このタブは、プリンタのプロパティで表示されます。 



①給紙方法と用紙の割り当て 

給紙方法に対して、用紙を割り当てます。給紙方法で「自動選択」を指 
定したとき、同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てないでくだ 
さい。 

同ーサイズの用紙を複数の給紙方法に割り当てた場合、思い通りの給紙 
方法で給紙できない場合があります。 


|プリンタドライバの設定 
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5 印刷します 



ページ設定タブでの設定 

このタブは、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 



I 


② 用紙サイズ 

用紙サイズを選択します。 

③ 給紙方法 

給紙方法を選択します。 

•手差し •プリンタ設定 

• トラクタフィーダ • 自動選択（使用できません） 

•「手差し」を指定するときは、用紙切り替えレバーを単票 r □ 」にし 
てください。 

•「トラクタフィーダ」を指定するときは、プリンタの用紙切り替えレ 
バーを連続紙「国」にしてください。 

•プリンタの給紙方法の設定は5章の 「単票をセツトします」 または 「連 
続紙をセツトします」 を参照してください。 




実際の給紙方法は、プリンタの用紙切り替えレバーの 
設定が優先されます。 


•給紙方法を切り替えるときは、印刷済みの用紙を排出してください。 


詳細タブでの設定 

この画面は、アプリケーションソフト内のプリンタプロパティで表示されます。 





④印刷品位 

印刷の品位を選択します。 

• 高速（片方向印字）：片方向で高速に印刷します。 

• 高速（両方向印字）：両方向で高速に印刷します。 

• 高密度（片方向印字）：片方向で高密度に印刷します。 

• 高密度（両方向印字）：両方向で高密度に印刷します。 

• 高複写（片方向印字）：片方向で高複写モードで印刷します。 

• 高複写（両方向印字）：両方向で高複写モードで印刷します。 

•高速（片方向印字）、高速（両方向印字）を選んだ場合、 ANK フォン 
卜は全て高速度 ANK で印刷されます。 

/；+ A 高速印字では、文字パターンのドットを間引き、高速で印 
字を行うため、高密度印字(通常印字)に比べ、文字が薄く 
見えます。 
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カスタム用紙サイズの設定 


任意のサイズの用紙を使用するには、次の手順で用紙を作成します。 



❶『マイコンピュータ』-『プリンタ』 
-『ファイル』-『サーバのプロパ 
ティ』を選択します。 



© 『用紙』タブで『新しい用紙を作 
成する』をチェックし、寸法を 
入力します。入力後、『用紙の保 
存』をクリックします。「用紙規 
格および印字範囲」の範囲で使 
用してください。 

『用紙規格および印字範囲』の範 
囲外で用紙サイズを作成しても 
プリンタドライバで選択するこ 
とはできません。 

•高さは1/6インチ単位で設定して 
ください。 


⑩ 


〇 S 側の設定が1/6イン 
チ単位のため、1/6インチ 
単位以外に設定した場合 


には実際の用紙サイズと 


〇 S 内部で管理している用 
紙サイズに差が生じます。 
そのため、思い通りの印 
刷結果が得られない場合 
があります。 


©作成した用紙が『用紙』一覧に 
表示されます。 



プリンタフオントについて 

• 本機種においては、〔明朝〕、〔明朝(内蔵)〕、〔明朝倍角〕、〔明朝(内蔵)倍角〕、 
〔Courier〕 、〔〇 CR-B〕 、 〔Roman〕 、 〔SansSerif〕 、 〔Draft〕 の9種類のプリンタフォ 
ントを搭載しています。 

• プリンタフォントを指定した場合、 Windows 画面上にはプリンタフォントに 
近いフォントが表示されます。そのため、印刷結果が Windows 画面と一致し 
ないことがあります。 

• 〔明朝〕と〔明朝(内蔵)〕、〔明朝倍角〕と〔明朝(内蔵)倍角〕はそれぞれ同じ 
字体となります。通常は、〔明朝〕または〔明朝倍角〕を指定してください。 

• 〔明朝倍角〕、〔明朝(内蔵)倍角〕は〔明朝〕の横2倍となります。4倍角（〔明朝〕 
の縦横2倍）の指定はできません。 

• レイアウトタブの印刷の向きで『横』を指定するとプリンタフォントは TrueType 
等のフォントに変換されて印刷されます。 

横向きでお使いの場合は、あらかじめ TrueType 等のフォントを指定すること 
をお勧めします。 


|プリンタドライバの設定 


137 






















































5 印刷します 



印刷します 


印刷手順 

1. 用紙をセットします。 

2. アブリケーシヨンを起動します。 

3. プリンタドライバで「用紙サイズ」、「給紙方法」を選択し、印刷します。 

ここでは、 Windows Vista に添付のワードパッドを例に、基本的な印刷手順につい 
て説明します。印刷の手順はお使いのアプリケーションソフトによって異なります。 
詳細は各アプリケーションソフトの取扱説明書を参照してください。 


〇ワードパッドを起動します。 

• Windows の[スタート]ボタンをクリックし、[プログラム](または[すべて 
のプログラム])に力ーソルを合わせ、さらに[アクセサリ]に力ーソルを合わせ、 
[ワードパッド]をクリックするとワードパッドが起動します。 

• すでに存在するファイルを印刷する場合は、そのファイルをダブルクリックし 
て、アプリケーションソフトを起動し、©に進みます。 

©[ファイル]メニューがら[ページ設定]を選択します。 

このダイアログで印刷する用紙のサイズや余白などについて設定します。 



©印刷する用紙サイズや余白、印刷の向きについて設定して、[〇 K] ボタンをク 
リックします。 



❹印刷するデータを作成します。 

©[ファイル]メニューから[印刷]をクリックします。 
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® @ © © ® @ 


©お使いの機種が選択されていることを確認し、[詳細設定]ボタンをクリックし 
ます。 


_印刷 

||wl 


圖 


ブリンタの逞択 

麻 OKI MICROUNE 6300FB2 


ページ範囲 
承寸 ベて 0) 

'逞折した部分 (D 


:£)( 匚 _15飾）|) 


©ページ指定 (0): 1-65535 

ジ 獅のみを 入力し 


mm 1 ~ g 

□部単位で.印刷 (0) — 


匚 印刷 (P) 〕 Iキゃン也レ I Q 


©各項目を設定して[〇 K ] ボタンをクリックします。 
( 「プリンタドライバの設定」 （13 ◦ベージ )） 



OKI MICROLINE 6300FB2 謀轴オプション 


回 


m OKI MICROLINE 6300 FB2 詳班なドキユメントの設定 
白“^?!用紙/出力 

A4 ▼ 

申... @クラフィックス 

•I -印刷品負：180 x 180 dots per inch 

古.. 备ドキュメントのオプション 
謀細な印刷機能 ： sm 

シー ト ごとのページレイアウト： p 卜から右方向 
ノ フトーン： 自動逞択 
印刷の最適化：直动 
日.. 光プリンタの機能 

•••••••••• 印刷品黄： g®if ( 面方向印 苹) 


I I キ v > b レ I 


㉜ 


m 印刷設定 


画 


Iレイアウト/用紙/品質 ] _ 

トレイの逞折 
給紙方法⑸： 


1詳細設定(玖 "1 


1 1トンセル I 


[用紙サイズ]はアプリケーションソフトで設定した用紙サイズと合わ 
せます。 


®[0 K ] ボタンをクリックします。 


_印刷 


POKI MICROLINE 6300 FB2 


状態： 
塌所： 
コメント： 


部数 (0): 




ページ範固 
②す ベて 0) 

0逞折した部分 (D 〇 現在のページ 0!) 

ペ-ジ 指定 (0): T ^65535 ^ □部単位で印刷⑼ 

またはページ範囫のみを入力し _ "^|3| 


h i ^sm 


[l 


印刷データがプリンタに送られ、印刷が始まります。 


印刷します 
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5 印刷します 



DOS 環境で使用します 


市販のアプリケーションソフトウェアのほとんどのものに、使用するプリンタを選 
択する項目があります。 

印刷する前に、以下の優先順位に従って選択します。 


優先順位 

プリンタ名 

1 

MICROLINE 6300FB2 

2 

ESC/P 24-J84 

3 

VP- 1000/3000 

4 

ESC/P 24-J83 

5 

VP135K/130K 



プリンタの選択方法は、それぞれのアプリケーシヨンソフトウェ 
アにより異なります。具体的な選択方法は、アプリケーシヨンソ 
フトウェアのマニュアルを参照してください。 

アプリケーシヨンソフトウェアによっては、正常に印字が行えな 
い場合や、印字結果が異なる場合があります。 

アプリケーションソフトウェアによっては、本プリンタの機能の 
—部がサボートされていない場合があります。 
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6 プリンタの設定項目について 
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プリンタのメニュー設定. 












現在の設定を確認します 


ここでは、不揮発性メモリ内に格納されているメニュー情報の確認方法について説 
明します。 

メニューの内容の印字には、 A4 サイズ以上の単票の縦置き、または10インチ幅の 
連続紙を使用します。 

ここでは、 A4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、設定内容の確認方法を 
説明します。 

「メニュー設定ユーティリティ」を使用して、コンピュータ上から設定を確認するこ 
ともできます。詳しくは、「1章 Windows ソフトウェア」(応用編)をご参照ください。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇「改頁」スイッチを押しながら、電源スイッチを「〇 N 」 に 
し します。 

印字へッドが動き始めたらスイッチがら指を離します。 


改頁 
微少送り 



3 


単票をテーブルにセットします。 

単票が自動的に吸入され、「メニュープリント」と印字されます。 


4 


「印字可」スイッチを押します。 

現在設定されているメニューのすべての項目と設定値が印字されます。 


印字可 


5 


印字へッドが止まったら、 「 TOF セット」スイッチを押します。 

「メニュープリント終了」と印字され、単票が排出されます。 


TOF セット（一時） 
TOF セット（恒久） 
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機能メニュー項目一覧 

本プリンタで変更できる項目には、次のようなものがあります。 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項 目 

機肯巨 

設定値 

1 

受信バッファ選択 

受信バッファ (64 K ) を使用するか、し 

使用する 



ないかを選択します。 

使用しない 

2 

コード表 

ANK 文字コード表を選択します。 

拡張グラフィックス 




カタカナ 

3 

ページ長設定モード 

ページ長を設定するモードを選択し 

選択モード 



ます。 

行数モード 

4 

ページ長選択 

ページ長を選択します。 

279.4 mm ( 11インチ） 



項番3の r ぺージ長設定モード」で「選 

304.8 mm (1 2インチ) 



択モード」を選択した場合に本設定 

55.9 mm (2 1/5インチ） 



が有効となります。 

69.9 mm (2 3/4インチ) 
82.6 mm (3 1/4インチ） 
101.6 mm (4 インチ） 
209.6 mm (8 1/4インチ） 

5 

ページ長行数 

ページ長を行数単位で選択します。 

1 (4.2 mm ) 



行数は 4.23 mm (6 LPI ) 単位です。 

2(8.5 mm ) 



1〜400行まで設定可能です。 

\ 



「メニュー設定ユーティリティ」では 

66(279_4 mm ) 



1〜255行までの設定が可能です。 
項番3「ページ長設定モード」で「行 

\ 

399( 1689.1 mm ) 



数モード」を選択した場合に本設定 
が有効となります。 

400( 1693.3 mm ) 

6 

ミシン目スキップ設定 

ミシン目スキップ長を選択します。 

なし 




25 4 mm (1 インチ） 

7 

文字品位設定 

ANK 文字品位の設定を選択します。 

LQ (高品位） 




トラフト 

8 

オート CR 

CR コード受信時の動作を選択しま 

CR 



す。 

CR+LF 

9 

手挿入給紙待ち時間 

単票手差し時の用紙給紙待ち状態 

〇 .5 秒 



で、用紙をテーブルにセットしてか 

1.0 秒 



ら給紙動作を行ラまでの給紙待ち時 

2_〇秒 



間を選択します。 


10 

単票モード時の FF コー 

単票モード時での FF コードの機能 

改頁 


ド' 

を選択します。 

排出 


〶 ® ㊣ 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項 目 

機肯巨 

設定値 

11 

単票ボトム検出時の排 

単票モードでのボトム検出時の排出 

自動排出 


出条件 

条件を選択します。 

FF コード 

12 

単票頭出し位置 

単票給紙時の頭出し基準位置を選択 

2.12 mm (1/12 インチ） 



します。（第1文字目文字中心まで。 
ただし、 8.47 mm は第1行目文字の 
先端まで。） 

ユーザ指定位置は、一文字目印字位 
置の恒久的な設定を行った場合、印 
字されます。 

3.18 mm (1/8 インチ） 
4.23 mm (2/12 インチ） 
6.35 mm (3/12 インチ） 

7.62 mm (3/ 10インチ） 
8.47 mm (4/12 インチ） 
10.58 mm (5/12 インチ） 
12.7 mm (6/12 インチ） 
14.82 mm (7/12 インチ） 
16.93 mm (8/12 インチ） 
19.05 mm (9/12 インチ） 
21.17_ (10/12 インチ） 
23_28_ (11/12 インチ） 
25.4 mm (12/12 インチ） 
27.52_ (13/12 インチ） 
ユーザ指定位置 

13 

単票頭出し位置補正 

単票時の頭出し基準位置に対する補 
正値を選択します。 

1/60インチ単位で十の場合は用紙 
の末端方向へ、一の場合は先端方向 
へ移動します。 

工場出荷時の設定は〇 
1/60インチ単位で± 7 
まで補正が^能です。 

14 

帳票頭出し位置 

帳票給紙時の頭出し基準位置を選択 

2.12 mm (1/12 インチ） 


珍 

します。（第1文字目文字中心まで。 
ただし、 8.47 mm は第1行目文字の 
先端まで。） 

ユーザ指定位置は、一文字目印字位 
置の恒久的な設定を行った場合、印 
字されます。 

3.18 mm (1/8 インチ） 
4.23 mm (2/12 インチ） 
6.35 mm (3/12 インチ） 

7.62 mm (3/ 10インチ） 
8.47 mm (4/12 インチ） 
10.58 mm (5/12 インチ） 
12.7 mm (6/12 インチ） 
14.82 mm (7/12 インチ） 
16.93 mm (8/12 インチ） 
19.05 mm (9/12 インチ） 
21.17_ (10/12 インチ） 
23_28_ (11/12 インチ） 
25.4 mm (12/12 インチ） 
27.52_ (13/12 インチ） 
ユーザ指定位置 
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6 プリンタの設定項目について 


© 還 © ② ® ㈣ 


網かけ部は工場出荷時の設定 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機肯巨 

設定値 

15 

帳票頭出し位置補正 

帳票時の頭出し基準位置に対する補 

工場出荷時の設定は〇 



正値を選択します。 

1/60インチ単位で± 7 



1/60インチ単位で十の場合は用紙 
の末端方向へ、一の場合は先端方向 
へ移動します。 

まで補正が可能です。 

16 

印字幅 

1行の最大印字桁を選択します。 

80桁 




106桁 

17 

ゼ□フォント字体 

30 H ANK コード受信時の印字フォ 

0 (スラッシュ無し） 



ントパターンを選択します。 

0 (スラッシュ有り） 

18 

単票 PE 出力 

単票モード時、用紙終了(未給紙状態） 

PE 出力あり 



を検出したとき、ペーパエンド出力を 

PE 出力なし 



行ラか、行わないかを選択します。 


19 

単票自動排出位置 

単票使用時の排出検出位置を選択し 

3.18 mm 



ます。 

6.35 mm 



(用紙の下端からの距離） 

14.8 mm 

20 

帳票 PE 位置 

帳票リア PUSH トラクタのべーバエ 

3.18 mm 



ンド位置を選択します。 

b .35 mm 



(用紙下端から文字中心までの距離） 


21 

縦2倍拡張時の印字方 

行内に縦2倍拡張印字データが存在 

両方向 


向 

するときの印字方向を選択します。 

片方向 

22 

電源投入時の漢字モー 

電源投入時の漢字モードの設定/解 

設定 


ド設定 

除を選択します。 

解除 



^本項目は電源投入時のみ適用さ、 
れ、 I - PRIME 受信時は適用され 
(ません。 ノ 


23 

電源投入時の用紙位置 

電源投入時に用紙がある場合の用紙 

印字位置 



位置を選択します。 

(帳票モード時のみ有効） 

カット位 irf 

24 

帳票カツト位置 

帳票カット位置を選択します。 

カット位置1 



カット位置1:ステージ先端 

カット位置2 



カット位置2:ミドルカバー 
「帳票カット位置」が「カット位置1」 
の場合、「カット位置2」に対し4イ 
ンチプラスしてアップします。 


25 

帳票カツト位置補正 

帳票の用紙カット動作時のカット位 

工場出荷時の設定は〇 



置に対する補正値を選択します。 

1/90インチ単位で± 7 



(単位は1/90インチ単位） 

まで補正が可能です。 


項番 

項目 

機肯巨 

設定値 

26 

帳票カツト機能 

帳票のミシン目カット位置への送り 

手動 



出し方法の手動/自動の場合の送り 

自動（0.5秒） 



出し時間を選択します。 

自動 (1.0#) 



手動：用紙カットスイッチ押下時に 
カット UP 動作を行います。 

自動：設定された一定時間後に自動 

自動 （2.0 秒） 



的にカット UP 動作を行います。 


27 

ANK 書体 

ANK 書体を選択します。 

□ーマン 



ANK 書体選択コマンドによって書 

クーリエ 



体が指定された場合はそれに従いま 

サンセリフ 



す。 

OCR-B 

28 

片方向印字コマンド 

片方向印字設定コマンドの有効/無 

有効 



効を選択します。 

無効 

29 

単票改行量補正 

単票給紙後の LF ピッチを補正しま 

工場出荷時の設定は〇 



す。 

土14まで補正が可能 
です。 

30 

帳票改行量補正 

帳票に対する改行量を補正します。 

工場出荷時の設定は〇 
±2まで補正が可能で 
す。 

31 

パワーセーブモード 

パワーセーブモードを有効にするか、 

有効 



無効にするかを選択します。 

無効 

32 

パワーセーブ時間 

パワーセーブモード有効時、パワー 

5分 



セーブへ移行するまでのアイドル時 

10 分 



間を選択します。 

15分 




30分 




60分 

33 

電源投入時の印字モー 

電源投入時の印字モードの設定状態 

通常 


ド状態 

を選択します。 

高速 



p 刀期化コマンド等、 I-PRIME •電、 
源投入以外のイニシャル時には 

V 本項目を参照しません。 J 

高複写 

34 

印字モード設定 

印字モードの変更をコマンド優先に 

コマンド優先 



するかスイッチ優先にするかを選択 
します。 

設定値がスイッチ優先の場合： 

スイッチ優先 



漢字高速指定コマンド ： FS x Pn 
印字モード設定コマンド ： ESC 1 
15 H のコマンドをコマンドシーケ 
ンス単位で受け捨てます。 
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網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機肯巨 

設定値 

35 

双方向 I/F 

EEE 1284 双方向インタフ: l — スの 

有効 



有効/無効を選択します。 

無効 

36 

I/F 信号タイミング 

パラレルインタフェースの ACK と 

A-B 



BUSY のタイミングを設定します。 

A - B-A 

37 

AUTO FEED XT 信号機 

AUTO FEED XT 信号の有効/無効 

有効 


能 

を選択します。 

無効 

38 

DC 1/ DC 3 

DC 1 と DC 3 コードの有効/無効を 

有効 



選択します。 

無効 

39 

I-PRIME 信号 

I-PRIME 信号の有効無効を選択しま 

有効 



す。 

無効 

40 

連続 I-PRIME 

I-PRIME 信号をデータ受信やスイッ 

有効 



チ操作がない状態で連続的に受信し 
た場合の処理を選択します。 

有効： I-PRIME 受信時は、必ず初期 
化動作を行います。 

無効： I-PRIME 信号を連続で受信し 
た場合、初期化動作を一度のみ行 
います。ただし、パワーセーブ中 
を除きます。 

無効 

41 

水平印字位置補正 
(高速 3) 

リバース方向印字時の印字開始基準 
位置に対する補正値です。 

スイッチにより1/720インチ単位で 
左右に移動します。 

工場出荷時の設定は〇 
1/720インチ単位で 
±10まで補正が可能 
です。 

42 

水平印字位置補正 
(高速 2) 

リバース方向印字時の印字開始基準 
位置に対する補正値です。 

スイッチにより1/720インチ単位で 
左右に移動します。 

工場出荷時の設定は〇 
1/720インチ単位で 
±10まで補正が可能 
です。 

43 

水平印字位置補正 
(高速》 

リバース方向印字時の印字開始基準 
位置に対する補正値です。 

スイッチにより1/720インチ単位で 
左右に移動します。 

工場出荷時の設定は〇 
1/720インチ単位で 
±10まで補正が可能 
です。 

44 

水平印字位置補正 
(通常） 

リバース方向印字時の印字開始基準 
位置に対する補正値です。 

スイッチにより1/720インチ単位で 
左右に移動します。 

工場出荷時の設定は〇 
1/720インチ単位で 
±10まで補正が可能 
です。 
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# • 頭出し位置は用紙の種類によって土 2 mm 程度の誤差が生じることがあります。 

設定値（初期値 6.35 mm (1/4 インチ)）に合わせる場合は、頭出し位置補正（調 
整モード設定）で修正してください。 

• 頭出し位置補正については工場出荷時に 55 kg 紙媒体にて適正値に調整してあ 
ります。 

• 2.12 mm (1/12 インチ）、 3.18 mm (1/8 インチ）、 4.23 mm (3/12 インチ）に設定 
はできますが、印字品質は保証されません。 

2.12 mm (1/12 インチ）から用紙幅全域に印字した場合、用紙の角めくれ、折 
れや紙づまりが発生する場合があります。 

I / F タイミングの “ A - B - A ” と “ A - B ” の意味は、下図によります。 

「 A - B - A 」 の場合、 I / F 信号 ACKNLG ， BUSY の関係は以下のとおりです。 


BUSY 


ACKNLG 


(typ) 


(typ) 


1 5^i 1 5(1 1 

「 A - B 」 の場合、 I / F 信号 ACKNLG ， BUSY の関係は以下のとおりです。 


BUSY 


(typ) 


2.5\i 


(注） 


( 注 ） BUSY OFF と ACK OFF のタイミングの差は MIN Osec です。 

「ページ長行数」項目選択中は、「□_ド/退避」スイッチを押しながら「印字可」 
スイッチを押すと、プラス方向へ50の倍数で更新され、「□ー ド/退避」スイッ 
チを押しながら「機能切替」スイッチを押すと、マイナス方向へ50の倍数で更 
新されます。 

また「□—ド/退避」と「印字可」スイッチ、または「□—ド/退避」と「機能切替」 
スイッチをそのまま押し続けると、連続的に設定値が更新されます。 

珍珍珍珍 ぺージ長を 25.4 mm 以下に設定した場合、「ミシン目スキップ設定」を 「25.4 mm 
(1 インチ）」に設定しても、ミシン目スキップは 0 mm が設定されます。 


|プリンタのメニユ—設定 
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6 プリンタの設定項目について 



シリアルインタ フエー スメニュー項目一覧 


網かけ部は工場出荷時の設定 


項番 

項目 

機有巨 

設定値 

1 

パリティ設定 珍 

パリティを設定します。 

パリティなし 
奇数パリティ 
偶数パリティ 

2 

データビット長設定^# 

データビット長を設定します。 

8ビット 

7ビット 

3 

プロトコル設定 

プロトコルを選択します。 

X - ON / X-OFF 

4 

自己診断テスト 

RS -232 C I / F 信号の入力-出力診断 
実行を選択します。 

B — 

実行する 

5 

BUSY ライン設定 

BUSY ラインを設定します。 

SSD - 

SSD + 

DTR 

RTS 

6 

ボーレート設定 

伝送速度を設定します。 

9600 BPS 

4800 BPS 

2400 BPS 

1200 BPS 

600 BPS 

300 BPS 

19200 BPS 

7 

DSR 信号設定 

DSR 信号を設定します。 

有効 

無効 

8 

DTR 信号設定 

DTR 信号を設定します。 

パワーオン固定 

SELECT / DESEL 

切り替え 

9 

BUSY 時間設定 

最少 BUSY 時間を設定します。 

0.2 秒 

1_〇秒 




ストップビット長は1ビット以上です。 

本メニユー項目は、 RS232C ボードが接続されているときのみ印 
刷されます。 

本メニュー設定内容は、ホストコンピュータの設定に合わせてく 
ださい。 


ホストコンピュータの設定方法は、ホストコンピュータの マニ ュ 
アルを参照してください。 

本メニューを開始するためには、「改頁」+「口ード/退避」スイッ 
チを押下しながら電源スイッチを 「ON」 します。 

設定を変更する場合は、「設定を変更します」を参照してくださしヽ。 
「メニュー設定ユーティリティ」で設定の変更はできません。 


，「データビット長設定」が「7ビット」のとき、「パリティ設定」を「パリティ 
なし」に設定した場合、プリンタの印字動作は保証されません。 
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設定を変更します 


メニューの 設定内容を変更するには、 A4 サイズ以上の単票の縦置き、または1〇イ 
ンチ幅の連続紙を使用します。 

ここでは、 A4 サイズの単票を使用する場合を例にとって、設定変更方法を説明し 
ます。 

「メニュー設定ユーティリティ」を使用して、コンピュータ上から設定を変更するこ 
ともできます。詳しくは、「1章 Windows ソフトウェア」(応用編)をご参照ください。 


△注意 


ケガをする恐れがあります。 


益 



電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「改頁」スイッチを押しながら、電源スイッチを「〇 N 」 します c 

印字へッドが動きだしたらスイッチから指を離します。 


改頁 
微少送り 



3 

4 


単票をテーブルにセットします。 

単票が自動的に吸入され、「メニュープリント」と印字されます。 

「改頁」スイッチまたは「改行」スイッチを押して、設定を 
変更したい項目を印字させます。 


「改頁」スイッチを押すたびに設定項目が順送りで印字され、「改行」 
^-^スイッチを押すたびに、逆送りで印字されます。 


改頁 

微少送り 


または 


改行 

微少逆送り 


5 


変更したい項目が印字されたら、「印字可」スイッチまたは 
「機能切替」スイッチを押して、変更したい設定値を印字さ 
せます。 


f メモ 「印字可」スイッチを押すたびに設定値が順送りで印字され、「機能 
^— J 切替」スイッチを押すたびに設定値が逆送りで印字されます。 


印字可 


または 


機能切替 


6 


さらに変更したい項目があれば、手順4,5を繰り返します。 































































7 


「 TOF セット」スイッチを押して、メニューの設定変更を終了 
します。 

スイッチを押すと「メニュープリント終了」と印字されます。 

それぞれの項目は、最後に印字された設定値がプリンタに記憶されます。 


TOF セット（一時） 
TOF セット（恒久） 


㊃. 


メニューの設定変更時は、操作パネルのスイッチの機能が通常と 
異なります。 

メニューの設定変更中に用紙終了になったときは、新しい用紙を 
セットしてくださしヽ。設定変更が続行されます。 

「T 〇 F セット」スイッチを押し、「メニュープリント終了」と印字す 
る前に電源スイッチを 「OFF」 にしたときは、設定値は変更されま 
せん。 


設疋を初期化します 

全てのメニューの設定値を、初期の状態に戻すことができます。 


⑩ 


メニュー項目のうち、補正に関する項目は初期化されません。 
シリアルインタフエースメニュー項目 （146 ぺージ） の設定値も初 
期化されません。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


2 


「印字可」+「機能切替」スイッチを押しながら、電源スイッ 
チを 「 ON 」 にします。 

印字へッドが動き始めたら、スイッチから指を離します。 


印字可 


機能切替 
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7 メンテナンスをします 


リボンカートリツジを交換します . 150 

インクリボンを交換します . 152 

プリンタのお手入れをします . 155 

プリンタ内部を清掃します . 156 















印字が薄くなったときには、次の手順でリボンカートリツジを交換してください。 


△注意 


やけどの恐れがあります c 


A 


2 


印字直後は印字へツドが高温になっています。 

印字へツドにさわらないでください。 

リボンカートリッジの交換は、印字へッドの温度が下がってから行っ 
てください。 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


用紙厚設定レバーを「リボン交換」 （10 レンジ）にした後、 
アクセスカバーの右の手掛け部を持って トッ プカバーを開 
きます。 

用紙厚設定レバーを「リボン交換」 （10 レンジ）にすることにより、 
リボンが取り外しやすくなります。 

アクセスカバー 



△注意 


ケガをする恐 
れがあります。 


A 


電源を入れたままでカバーを開けて、 
リボンカートリツジの交換をしないで 
ください0 

プリンタが突然動き出し、ケガをする 
恐れがあります。 



用紙厚設定 
レバー 


3 


キャリツジをリボン交換位置のカバー切り欠き部へ移動さ 
せます。 




△注意 


やけどの恐れ 
があります。 


A 


キャリッジ 


(印字ヘッド） 


カバー切り欠き部 


印字直後は印字へッドが高温になっ 
ていますので、印字ヘッドやその周 
辺にさわらないでください。 

リボンカートリッジの取り付けは、 
印字へッドの温度が下がってから 
行ってください。 


7 メンテナンスをします 
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リボンカートリツジを交換します 


リボンカ—トリツジを交換します 
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A リボンガイドを指ではさみ、手前上方に引き上げてキヤリッ 只 新しいリボンカ—トリッジを取り付けます。 

' ジより夕もします。 ^ 手順は 「リボンカートリッジを取り付けます」 （15 ページ） をご覧ください。 



5 リボンカートリッジの両側を手前に引いてロックを外し、 
そのまま全体を矢印のように外します。 



リボンカ—トリツジを交換します 
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印字が薄くなつたときには、次の手順でリボンカートリツジ内のインクリボンを交 
換してください。 



インクリボンから、リボンガイドの溝を通して、リボンガ 
イドを外します。 



2 


リボンカートリッジのふたについているつめ （6 か所）を外 



〇 ドライブギヤ A とドライブギヤ B の間から使用済のインク 
^リボンを取り出し、リボンカートリッジの中および周囲， 
口ーラ周辺のリボンくず，繊維くずを取り除きます。 


ドライブギヤ A 



- 使用済みのインクリボンはナイロン製です。不燃物として処理し 
- てください。 

• 使用済みのインクリボンの回収を行っています。詳細は 「使用済 
み消耗品の回収について」 （164 ぺージ） をご覧くださし、。 
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4 

5 


新しいインクリボンの包装紙を取り除き、インクリボンを 
箱から20〜 30 cm 程度引き出します。 

リボンカートリツジをインクリボンの箱にかぶせて、リボ 
ンカートリツジと箱をいっしょに裏返します。 

板ばね 




6 


インクリボンを図の経路にセットします C 

インクリボン 


ドライブギヤ A 



4反ばね 


7 


リボンカートリツジからインクリボンが飛び出さないよう 
に、静かに箱を取り除きます。 



8 


ドライブギア A とドライブギヤ B 間にインクリボンを通し 
ます。 


インクリボンを交換します 
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9 


リボンカートリッジ内でインクリボンが折れたり、ねじれ 
たりしていないか、また、口ーラアー厶がフレームから浮 
き上がつていないか確認してからふたを閉じます。 


11 


ローラノブを時計回り（矢印方向）に回してインクリボン 
のたるみを取ります。 



© 


W') 


ボンガイドの溝にインクリボンを通します。 



口ーラノブを回したとき、インクリボンが動かなかったり、異常 
に鈍いときは、再度ふたを開けてインクリボンの経路を確認して 
ください0 

口ーラノブを矢印の逆方向に回さないでください。リボンジャム 
の原因になります。 

インクリボンの交換は1つのリボンカートリッジにして3回ま 
でです。インクリボンを3回交換したら、リボンカートリッジを 
交換してください。交換の手順は 「リボンカートリッジを取り付 
けます」 （15 ぺージ） を参照してください。 



乂不 • 使用済みのリボンカートリッジはナイロン製です0不燃物として 
匕' 処理してくださぃ。 

• 使用済みのリボンカートリッジの回収を行っています。詳細は 「使 
用済み消耗品の回収について」 （164 ぺージ） をご覧くださし、。 



インクリボンを交換します 
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プリンタのお手入れをします 


◎プリンタカバーの汚れは、中性洗剤を薄めた液にひたした布を、堅くしぼっ 
てふき取ってください。 

◎堅い布やアルコール，シンナー，ベンジンなどでふかないでください。 
◎プリンタ内部にごみやほこり、紙粉が目立つ場合は、掃除機などを使用して 
取り除いてください。 



ごみやほこり、紙粉がたまると、センサの誤動作や用紙送り不良、 
印字乱れなどの原因になります。 


プリンタを良好な状態で使用できるよラに、定期的な清掃をしてください。 
汚れにより、本来の機能が損なわれることがあります。 













清掃 

⑱: 


清掃は電源スイッチを〇 FF にしてから行ってください。 

用紙くずなどは機構内部に入らないようにしてくださしヽ。 

印字直後は印字へッドおよびその周辺が高温になっていますので、 
印字直後の清掃は避けてください。 

• ケースやプリンタカバーは、中性洗剤をうすめた液にひたして堅 
くしぼった布で、汚れをふき取ってください。とくに、機械部品 
や電子部品を絶対ぬらさないように注意してくださしヽ。 

• 堅い 布 や アルコー ル、シン ナ ー 、ベンジンなど、揮発性のものを 
用いてふくと、傷が付いたり、表面が変色したり、変形したりす 
る恐れがありますので注意してくださし、。 

• プリンタ内部にごみやほこりが目立つ場合は、掃除機などを使っ 
て取り除いてください。 

次表の項目にしたがって、定められた周期でプリンタの清搨を行ってください。 

(その他のプリンタ内部の清掃についてはサービスマンにご依頼ください。） 


注油 

本プリンタはメンテナンスフリーの機械であり、運用途中での注油は不要です。 
お客様での注油は絶に行わないでください。 

(プリンタの注油、分解についてはサービスマンにご依頼ください。） 


実施周期 
所用時間 
使用工具 


稼働時間が6か月または300時間の中でいずれが早いほう 
約1〇分 

ウェス（ガーゼなどの柔らかい布）、筆や綿棒、掃除機 


清掃箇所 

清掃内容 

キャリッジシャフトおよび周辺 

用紙くずを取り去り、汚れ，ほこり，リボ 
ンくずなどをふき取る。 

用紙走ィ了面 



キャリッジシャフ 


用紙走行面 


7 メンテナンスをします 
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プリンタ内部を清掃します 
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I プリンタ内部を清掃します 
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8 


困ったときには 



紙づまりしたとき 












8 困ったときには 

_ 紙づまりしたとき 



単票の場合 

単票がプリンタ内部でつまったとき 


電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 




注意 


ケガをする恐れがあります。 





電源を入れたままカバーを開けて作業 
を しないで くださし、。 

プリンタが突然動き出し、ケガをする 
恐れがあります。 


2 


アクセスカバーを開きます c 

アクセス カバー 


用紙厚設定 


レバー 



〇用紙厚設定レバーの位置を「リボン交換」 （10 レンジ）にし 
U ます。 


4 


印字へッドを用紙のないところへ移動させます c 



△注意 


やけどの恐れがあります。 


A 


印字直後は印字へッドやその周辺が高温になっていますので、印 
字ヘッドなどにはさわらないでください。 

印字へッドの移動は、印字へッドの温度が下がってから行ってくだ 

さし、0 


5 


プラテンノブを回して単票を送り、排出させます。 
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破れた単票がプリンタ内部に残ったとき 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 


〇 アクセスカバーを開きます。 


〇 用紙厚設定レバーの位置を「リボン交換」 （10 レンジ）にし 
U ます。 


4 見えている紙くずをピンセットで取り除きます。 


3つに折りたたんだ単票をシートガイドから差し込みます。 



7 

8 


用紙厚設定レバーを用紙厚にあったレンジ位置に戻します。 


アクセスカバーを閉じます。 

アクセス カバー 



プラテンノブを回して単票を送り、つまった紙くずを押し 
リ出します。 



ま 


た 

と 

ぎ 
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8 困ったときには 




ま 

U 


た 

と 

ぎ 


連続紙の場合 


1 電源スイッチを 「 OFF 」 にします。 



2 


アクセスカバーを開きます。 


アクセスカバー 



ぐフ用紙厚設定レバーの位置を「リボン交換」 （10 レンジ）にし 
U ます。 




プラテンノブを回しながら、連続紙を手前側または後ろ側 
K に引き出します。 

破れた紙くずがプリンタ内部に残ったときは、連続紙を2〜3枚重ねてピ 
ントラクタにセツトし、プラテンノブを回して、つまった紙くずを押し出 
してください。 


7 アクセス カバー を閉じます。 
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ユーザサポー ト サービス について . 162 

プリンタ仕様 . 165 

プリンタソフトウェア CD - ROM の内容 . 166 
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ユーザサポートサービスについて 


保証について 

• 本製品には「保証書」が入っています。 

• 「保証書」は、お買い上げの販売店が所定事項を記入してお渡しします。 
記入内容をご確認の上、大切に保管してください。 

• 保証期間中に万一故障が生じたときは、「保証書」に記載されている当社 
保証規定に基づき無償で修理します。無償保証期間は「保証書」に記載さ 
れています。 

• 「保証書」に所定事項が記入されていない場合や紛失した場合は、保証期 
間中であっても、保証が無効となる場合があります。 

• 保証期間経過後は、修理によって本プリンタの性能が維持できる場合、お 
客様のご要望により有償にて修理します。詳しくは、お客様相談センター 
または、お買い上げの販売店にご相談ください。 

• 本製品の故障、またはその使用によって生じた直接•間接の損害について 
は、当社はその責任を負わないものとします。 


最新版のプリンタソフトウェアを入手したい 
ダウン ロー ド サービス 

沖データホームページから入手できます。 

http://www.okidata.co.jp 


プリンタのご相談と修理について 

プリンタの操作方法がわからない、故障かもしれない、修理をして欲しい、商品 

について闇きたいなど、プリンタに関するお問い合わせをお受けします。次の「お 

問い合わせチェ ックシー ト」に記入してがらお電話ください。 

お客様相談センター0120 -654-632 

(携帯電話からは 03-5846-5921) 

受付時間 9 : 00〜20 : 00月曜日〜金曜日 
9: 00〜17: 00 土曜日 
(但し祝日、年末年始等を除く） 

※月曜日〜金曜日の17:30〜20:00及び土曜日のお問い合わせで、訪問修 
理が必要な場合は、翌営業日に改めてご連絡をさしあげます。 

※上記以外にも弊社都合によりお休みをいただくことがあります。 

♦プリンタのサポートサービスは（株）沖電気カスタマアドテック ( OCA ) とそ 
のグループ会社が担当しております。 

(個人情報の取り扱いについて） 

当社はお客様の個人情報を厳正に管理し、以下の場合を除き、第三者への開示や、 

提供はしないものとします。 

a ) 当社が指定する業務提携会社に対して、お客様の氏名 • 住所 • 電話番号な 
ど保守サービス等の業務を委託するために必要な限度でお客様情報を提 
供すること。 

b ) お客様情報を統計的に集計•分析し、個人を識別、特定できない形態に加 
エした統計データを作成させていただき、製品開発、サービス向上の判断 
材料として利用すること。 

0予め登録時に同意頂いたお客様に対して、当社または当社の提携会社よ 
り、サービス提供，アンケートその他の告知等のため電子メールや郵便物 
の郵送、または営業担当者がらコンタクトを取らせて頂くこと。 

d ) 裁判所の発行する令状、捜査事項照会書その他法令に基づいてお客様情報 
を開示すること。 


録 

付 


付録 
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一 お問い合わせに回答できない場合について 一 

1. UNIX 環境でのお問い合わせ 

2. アプリケーションの使い方 

3. 問題解決に必要な情報が不足している場合 

4. お客様固有のシステム環境のアドバイスやコンサルティンク' 
5プリンタの非公開仕様に関するお問い合わせ 


お問い合わせチェックシート 


具体的な症状 


プリンタ環境 

機種名： 


_製造番号: 

なし あり （ 

パー ジョン：_ 
パー ジョン：_ 


購入日: 


年 


□ RS 232 C 

□ Ethertalk 


追加オプション： 

コンピュータ環境 

□ Windows 

□ MacOS 

接続方法 

□パラレル OUSB 

□ TCP/IP □ IPX/SPX 

プリンタドライバ 

プリンタドライバ名：_ 

アプリケーション 

アプリケーションソフト名：_ 

使用フォント名：_ 

エラー表示（正確に） 

コンピュータの画面に表示される内容 ：_ 

プリンタの操作パネルに表示される内容：_ 

その他 

他のアプリケーションからの印刷：□正常口印刷できない 
他のコンピュータからの印刷 ：□正常 口印刷できない 


□ ネツトワーク 
□ NetBEUI 


パー ジョン： 


パー ジョン： 


消耗品を購入したい 

プリンタをお買い上げいただいた販売店よりご購入ください。 


付録 
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プリンタを廃棄したし’ 


お買い上げいただいたプリンタの廃棄の際、事業所でお使いの場合は、産業廃棄物 
姐理業者に委託してください。一般家庭でお使いの場合は、お客様がお住まいの地 
方自治体の条例に従って廃棄してください。 

なお、詳しくは各自治体にお問い合わせください。 


使用済み消耗品の回収について 

沖データでは環境保全と再資源化を目的として、使用済みの沖データ製プリンタ 
の消耗品とメンテナンスユニットの無料回収を行っています。 

右の用紙をコピーし、必要事項を記入して FAX、 もしくは、弊社のホームページ 
(http://www.okidata.co.jp) よりご連絡いただければ、お客様のところまで指定 
の宅配業者が回収におうかがいいたします。 

(お願い） 

• 包装箱やビニール袋は捨てずに保管し、ご使用済みの消耗品およびメンテ 
ナンスユニットの回収時に利用してください。 

• カートリッジ1本でも回収にうかがいますが、地球環境への負荷をでき 
るだけ低減させるためまとめ回収にご協力ください。 

• できました6、回収品の数が多い場合、不要になったダンボール箱などに 
まとめて頂くようお願いいたします。 

皆様のご協力をお願いします。 


FAX 0120-107995 

沖データ回収センタ宛 


受付 No. 


f 弊社にて記入いたしますので、お客様の 
記入は不要です。 


西暦 


年 月 


お客様名（会社名） 
ご担当者名 
ご住所 
お電話番号 
回収ご希望日 





年月日 

【お断り：受付時間以降に FAX された場合、回収日がずれる場合があります。】 


回収依頼品 

イメージドラムカートリッジ 
トナーカートリッジ 
定着器オイル□ーラ 
廃棄トナーボックス 
転写べルトユニット 
定着器ユニット 
インクリポンカートリッジ 
その他マイク□ライン消耗品 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

【 * 不要となったダンボール箱などにまとめて入れてくださし、。】 

まとめた箱の荷姿で合計： 個 口 


ご不明な点は下記へご連絡ください。 

沖データ回収センタ 

TEL 024-594-21 85又は、フリーダイヤル0120 -640991 
受付時間：月〜金曜日（祝日、弊社休日を除く） 

9 : 00〜12 : 00、13 : 00〜17 : 00 


録 

付 


付録 
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プリンタ仕様 



m 


インタフェース 

EEE - std 1284-1994 準拠双方向パラレルインタフェース（コンパチブル 
モード，ニプルモード） 

USB 

RS 232 C シリアルインタフェース （ RS 232 ◦ボード：オプション） 

イーサネットインタフェース （1 〇 OBASE-TX X 10 BASE - T : オプション） 

標準使用条件 

平均電源オン時間200 H / 月 

平均印字時間 50 H /月（ページ文字密度 3596) 

印字へッド寿命 

平均3億ストローク（ドットあたり） 

装置寿命 

5年 

騒 音 

58 dBA [ IS 07779 印字パターン](高品位 ANK ) 


印字方式 

ドットマトリクスインパクト 

ドツトワイヤ径 

0.2 mm 

ドツトワイヤ数 

24ピン 

印字方向 

両方向印字 

改行時間 

4.23 mm (1/6 インチ）改行のとき…1改行約 65 ms 

改ページ速度 

約1 14.3 mm /秒 (4.5 インチ/秒） 

紙送り制御 

フォームフィード 機能有り 
垂直タブ 機能有り 
ダイレクトスキップ 機能有り 

複写能力 

リアパス方式：オリジナル十5枚（用紙厚合計0.36 mm 以下） 

紙送り方向 

リアパス方式 

紙送り方式 

フリクションフィード方式 
ピントラクタフィード方式 

媒体仕様 

「用紙規格および印字範囲」 （104 ページ）を参照してください。 

インクリボン 
(沖データ純正品） 

カートリッジ：専用カートリッジ 
インク :黒単色 

寿命 ： 10 CPI 高速度 ANK 400万字 

外形寸法 

425 mm ( W ) x 302 mm ( D ) x 210 mm ( H ) 

重 量 

約 7 kg 

入力電源 

単相交流100 V 土 10% (50/60 HZ 土 1 Hz ) 

消費電力 

動作中：最大約 220 W (漢字□一カルテスト印字時約 70 W ) 

待機時：約 3 W 以下（低消費電カモード時） 

電源コード 

3極 AC コード （2 極交換プラグ付） 

長さ約 2.4 m 

周囲温度 • 湿度 

動作時： 5 °C 〜 40 °C , 30% 〜 8596 RH 

ただし、印字精度は測定条件が 15° C 〜 30 °C , 40%〜 7096 RH 
保存時：一 20 °C 〜 60 °C , 5% 〜 9596 RH 

ただし、結露しない状態。保存時は、梱包状態とします。 

塵埃_腐食性 

一般事務室程度の環境で使用してください。 
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プリンタソフトウェア CD - ROM の内容 


プリンタソフトウェア CD-R 〇 M には、次のマニュアルが PDF 形式で収録されてい 
ます。バージョン 5 以降の Acrobat に対応しています。 

Acrobat Reader は、プリンタソフトウェア CD-ROM に収納されています。 

• ML 63 〇 0 FB 2 setup . pdf : ML 6300 FB 2 ユーザーズマニュアル（セットアッ 

プ編)です。（本書） 

• ML 6300 FB 2 app . pdf : ML 6300 FB 2 ユーザー ズ マニュアル(応用 編)です。 

マニュアルをハードディスクにコピーして使う場合は、セツトアップ編と応用編を 
同じフォルダに保存してご利用ください。 


ML 6300 FB 2 ユーザーズマニュアル(応用編)の内容 

1 Windows ソフトウェア 
2便利な印刷機能 
3困ったときには 
付録 


録 

付 


付録 


プリンタソフトゥェア CD - R 〇 M の内容 
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DOS 環境で使用します 


140 


翻紙 . 

印字規格 . 

インタフエースケープルの接続について, 


R 


RS232C ボード、 . 21 

取り付け、取り外しかた . 21 

シリアルインタ フエー スメ ニュー 項目一覧 . 146 


U 


お 


お客様相談センター.… 
オプション品について 
RS232C ボード、……. 
ネットワークカード 


USB 接続で Windows にセツトアップします, 


29 


ぎ 


W 


機能メニュー項目一覧表, 


Windows Vista 環境で使用します . 32, 64 

WindowsServer2003 環境で使用します . 39, 73 

WindowsXP 環境で使用します . 43, 77 

Windows2 ◦〇〇環境で使用します . 47, 81 

WindowsMe 環境で使用します . 51, 86 

Windows98 環境で使用します . 55, 90 

Windows95 環境で使用します . 95 

WindowsNT4.0 環境で使用します . 101 


ご使用時の注意 ........ 

故障や異常のときは 
困ったときには 
紙づまりしたとき 


再生紙, 


一.. 105 
一… 121 
30, 62 
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インクリボン 

交換のしかた . 152 

印字可能範囲 

顆 . 112 

はがき . 116 

封® . 118 

複写紙 . 113 

ラペル紙 . 119 


修理について . 162 

消耗品を購入したい . 163 

シリアルインタ フエー スメ ニュー 項目一覧表 . 146 

す 

スイツチについて . 27 
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設置の条件 . 11 

設定内容を初期値に戻すには . 148 

セットアップ 

USB 接続 . 29 

パラレル接続 . 61 

そ 

操作パネルの使い方 . 26 

た 

宅配伝票 . 121 

単票 

サイズと印字可能範囲 . 112 

セツトのしかた . 122 

排出のしかた . 123 

プリンタ内部でつまったとき . 158 

連続紙に切り替えるには . 128 

て ほ 

テスト印字のしがた . 20 

テープル め 

取り付けかた . 13 

取り外しかた . 14 

電源コードの接続について . 19 や 

電源について . 17 

は ょ 

はがきのサイズと印字可能範囲 . 116 

パラレル接続で Windows にセツトアップします . 61 


プリンタ 

お手入れについて . 155 

各部の名称と機能 . 12 

i±m . 165 

設置のしかた . 11 

設定内容を確認するには . 142 

付属品 . 10,13 

プリンタドライバのインス!ル 

Windows95. 95 

Windows98. 55, 90 

WindowsNT4.0. 101 

Windows% 〇〇 . 47, 81 

WindowsMe. 51, 86 

WindowsXP. 43, 77 

WindowsServer2003. 39, 73 

Windows Vista. 32, 64 

プリンタドライノ \ 'のダウン□ー ドサービス . 162 

封筒のサイズと印字可能範 S1. 118 

保証について . 162 

メニュー設定を変更するには . 147 

破れた単票がプリンタ内部でつまったとき . 159 

用紙厚の調整のしかた . 129 
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複写紙のサイズと印字可能範囲 


113 
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ラベル紙の印字可能範囲 . 119 
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リボンカートリツジ 


交換のしがた . 150 

取り付けがた . 15 

取り外しがた . 150 
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連続紙 

サイズと印字可能範囲 . 105 

セツトのしかた . 124 

単票に切り替えるには . 128 

排出のしがた . 126 

外しかた . 127 

プリンタ内部でつまったとき . 160 
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お客様相談センター 
0120 -654-632 

(携帯電話からは 03-5846-5921) 

受付時間9:00〜20:00月曜日〜金曜日 
9:00〜17:00 土曜日 
(但し、祝日、年末年始を除く） 











